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    　プロローグ


    



    「うーん、宣伝されてたわりには、たいしたことなかったかな、この映画」


    　映画館から出るなり開口一番、悪友はそうのたまった。


    「そうかぁ？　俺はわりとよかったと思うけど。アクションシーンはけっこう迫力あったし」


    　菅すが原わら真まことが反論すると、彼は偉そうに腕組みして論評する。


    「まあな、でもそれだけじゃなぁ。演出もストーリーもありきたりだったし」


    「お前がストーリーにこだわりを持ってるとは意外だな」


    　悪友木き野のはそういうことにはうるさくはない方だと思っていたのだが。


    「いやまあ、せめて映画の内容ぐらいはよくなけりゃ、土曜に野や郎ろう二人で映画を見るなんて悲しいからな」


    「本音はそれか。悪かったな、俺がかわいい女の子でなくて」


    　むっとした真に、木野は肩をすくめる。


    「なんだ、気を悪くしたのか？」


    「そりゃまあ、せっかく人が映画のチケットをやったのに、その映画をけなされたあげくに相手が女じゃないのが気に入らないなんて言われたらな。お前の頭には女のことしかないのかよ？」


    「ま、否定はしないけどな。君はどうなんだ、菅すが原わら」


    　木き野のは逆に訊きき返す。


    　その質問に、真まことは、このところ共に働いている司書の女性たちをふと思い浮かべた。その中でも特に気になっている一人の顔が浮かぶ。


    　やや小柄で、メガネをかけ、長い髪は三つ編み。学校では無口で目立たないクラスメイトで図書委員。そして異い界かい図書館においては、守しゆ銭せん奴どで、なにかと真に厳しくあたる先輩司書。小こ平だいら彩あやというのが彼女の名前だ。


    　だが、木野に、異界図書館のことを言うわけにはいかない。


    「俺は別に、女に興味はないね」


    「そこが問題なんだよ、おまえの場合。映画のチケットがあったのなら、男の俺ではなく女性を誘うべきだと思わないか？　健全な高校生男子として」


    　木野は力りき説せつする。


    「お前を誘ったのは……」


    　説明しかけて、真は慌あわてて口をつぐむ。


    　木野は知らないことだったが、実はこの前、結果的に木野の悪あく事じを真が教師にチクったことになってしまった。そのことに対するやましさから、償つぐないのつもりで映画に誘ったのだ。


    　そのことを知ったら木野がまた何を言い出すかわからない。


    　その木野は、真が途中で口ごもったのをどう誤解したのやら。


    「そうか、お前、そっちのケがあったのか。そうか、そうだったのか。今まで気づいてやれなくてすまないな」


    「ななな、なにを言い出す？」


    「女性に興味がない、とすると、そっちだろ。よし、わかった。これからはお前のこと、下の名前で真と呼んでやるぜ、真！」


    　いつになく真ま面じ目めな顔である。


    「ウゲゲ、き、木野、まさかお前こそ、そっちの趣味が？」


    　真は思わず、後ずさる。


    「真も、俺のことを下の名前で呼んでいいんだぜ」


    　木野が迫ってくる。


    　そう言えば木野の下の名前って何だっけ？　友人のはずなのに、なぜか思い出せない。


    　いや、今はそんなことはどうでもいい。


    「言っておくが、俺はノーマルだからな。映画に誘ったのは、ほかに相手がいなかったからであって、断じてそっちの趣味はない！」


    「はは、冗談冗談。俺にも同性愛の趣味はないって」


    　木き野のがようやく、いつものバカ丸出しのふざけた表情に戻った。


    「はあ、一時はどうなることかと思ったじゃねぇか。脅おどかすな！」


    　真まことが怒ると、木野は、さっきの演技の時とは別の、少し真ま面じ目めな表情を見せた。


    「まぁ、チケットの礼に少しアドバイスするけどな、そっちの趣味がないのなら、映画ぐらい女を誘えよ。誰もいないってこたぁないだろ。クラスのやつでもいいし、この前会ったレイヤーの娘こでもいいし」


    「簡単に言うけどな……」


    　木野が言うところのレイヤーの娘というのは、中なか富とみ白しら雪ゆきのことだ。やはり真の同僚の司書の一人で、たまたまある事件で木野と出くわすことになった。その時には、奇妙な服装をコスプレイヤーということにしてごまかしている。ストレートの黒髪を長く伸ばしたその女性は、小こ平だいら以上に真にはキツくあたる。映画なんて誘える雰囲気ではない。


    　気がつくと、木野がまだしゃべっていた。　


    「……いいか、青い春って書いて、青春なんだぞ」


    「……だから？」


    「いや、まあ、とにかく、青春は今しかないんだ」


    「お前、なんかかっこいいこと言おうとして、何も思いつかずに勢いでごまかそうとしただろ？」


    　結局木野との話は、最後まで真面目なまま続くことはないのだった。


    　そんな時だった。


    　真の携帯電話が鳴った。


    「……ん？」


    　おかしい。


    　映画を見る時に携帯の電源はたしか切ったはずだった。映画館を出た後も、そのまま、まだ電源は入れていない。いつの間にか無意識のうちに電源を入れていたのだろうか？　そんな覚えはないのだが。


    　なんとなく嫌いやな予感がする。


    　こういう不思議なことがあるのは、たいてい異い界かい図書館がらみだ。


    　とにかく、電話に出る。


    「もしもし……」


    「ああ、菅すが原わら君、悪いわね」


    　聞き覚えのある声だった。そして案の定、異界図書館の関係者だ。


    　関係者、なんてもんではない。ある意味、その図書館自体から電話がかかってきたようなものである。


    「お？　女から電話か？　なんだ、ちゃんと休日に話す相手いるじゃないか」


    　と興きよう味み津しん々しんの悪友を睨にらみ付けて手振りで離れるように伝え、小声で電話に答える。


    「『図書館の意志』さん、なんで電話が通じるんです？　電源切ってたのに。それに、そっちの図書館内とは普通の電話はつながらないはずじゃなかったんですか？　あと、出勤はこれからのはずですが」


    　真まことは、日曜祝日以外には、異い界かい図書館に出勤しなければならない。土曜日も休みではないのだが、それに当てる時間は一日に一時間だけだ。ただし、異界図書館の中は時間の進み方が違うので、外では一時間しか経過していなくても、主観的には七時間の仕事となる。とにかく、平日なら学校が終わってから行けばいいし、学校のない土曜日もそれぐらいの時間に行けばいいはずだった。


    　電話の向こうの「図書館の意志」は彼の質問には答えずに言った。


    「悪いけど、緊急事態なんで、至急、今から言う場所に向かって」


    「いつもみたいに、出勤してから時差を利用して、元の時間に戻って解決したんじゃダメなんですか？」


    　異界図書館の不思議な時間を経けい由ゆすることで、タイムマシンのように過去に戻ることができる。いつもは事件が起こっても、そうしてその時間に行って解決していたのだが。


    「今回のはちょっとでかい事件なので、そう悠ゆう長ちようなことをしてられないの。悪いけど、とにかくすぐ現場に向かって」


    「ちょっと待って」


    　真は電話にそう言うと、木き野のの方を向いた。


    「悪いけど急用ができた」


    「そうか、じゃあ、頑張れよ」


    　木野はニヤニヤしながら手を振って、その場を離れていった。どうも、また何か勝手な勘違いをしているような気がするが、訂正していたら時間がかかりそうだ。とりあえず今は勘違いさせておくことにした。


    　彼が十分離れたのを確認してから、真はため息混じりに電話の相手に尋ねた。


    「で、どこへ行けばいいんです？」

  


  
    



    　第一章　廃はい工こう場じようの戦い


    



    「あ、来た来た、マコッちゃーん」


    「こっちこっち！」


    　指定された場所がなかなかわからず、ようやくそれらしい場所に出ると、すでにそこに四人の女性司書たちが来ていた。みな休日に呼び出されているので、私服姿だ。その中の一人の小こ柄がらな女の子が真まことに気づいて手を振っている。立たち花ばなみんとだ。


    　真はそちらに走った。


    「遅い！」


    　合流する早々、さっそく真に文句を言ったのは小こ平だいら彩あや。


    「これでも急いで来たんだけどな。……あ」


    　真は、言葉を飲む。


    「なに、どうしたの？」


    「いや、小平の私服姿って見るの、初めてだから、なんか新鮮でさ」


    　白しら雪ゆき、静しず香か、みんとの三人は異い界かい図書館に勤務している時も、よく私服に着替えて外での活動に出る。学校の制服姿では身元がバレてしまう危険があるからだ。だからその三人については真まことも私服姿を見慣れていたが、経理など後方支援担当の彩あやは異い界かい図書館でも、いつも学校の制服のままだった。幕末の世界に入った時には着物姿を、また南海の孤島の世界に入った時には水着姿を見てはいたのだが、かえって、こういう普通の私服姿を見るのは初めてだ。


    「……そういえば、そうだったかしら。だからなに？」


    　彩が訊きいてくる。


    「いや、別にだからどうってことはないんだけどさ」


    　と真が言うと、彩はなぜかほっとしたような、あるいは、ちょっと残念そうな顔をしたように見えたのは気のせいか。


    「それより、みんなも呼び出されたんだ？」


    　真が尋ねる。


    「そりゃまあな。あたしたちがいなきゃ、異い界かい本ぼんがらみの事件は解決できないだろ」


    　四人の女性の中で一番長身で、ボーイッシュな娘こが答えた。宮みや本もと静しず香かだ。


    「というより、たいていのトラブルは私がいれば、十分ですわ」


    　中なか富とみ白しら雪ゆきが言い放はなつ。


    「むしろ、なんで呼び出されたのかわからない方がいますわね」


    「はいはい、どうせ俺だって言うんだろ」


    　真は肩をすくめる。
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    　彼は気づいていなかったが、白しら雪ゆきはちらりと彩あやの方に視線を走らせていた。彩はそれに気づき、視線を返す。ほんのコンマ数秒、二人の視線が激しくぶつかっていた。


    「くくく」


    　みんとが笑いをこらえている。


    「何がおかしいんですの？」


    「なんでもない。それより、早く入ろ」


    　みんとは一同を促うながす。


    「本当にここなのか……？」


    　真まことは、指定された場所をのぞき込んだ。


    　そこは、町はずれにある廃はい工こう場じようであった。


    　広い敷しき地ちはフェンスで囲まれていたが、そのフェンスもボロボロ、中の敷地も雑草が伸び放題。どうやら廃工場となって一年や二年ではなさそうだ。正面の入り口は「立ち入り禁止」と書かれた板が貼られ、鉄製の門は子供などが入れないよう鎖くさりと南なん京きん錠じようで封ふう鎖さされていたが、その鎖もすっかり錆さび付いている。


    「……こんなところに、異い界かい本ぼんがあるとも思えないんだけどな……」


    　門の前でぶつぶつつぶやきながら、さてどうやって入ろうかと真は思案する。自分だけなら門やフェンスを乗り越えるのはそう難むずかしいことではないが、彼と静しず香か以外はスカート姿だ。


    　彼がそんなことを考えていると知ってか知らずか、静香があっさりと問題を解決した。


    「この廃工場なら、こっちから入れるよ」


    「知ってるのか？」


    「まあね。この町のこういう場所は、たいてい知ってるよ」


    　静香はイタズラっ子のようにウインクして案内する。


    　そういえば、この前の事件の時も、静香は妙に裏道に詳くわしかった。


    「ほら、こっちに、裏口がある」


    　その裏口も鎖と錠で封じられていたが、静香がちょっといじるとその鎖がはずれた。


    「ま、本当は勝手にこんなことしちゃまずいんだろうけど、非常事態ってことで」


    　異界図書館の司書は、こういう不法侵入など、時には非ひ合ごう法ほうなこともせねばならない。だから、身元がバレかねない学校の制服姿で活動するわけにいかないのだ。


    「おじゃましまーす」


    　誰が聞いているわけでもないのに、みんとが能天気に挨あい拶さつして中に入る。


    　他の面々も、周囲に気を配りつつ、敷地に入った。


    　そのとたん、五人は妙な感覚に襲われた。


    「……なんだ？」


    　真は、その違和感が、いつも異界に入る時の感覚に似ているのに気づいた。


    「……ここ……どこ？」


    　最初に中に入ったみんとが、呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。


    　廃はい工こう場じようの敷しき地ちは、外から見たのとはまるで違う景けい観かんになっていた。


    　そこは、広い、広い原野だった。


    　いくら工場の敷地が広いといっても、街まち中なかの工場がこれほど広大なはずはない。


    　地面は黄色っぽい、かなり乾燥した土。そこに雑草や雑ぞう木きがまばらに生えている。


    　向こうに見えるのは、廃工場の建物のようでもあり、また城じよう郭かくのようでもある、その中間のような建築物。城郭といっても、日本の城の天てん守しゆ閣かくではなく、また西洋のお城でもない。まるで、万ばん里りの長城を短く切り取ったかのような四角い城壁だ。


    「……あれは……昔の中国のお城？」


    　真まことが絞しぼり出すような声で言うと、彩あやが続けた。


    「……に変へん化げしかかっている、廃工場ね」


    「驚きましたわね。この敷地内の空間はもう、異い界かい化かが進行していますわ。……というより、今、まさに異界化しつつあるようですわ」


    　異界の専門化を自認する白しら雪ゆきが指摘する。


    「まずいな、そりゃ。今は工場の敷地内だけだが、放っておくと、街に拡大するってことか？」


    　静しず香かが確認する。


    「そういうことですわ。最終的には、私たちの現世全体がこうなりますわね」


    「道理で、イシちゃんも慌あわてて休日に全員を招しよう集しゆうするわけだ。最初から総力戦ってわけね」


    　みんとが納得する。


    「それにしても、この景観……それにこの土……」


    　静香は地面の黄色っぽい土を少し手にとる。


    「春に日本にも飛んでくる黄こう砂さっぽい。ってことは、やっぱりこの世界は、中国を舞台にした本の世界だな」


    「とすると、まず考えられるのは『西さい遊ゆう記き』とか『水すい滸こ伝でん』みたいな中国の古典ね」


    　彩が言うと、歴史小説好きの静香は答える。


    「あるいは『項こう羽うと劉りゆう邦ほう』みたいな中国史ものの小説とか。陳ちん舜しゆん臣しんとか、宮みや城ぎ谷たに昌まさ光みつあたりかも。ほかにも中国史ものを書く作家は多いし」


    「中国風の架か空くうの国の話かもしれませんわ。最近はライトノベルにもけっこうあるみたいで、ええと、ナントカ国物語というのが人気があると前に奈な々なさんが言ってましたわ」


    　と言うのはファンタジー好きの白雪。奈々というのは、白雪を慕したっている中学生だ。


    「ライトノベルは嫌いじゃなかったの？」


    　意外そうに彩が指摘する。


    「私の好きなファンタジーと一緒にされるのが嫌いやなだけで、存在そのものを否定するわけではありませんわ」


    　一見普通に会話しているようだが、どうも、彩あやと白しら雪ゆきがギスギスしている。鈍にぶい真まことも、さすがにそれに気づいてきた。


    　あの二人はケンカでもしてるのか、と静しず香かかみんとに尋ねようとした時。


    「どうやら古典の方らしいよ。あるいは、それを元にした小説かもしれないけど」


    　突然姿を現した歩ほ兵へいの一隊をみんとが指さした。


    　兵士たちは、頭に黄色い布をつけていた。


    「あれは黄こう巾きん党とうか。つまりこの世界は……」


    　静香がそう言うので、真にもピンときた。


    「三さん国ごく志しの世界ってわけか」


    「珍しいわね。本をあまり読まないあなたでも『三国志演えん義ぎ』は読んでるんだ。それとも、吉よし川かわ英えい治じの『三国志』かしら？」


    　彩が感心する。


    「いや、どっちも読んでない。でも、ゲームやマンガやアニメでさんざんネタになってるからよく知ってるよ」


    『三国志演義』は、後ご漢かん末まつの動乱から魏ぎ・呉ご・蜀しよくの三国鼎てい立りつの時代を舞台とした、壮大な物語だ。歴史上実在した劉りゆう備び、関かん羽う、張ちよう飛ひ、曹そう操そう、孫そん権けんなどといった多数の群ぐん雄ゆう、武将や文ぶん官かんたちが登場し、それぞれの陣営のため権けん謀ぼう術じゆつ数すうの限りを尽くして戦う。ただし、歴史そのものではなくあくまでフィクションなので、事実に反する描写も多々ある。だからこそ面白い。


    　日本でも人気は高く、吉川英治の『三国志』をはじめ、この時代の中国をテーマにした小説は多く、また近年ではマンガ、人形劇、ゲーム、アニメ、映画と、さまざまなメディアで取り上げられている。だから読書嫌いの真も、よく知っているというわけだ。


    「まあ、そんなことだと思ったわ」


    　彩がため息をつく。


    　そんなことを話している間に、黄巾党の一隊もこちらに気づいたようだった。


    　黄巾党というのは、物語の発ほつ端たんとなる、漢かん王おう朝ちようへの反乱を起こした反乱軍である。


    　向こうの兵士も人数は五人。本来ならもっと大人数の部隊に属しているのだろうが、その中の数人だけがこの中途半端な世界に来てしまったのだろう。


    「呑のん気きにおしゃべりしてる場合じゃありませんわよ。こちらに来ますわ」


    　先刻まで自分も呑気に会話していた白雪が言いながら、戦闘時のスタイルにチェンジする。


    　彼女は、フードのついたマントに黒っぽいロングスカートという、魔法使いの姿となった。


    　白雪だけでなく、静香、みんともそれぞれ変身していた。


    　静香は、忍者姿。手には両手で使う大きい刈かり込こみ鋏ばさみ。


    　みんとは白衣にメガネをつけて科学者姿だ。


    「行くぞ」


    　静しず香かが刈かり込こみ鋏ばさみを構えて、前に飛び出す。


    　その間に白しら雪ゆきは呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始し、一方、みんとはどこからともなく何やら銃器のような物体を取り出して構えていた。


    「変な格好の娘どもめ、我ら黄こう巾きん党とうに逆さからう気か？」


    　ひげ面づらの兵士たちが、下品な口調で言う。


    「ならば命はないぞ」


    　黄巾党の兵士たちのうち先頭の者が、前進してきた静香に槍やりを突き出す。


    



    「あの娘たち、一瞬で服装が変化しましたね」


    　一人の男性が、興味深げにつぶやいた。


    「ええ。この距離でわかった？　なかなか目がいいわね」


    　女性が答える。


    「なら、もう少しするともっと興味深い光景を見ることができるわよ」


    　二人がいるその場所は、この野原を見下ろす城壁（もしくは廃はい工こう場じよう）の上であった。


    　彼らが注目しているのが、黄巾党と対たい峙じする司書たちであることは言うまでもない。


    　兵士の突き出した槍が真っ二つになった。


    　男は、ほうと感心する。


    「奇妙な武器のようですが、たいした使い手ですね」


    　女性は説明した。


    「あの娘むすめの名は、宮みや本もと静香。彼女があの姿になると、まさに忍者のような……ああ、忍者と言ってもあなたにはわからないわね、まあ、すごい武将のような超人的な身体能力を持つの。単純な戦いでは、あの中で、一番強いわね。そして、刀の達人が何でも斬きるように、あの植木用の刈込鋏でたいていの物は真っ二つにすることができる。それが彼女の異い界かい力りよく」


    「異界力……」


    「異界力というのは、不思議な本の力で身につく特殊能力、ぐらいに考えて」


    「なるほど。かの張ちよう角かくが太たい平へい要よう術じゆつの巻まき物もので力を得たようなものですか」


    　男はそう理解したらしい。


    　二人が話している間にも、静香はその鋏で、槍を突き出した兵士自身を攻撃する。


    　鋏が一いつ閃せんすると、物理法則を無視して人間が真っ二つになり、そのまま空中に溶とけるように消えた。


    　女がさらに説明する。


    「本の世界の住人がこちらの世界に出てきて彼女の鋏に切られた場合、その相手は死ぬのではなく、本来の世界へと強制的に戻されるの」


    「ふむ。実に興味深い現象です」


    　男はつぶやく。


    　一方、下では、仲間一人を消された黄こう巾きん党とうの兵士の残り四人が驚き慌あわてていた。


    「な、きさま、妖よう術じゆつ使いか？」


    　静しず香か一人を四人がかりで包ほう囲いしようとする。


    　静香の側そく面めんに回ろうとした兵士に、突然、横から稲いな妻づまのような光が襲いかかった。


    「ぐはっ？」


    　その兵士はぶっ倒れる。


    「ふふーん、どうだ、みんと様の光線銃『びりびりくん』の威力は」


    　みんとが、見た目はレトロなオモチャのようなデザインの銃を自慢した。


    　城壁上で、女性がまた説明する。


    「あの白い服の娘むすめは立たち花ばなみんと。彼女は変身すると、マッドサイエンティストになる。マッドサイエンティストというのは、ええと、どう説明したらいいかな、普通では作れない物を作ってしまう博士よ」


    「武器やからくり仕掛けを作る、ということですか？」


    「まあそんなところね。彼女はその異い界かい力りよくで、怪あやしい武器やからくりを作り出し、それを亜空間というところに置いておいて、必要な時にどこからでもそれを取り出し、駆く使しすることができる」


    「今のもその武器というわけですか」


    「まあ、時にはその発明も失敗して、作った物が爆発することもあるみたいだけどね」


    　残った三人の兵士は、浮き足だった。


    「ひっ！　こいつらやっぱり妖術使いだ！」


    　三人はきびすをかえして、逃げだそうとする。


    「妖術使い、というのは、あの黒服の娘に関しては当たっているわね。あの娘は、中なか富とみ白しら雪ゆき、古こ今こん東とう西ざいの魔法、つまり妖術のたぐいを使いこなすのが、彼女の異界力よ。かなり万ばん能のうでやっかいな存在だけど、呪じゆ文もんの詠えい唱しようにやや時間がかかるっていう弱点があるわ」


    　その詠唱が終わったらしい。


    　だめ押しのように、逃げる三人を白雪の魔法が襲った。


    　白雪の魔法を浴びた兵士たちは、先ほど静香に切られた兵士のように空中に溶とけるように消えていく。本来いるべき世界に強制的に戻す魔法を使用したのだ。


    「……三人同時はちょっとキツいですわね……」


    　白雪がふうと大きく息をつく。


    「じゃ、こいつはあたしが送り返しとくな」


    　みんとの光線銃で気絶して倒れていた最後の一人の兵士に静香が鋏はさみを突き立て、本来の世界に送り返す。


    「意外とたいしたことなかったね。雑ざ魚この兵士ばかりで」


    　みんとが軽い口調で言う。


    「油断すんなよ。ここが『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界なら、もっと強い連中がいくら出てきてもおかしくないんだからな」


    　静しず香かが注意する。その言葉が終わるか終わらないかのうちに、もう次の敵が現れていた。


    　今度も黄こう巾きん党とうの兵士たち。先刻より人数が多い。その中に、兵士とは格が違う様子の、道どう士し風の姿をした男性もいた。静香たちを指さしながら、兵士の一人がその道士に報告する。


    「あ、あいつらです！　変な妖よう術じゆつを使って……」


    　その兵士は、最初に静香に送り返された男だった。


    「ありゃあ、送り返したのに、もう戻ってきちゃったの？」　


    　みんとが舌打ちする。


    「この敷しき地ち内ないの空間はもう、半分異い界かい化かしてますわ。だから、本の中の本当の異界との行き来がそれだけ簡単なんですわ」


    「じゃあ、いくら倒して送り返しても、またすぐ出てきちまうってことかよ？」


    　静香が嘆なげいた。


    「そういうことになりますわね。根本からなんとかしない限り」


    　白しら雪ゆきはそう説明し、後ろにいるはずの真まことに肩越しに指示する。


    「ほら、あなたの出番ですわよ？　早く異界本を見つけなさい」


    　返事がないので、白雪は振り返った。安全な後方に控えているとばかり思っていた真と彩あやの姿は、すでにそこにはなかった。


    「マコッちゃんと彩ちゃんなら、あっち」


    　みんとが指した方を見ると、二人は城壁の方へ走っていた。


    「異界のキャラクターとあたしたちが戦っている間に、菅すが原わらと小こ平だいらが異界本を見つけてなんとかするってのが、まあ、いつものパターンだよな」


    　静香が言う。


    「いつものパターンと言うほど、何度もあったわけではありませんわ。特に、小平さんが一緒というのは納得できませんわね」


    　なぜかふてくされたように白雪がそっぽをむく。


    「そんなこと言ってる間に、あいつら来るよ？　それに、なんか、別の人たちが出現してるんだけど」


    　みんとが叫ぶ。


    「ああ、もう、さっさとすませますわよ」


    　白雪は再び呪じゆ文もんの詠えい唱しように入った。


    



    「二人ほどこちらに向かってきますね。彼らの力はどんなものなのです？」


    　城壁の上の男性が尋ねた。また女が彼らを紹介する。


    「女の方は、小こ平だいら彩あや。異い界かい力りよくは、経済投資の能力。つまり、異界図書館の軍資金を増やすのに役に立つ力よ。戦いでは特に恐おそろしい相手ではないわ」


    「つまり、後方を支える文ぶん官かんのようなものですか」


    「男の方は、菅すが原わら真まこと。最近、異界図書館に入った新入りで、異界力はまだ私もよく知らないけど、どうも異界本をかぎつけることができるみたい。妙に的確に、異界本の場所にたどり着くことができるみたいなのよね」


    「異界本というのは、特殊な力のある書物なのですね」


    「そういうこと。あなたならわかると思うけど、書物というのは、時としてそれ自体が不思議な力を持つことがあるものなの。それが異界本。そんな異界本がこの世界に影響を与えないように存在しているのが、異界図書館よ」


    「図書館とは、書庫のようなものですか」


    　女はうなずく。


    「あなたは理解が早くて助かるわ。そう、異界図書館は、異界本を集めて収しゆう蔵ぞうする書庫。そこで働いてる者は司書と呼ばれる。それが、あの子たち」


    　女は説明しながら真や彩、後方で戦う三人を指さした。


    「……そして、異界本を収集している私としては、敵対する相手ってわけ」


    



    　静しず香かたちが最初に戦いを開始した時、真は真で自分のなすべきことを考えていた。


    　彼には、静香みたいに戦場で役に立つような戦闘能力、身体能力はない。みんとのように超科学のアイテムを使えるわけでもなく、白しら雪ゆきのように魔法を使えるわけでもない。ついでにつけ加えれば、彩のように経済方面で図書館を支える力があるわけでもない。


    　にもかかわらず、そんな菅原真が異界図書館の司書に迎え入れられたのは、異界本に込められた人々の声を聞くことができるからなのだ。


    　図書館内で『燃えよ剣』が暴走した事件、また病院で『ロビンソン・クルーソー』などが暴走した事件でも、異界本と一体化した持ち主の声を彼が聞き、説得したことが事件解決の大きな決め手となった。


    　となれば、今回の事件でも、彼がやるべきことはそれである。


    　真は仲間たちが戦っている間に、今回の事件の張本人（張本本？）がどこにいるのかつきとめようと、感覚をとぎすませて周囲に注意を走らせた。そして、あの城壁の方向にかすかな気配を感じたのだ。


    「異界本の気配は……こっちだ！」


    　真まことが走り出すと、彩あやもうなずいて、当然という顔で付いてくる。


    　どうせ戦闘では役に立たないので、説得の手伝いをしてくれるのだろう。実際、本に関する知識の少ない真にとっては、彼女がサポートについてくれるのはありがたい。


    　ただ問題は、この二人では敵に出くわした時に、対処できないということだった。


    　最初は、城壁まで間には誰もいないかに見えたが、突然、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』のキャラクターが出現した。


    　馬に乗った武将だった。でっぷりと太っていて、脂ぎった顔をしている。


    「うわっと！」


    　出会い頭がしらに馬のひずめに蹴けられそうになって、真は慌あわてて飛び退のいた。


    「なんじゃ、きさまは？　いきなり出てきおって？」


    　武将が怒ど鳴なる。


    　いきなり出たのは彼の方なのだが、状況をよく理解していないようだ。


    「そっちこそ誰だよ？　……って、ひょっとして、董とう卓たく？」


    　肥満体型のその武将は、三国志系のアニメやゲームで真が知っている董卓のイメージによく似ていた。一時は都みやこを制圧するが、非ひ道どうなことばかりして嫌われた悪役だ。


    「人の名を呼び捨てにするとは、この無礼者が！」


    　どうやら当たりだったらしく、董卓は烈れつ火かのごとく怒りだしていた。


    「三国志の時代に相手の本名を呼ぶのは、大変な失礼なのよ。そのために字あざながあるんじゃないの」


    　彩が小声で指摘するが、今さらそんなことを言われても遅い。


    　董卓は馬ば上じようで剣を抜き、真に向かって無造作に振り下ろしてきた。


    　呼び捨てにした真も失礼だったかもしれないが、それだけですぐ殺そうというのだから董卓もろくな人間ではない。


    「ひいっ」


    　真は必死に、剣の一撃をかわした。


    「避よけるな、無礼者！」


    　馬上で剣をぶんぶん振り回しながら怒鳴る。


    　もちろん、剣を避けるなと言われて避けないバカはいない。当然、真は逃げ出した。


    　が、相手は馬に乗っている。いくら必死に逃げても追ってきた。


    「逃げるなと言うに！」


    　まるで獲え物ものを追いつめるのを楽しむかのように、董卓はニヤニヤ笑いながら真を追い抜いては、剣を振り下ろしてくる。真は必死にそれをよける。


    「ひいっ、ちょ、ちょっと、タイム！　タイム！」


    　真は思わず叫ぶ。


    「あ、タイムって言っても、通じないか？　でも、日本語は通じてるんだよな。日本語が通じるのは、この董とう卓たくが本物の歴史上の董卓ではなく、現代日本語で書かれている本の世界の董卓だからか。それなら、外来語も通じるんじゃない？」


    　生死にかかわるようなピンチになると、真まことはなぜか、どうでもいいことを思わず口走ってしまうらしい。前にもそんなことがあったような気がする。


    　もちろん、それで事態がよくなるわけもなく、むしろ董卓の怒いかりを激しくするばかり。


    「何をわけのわからんことを。何度も我が名を呼び捨てにしおって！　おかしな格好をして、どうせ逆ぎやく賊ぞくのたぐいだろう、わしが成せい敗ばいしてくれるわ」


    　董卓はいよいよ怒り心しん頭とうに発はつし、真の頭を叩たたき割ろうと剣を振り下ろす。


    　かわそうと後こう退たいした真は、石か何かにつまずいて仰あお向むけに倒れる。


    　それを見た董卓は、今度は手た綱づなを引き、馬を棹さお立だたせた。肥満体型のくせに、馬術だけは巧たくみなようだ。


    　真は彼の意図に気づいた。馬の前足を振り下ろし、踏み潰つぶさせる気なのだ。


    「た、助けてぇ！」


    　情けないが、叫ぶのが精一杯だった。


    　その声に答えてくれたのか。それとも、もともとそちらを狙ねらっていたのか。


    　次の瞬間、真を踏みつぶす寸前だった董卓と彼の馬は、かき消えた。


    「……あ……」


    　この消え方は、白しら雪ゆきの魔法によるものだ。


    「まったく、今の声はあまりにふがいないですわ」


    　その白雪がぶつぶつと文句を言ってくる。


    「そんなこと言ったって、しょうがないだろ、こっちだって……」


    　逆ギレ気味に何か言い返そうとしながら、真は立ち上がって周囲を確認する。


    　いつのまにか、黄こう巾きん党とうはあらかた片づいていた。


    　だからこそ白雪もこちらを助ける余裕があったのだろう。


    　ただ、黄巾党とは別の、武将風の人間がまだ何人か残っている。


    　黄巾党の雑ざ魚こ兵士たちと違い、いきなり襲ってくるようなことはせず、このような場所に出現してしまったことの意味を考え、事態を見守っている、そんな様子だ。


    　それぞれ大物の風格を漂ただよわせている。


    　よくよく見れば、それぞれ三さん国ごく志しの世界ではおなじみのメジャーなキャラクターたちだ。


    　まず目に付いたのは、長い顎あご髭ひげの武将と、頰ほお髭の武将、そんないかにも強そうな二人を引きつれた腕の長い人物だ。


    「うわ、あそこにいる三人組は、劉りゆう……」


    　劉りゆう備び、関かん羽う、張ちよう飛ひとまた本名を口にしそうになり、真は慌あわてて本人たちに聞こえないよう声を小さくする。


    　三さん国ごく志しキャラの本名をうかつに口にして、また相手に聞こえたらいろいろ面倒だ。さすがにたいての三国志系の物語で善ぜん玉だまとして描かれている劉りゆう備びなら、董とう卓たくと違ってそれぐらいでいきなり斬きりかかってくることはないだろうが、短気な張ちよう飛ひあたりは怒らせないに限る。


    　ちなみに、三人のうちの、腕の長い男が劉備。


    　三国志の「三国」とは魏ぎ、呉ご、蜀しよくの三か国だが、そのうちの蜀を建国して皇帝となる人物である。


    　顎あご髭ひげの長い武将はその劉備の義弟関かん羽う。青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを使う豪ごう傑けつだ。義理堅く、約束を守ったことなどから、後のちに商売の神様、関かん帝てい聖せい君くんとして信仰の対象となり、日本でも中華街には彼を祀まつる関かん帝てい廟びようがある。


    　頰ほお髭の方はやはり劉備の義弟の張飛。蛇だ矛ぼうという武器を使う、これまた一いつ騎き当とう千せんの武将だ。大酒飲み、直ちよく情じよう径けい行こうなど欠点も多く、そのために失敗することも多いが、それだけに人間的で魅力のあるキャラクターに描えがかれている。


    「主役級が出てきちまったな」


    「ああ、できれば戦いたくない相手だ」


    　いつしか静しず香かとみんともそちらに集まってきていた。その静香が、やはり当人たちに聞こえないよう、小声で言う。


    「ここが『三国志演えん義ぎ』の世界なら、関羽と張飛はとんでもなく強いはずだ」


    　静香は以前、司し馬ば遼りよう太た郎ろうの『燃えよ剣』の異い界かい本ぼんの世界で、その本の主人公である土ひじ方かた歳とし三ぞうと戦ったことがある。その時も、土方歳三は剣での戦いに関しては無敵に近かった。史実の土方が実際にどの程度の剣の使い手だったかは関係ない。その本での土方の扱いや、その本を異界本化させた者がどんな印象を持っているかによって、その強さが定まるのだ。


    「ついでに言うと、あっちにいる赤い鎧よろいの武将はたぶん、若い頃の曹そう操そうだな。それから、向こうの武将はたぶん孫そん堅けんかな？　どうも、どのキャラクターも黄こう巾きん党とう討とう伐ばつぐらいの時期を想定してるみたいだ」


    「三国の群ぐん雄ゆうのそろい踏みというわけですわね」


    「幸い、向こうもむやみにこちらに手を出す気はないみたい」


    　みんとが指摘する。


    　いきなりこの場所に現れたキャラクターたちは、それぞれ内輪で話をしたり、じっとこちらを観察していたりしていた。


    　頭の悪そうな黄巾党の兵士たちや董卓と違い、自分たちが異常な事態に巻き込まれているという認識があるらしく、また、先刻から不思議な力を駆く使しして戦っていた司書たちを警戒してもいるようだ。


    「これはいったいどういうことなんだ、おい、そっちの妙な格好の、答えろ」


    　彼らの中で一番短気な張ちよう飛ひが怒ど鳴なった。


    　真まことが機転を利かせて答える。


    「ええと、つまりですね、みなさんは、黄こう巾きん党とうの妖よう術じゆつでここに飛ばされてきたんですよ。大丈夫、すぐに元の場所に戻れますから」


    　相手が無敵に近いのだから、無用な戦いは避けるのが得とく策さくだ。


    　これで見み逃のがしてくれるかと思ったのだが、そうもいかないようだ。


    「待て、そういうことを知っているお前らはいったい何者だ？」


    　張飛が食い下がる。彼らのことを疑っているようだ。


    　どう答えようかと真が迷っていると、彩あやがフォローする。


    「少なくとも、あなたがたの敵ではないわ。先ほども黄巾党と戦ってたでしょう？」


    「もっともだな。翼よく徳とく、矛ほこを収めろ。黄巾党を討つ者同士、我らは味方だ」


    　劉りゆう備びが取りなした。


    　その様子を見て、曹そう操そうがつぶやく。


    「敵の敵は味方、か。必ずしもそうとは限らないが、まあ今はよかろう」


    　どうやらこの場はなんとか穏おん便びんにおさまった。


    「こっちだ」


    　真は改めて異い界かい本ぼんの気配の方に向かった。もはや自分一人、あるいは彩と二人だけでそちらを目指すというわけにはいかない。今は納得してもらっていても武将たちはどう出るかわからないし、先刻の董とう卓たくのように別の武将がいきなり現れるかもしれない。


    　静しず香か、白しら雪ゆき、みんとに護まもってもらい、警戒しながら進むしかなかった。


    



    「……あった！」


    　開け放はなたれていた城壁の中に入ると、その本は割合すぐに見つかった。


    　特に誰かに護られたり、何かに隠されていたわけでもなく、卓の上に無造作に置いてあったのだ。ただ、不自然に開いたままになっており、ページがぼんやりと光っている。


    「開いたままでは、どんどんキャラクターが出てきますわ」


    　と白雪に言われ、真は急いで本を閉じた。


    　そして、閉じた本の表紙を改めて見てみた。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』第一巻と記されている。


    『三国志演義』は過去にいろいろな出版社で何度も翻ほん訳やく・出版されたが、なにしろ登場人物も多く、長ちよう大だいな小説なので、たいていは一冊ではおさまりきらない。一冊にまとめたダイジェスト版のようなものが出ることもあるが、何巻かに分けて出版されることが多い。


    「やっぱり、異界本は『三国志演義』か」


    　横から静香がのぞき込んで確認する。


    「さっき劉備が張飛のことを翼徳と呼んでたから、そうだろうと思った。史実では張飛の字あざなは益えき徳とくだけど、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』ではなぜか翼よく徳とくになってるからね」


    　などとマニアックなことを言って、納得している。


    「一巻ならまだ話も最初の方だから、黄こう巾きん党とうが出てきたり、劉りゆう備びや曹そう操そうが若かったりするわけね」


    「それより、早くなんとかしないと」


    　彩あやが真まことに尋ねる。


    「何か、この本の声はしないの？」


    　これまでの事件のパターンだと、異い界かい化かした本には、その本に対して強い思い入れのある人物の心が焼き付いていたり、本自体の意志と一体化していたりしていた。その人の意志や感情が本の暴走の原因となっているため、その声を聞くことが事態の解決につながった。逆に、その声を無視すると事態を悪化させることになる。


    　そして真だけが、本の声を聞き、本に込められた感情を感じ取ることができたのだ。


    　今回は、様子が違っていた。


    「それが……この本からは、そういう声が聞こえないんだ」


    　真は首をひねる。


    　本が何を望んでいるのか、どんな思いがこの本を異界本にしたのか、そういったことが感じ取れないのである。


    「どういうことなんだろう？　工場の敷しき地ちを半異界化するほど暴走してるってのに、その原因がさっぱりわからない」


    「もう、本当にあなたは役に立ちませんわね！」


    　異界本の専門化を自認する白しら雪ゆきが、問題の異界本を取り上げた。


    「それならそれで、この本自体を封じるまでですわ」


    　と言うと、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。


    「大丈夫……かな、本の意志をよく確認しないで」


    　いささか不安はあったものの、その本の声が聞こえないのだから真としてもあまり強いことを言えない。


    「まあここは、白雪ちゃんに任せるのがいいと思うよ」


    　みんとにも言われて、黙って見守ることにした。


    　やがて詠唱が終わり、白雪が本に魔法をかける。


    　それと同時に、周囲の景色が変化していった。


    　城壁のような建築物は、たちまち廃はい工こう場じようの建物に戻っていく。


    　工場内では、今は使われていない工作機械が埃ほこりをかぶっている。異界本が置かれていた卓たくに見えていたのは、そんな機械の一つだった。


    　割れた窓から外を眺ながめれば、すでに広大な黄おう土どの平原ではなくなっている。日本の雑草が伸び放題の敷しき地ちだ。劉りゆう備び、関かん羽う、張ちよう飛ひ、曹そう操そうや孫そん堅けんたちの姿ももうない。本来彼らがいるべき世界、すなわち『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界に戻ったのだ。


    　白しら雪ゆきは大きく息をつく。


    「どうやら一件落着だな。ご苦労さん」


    　静しず香かが白雪の肩を叩たたく。


    「みんなもお疲れ様。それじゃ、帰ろっか！」


    　みんとが小走りに、廃はい工こう場じようの建物を出ていく。


    「でも、なんかすっきりしないな。これで終わった気がしないっていうか……」


    　真まこととしてはなぜか落ち着かない。


    　何か大事なことを見落としているような気がしてならなかった。


    「なに、まだこんなカビ臭い工場の跡あとに何か用でもありますの？」


    　白雪がまたくってかかる。


    「この本の力は今は一応、抑おさえてますけど、またいつ暴走するかわかりませんのよ。つまり、なるべく早めに、安全な異い界かい図書館に収納する必要がありますわ」


    「わかったわかった、それじゃ早く異界図書館に戻ろう」


    　真としてはそれ以上、その場で何か調べようとは主張できなかった。


    



    　もしもその場にもう少し残っていたなら、彼らは興味深い人物たちに出くわしていたかもしれない。


    　五人の司書たちが去った後、その戦いや活動を城壁から見下ろしていた男女が、今は廃工場に戻ったその建物の二階から下りてきたのだ。


    「やっぱりね、異界本は持っていかれたわ」


    　異界本を置いてあった場所を確認し、女の方が言う。


    「いいのですか？」


    　男が尋ねる。


    「まあ、それは計算のうちよ」


    　別に負け惜しみで言っている様子はない。異界本の『三国志演義』を回収されてしまうことは、予想の範囲内だったらしい。


    「惜しいといえば惜しいけど、今欲しいのはあの本自体ではないし。それに、いずれ、あのかわいい司書さんたちから取り戻す機会もあるでしょう」


    「異界図書館の司書、ですか」


    　男はつぶやくように言う。


    「異界本、異界力、異界図書館、司書……もう一度、その辺りのことを詳くわしく説明して欲しいのですが。なにしろ、あまりにも不思議な話でしたので」


    「そうね。こんな話、すぐには信じられなくても無理はないわね。じゃあ、もう一度説明しましょう。あなたには理解しにくい言葉も出てくるけど、そういうものだと思って聞いて」


    　女は、話し出した。


    「本っていうものはね、もともとそれぞれが一つの世界であり、一つの宇宙なの。私たちの世界にはいろいろな分野の本がある。たとえば、ＳＦ小説とか、推理小説とか。そして、ＳＦ小説にはＳＦ小説の世界、推理小説には推理小説の世界というものがあるの。実用書にだって、実用書の世界があるわ。どんな本にもその世界がある」


    「それがあなたの言う、異い界かいですね」


    　男が確認すると、女はうなずいた。


    「その通りよ。それに対し、私たちはこの世界を現世と呼んで区別してるわ」


    「私も、自分の住んでいる世界を現世だとばかり思っていましたよ。まさか、本の中の世界、異界だったとは驚きです」


    　その男にしてみれば、自分の世界そのものについて信じていたことを否定されたも同然のとんでもない話なのに、案外すんなりとその話を受け入れていた。


    「さすが、あなたは話が早いわ」


    　女は感心して、説明を続ける。


    「普通の本の場合、その異界は現世とは隔かく絶ぜつされているので、問題はない。でも希まれに、異界と現世がつながってしまうことがあるのよ。ついさっきの、この辺りのようにね。そうなってしまうと、本の登場人物が現世に出てきてしまったり、逆に現世の人間が本の世界に迷い込んでしまったりすることがある。あるいは、その本を読んだ者が、異界の不思議な力に目覚めることもあるわ」


    「それが異界力、ですね」


    「その通りよ。そして、そんな現世と異界をつなげてしまう本のことを、異界本というの。最悪の場合には、異界本は現世と異界を融ゆう合ごうさせて、現世そのものを変化させてしまうこともあると言われているわ。異界本は、妖よう術じゆつ使いのような者が書いた魔法書や禁断の書物である場合もあるけど、普通の作者が普通の出版社で出した、つまり、普通の本であっても、異界本になることがあるの。その本に対して、作者や読者が何か強い思い入れや執しゆう着ちやくを持っている場合にね」


    「しかしそれは、あなたたちにとっては、危険な本なのでしょう？　普通の本がそんな本になってしまっては、困るのではないですか？」


    「いいところを突くわね。だから、そんな危険な本を世間から回収し、収しゆう蔵ぞうし、管理する機関があるわけ。それが、あの子たちの……」


    「異界図書館」


    「そう。その図書館はそれ自体が現世と異界の狭はざ間まに存在するの。その内部は巨大な本棚がずらりと並ぶ本の迷宮よ。そこに勤務する者は司書と呼ばれるわ。この世界で司書というのは、図書館で書物を整理したりする人のことだけど、異い界かい図書館の司書はちょっと違う。彼ら、彼女らはみなそれぞれ異界力を持っていて、その力を駆く使しし、異界本を回収し、現世を異界から守っているというわけ」


    「だが、あなたはそんな異界図書館と対立している」


    「異界本は危険でもあるけど、うまく使いこなせば便利なものだもの。異界図書館だけが独占するというのはよくないと思わない？　そんなの、始し皇こう帝ていの焚ふん書しよみたいなものよ」


    「なるほど。だからあなたは個人で異界本を集めている、というわけですか。ブックコレクターさん」


    　ブックコレクター。そう呼ばれた女は、顔の下半分を長いマフラーを覆ふく面めんのようにして覆おおい隠し、肩などが露出した衣装を身につけていた。


    　異界本を巡って異界図書館と対立してきた、謎なぞの怪かい盗とうである。


    　つい最近も、異界図書館の面々は、回収しようとしていた異界本の『ピーター・パン』と『ロビンソン・クルーソー』を、まんまと彼女に奪うばわれていた。


    「で、そういったことを、なぜ私に教えるのです？」


    　彼女と話していた男は、道どう士しのような白いゆったりした服を身につけ、手には羽はね扇おうぎを持っていた。


    「あなたと取引がしたいからよ、孔こう明めいさん」


    　ブックコレクターは言った。


    　その男の本名は諸しよ葛かつ亮りよう。諸葛の二字が姓である。字あざなは孔明。


    　日本では、諸葛孔明という呼び方が一番メジャーだろう。


    『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の物語において、天才的な人物として描えがかれている軍師であった。

  


  
    



    　第二章　異い界かい図書館にて


    



    「とりあえず、この本に関してはもう大丈夫だと思うわ」


    　それは、この日、電話で真まことを工場に呼び出したのと同じ女性の声であった。


    　彼女は、司書たちが持ち帰った『三さん国ごく志し演えん義ぎ』を本棚の一つに入れて言った。


    　ここは異界図書館の中。


    　見上げるような高さの本棚がずらりと並び、まるで迷宮のよう。その本棚一つ一つに、大量の本が収められている。そのすべてが、異界本だ。


    　彼女は、この空間の主ぬしともいうべき存在だった。


    　女性とか彼女とはいったものの、厳密にはそう言っていいのかどうか、いささか怪あやしい存在なのだが、今は年齢不ふ詳しようの美女の姿をしている。


    　彼女は「図書館の意志」と呼ばれていた。


    　正確には、この異界図書館自体の意志が擬ぎ人じん化かした存在らしい。そのため、この異界図書館の中においては、神にも匹ひつ敵てきする力を持つ。老ろう若にやく男なん女によ、好きな姿で現れるぐらい、彼女にとっては朝飯前だ。


    　昔は老人や青年など男性の姿で現れることもあったらしいのだが、異界図書館で仕事をするようになって日の浅い真まことは、まだそういった姿ではお目にかかったことはない。彼が会う時はなぜかいつも女性の姿だ。


    「それはいいけど、なんでチャイナドレスなんです？」


    　真が尋ねる。


    「うふふ、似合うでしょ？」


    　図書館の意志は、ドレスのスリットからのぞく脚線美を挑ちよう発はつ的てきに真に見せつける。


    「今回の異い界かい本ぼんは『三さん国ごく志し演えん義ぎ』だったから、中国つながりよ」


    「……ひょっとして、要するに、コスプレしたいだけなんですか？」


    　最近の図書館の意志は、メイド服やらナース姿やら、コスプレまがいの姿で現れて、真をからかうことを楽しんでいるのではないか、という気がしてならない。


    「言っておくけど、三国志の時代の中国人はチャイナドレスなんて着てないから」


    　珍しく彩あやも、図書館の意志にツッコミを入れる。


    「まあ、細かいことはいいのよ」


    　図書館の意志は、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。


    　真は彩に尋ねる。


    「へえ、そうなの？　三国志のゲームでは見たような気がするなあ、チャイナドレス」


    「そんな時代考証無視の作品を真まに受けないように。チャイナドレスの原型にあたるのは、北方の騎き馬ば民族の服よ。それが中国に入ってくるのは清しんの時代」


    　彩はあきれた様子で答えた。


    「それと、今ので百円だからね」


    「あ、しまった」


    　真が彼女に何か一つ質問するごとに、この異界図書館のバイト代から百円引かれる、というルールがあるのだ。最初は、右も左もわからなかった彼が質問ばかりするので、返事を面倒がった彩が言い出したもので、冗談半分かとばかり思っていたら、いつの間にやら本当にそういうルールが定着してしまった。なにしろ相手は、司書のバイト代も含め、異界図書館の財政を一いつ手てに握にぎる彩なので、そう言われてしまうと逆さからえない。


    「でもさ、史実を無視っていうのなら、すべての三国志系作品の原作というべき『三国志演義』だってけっして正確ではないからね。さっきも言った張ちよう飛ひの字あざなもそうだし、出てくる武器なんかも『三国志演義』が成立した明みんの頃のものだしね」


    　静しず香かが言う。


    　彼女が傾倒している書物は主に日本の時代小説で、忍者の姿となって刈かり込こみ鋏ばさみを操あやつる異界力も、そんな忍者が登場する時代小説から得たものだが、どうやら中国史方面もそれなりに詳くわしいようだ。


    「『三国志演義』って、三国時代のちょっと後ぐらいに書かれたってわけじゃないの？」


    　いい加減な知識しかない真まことが質問した。そして慌あわてて付け加える。


    「あ、これは宮みや本もとさんに訊きいているんだから、百円は引かないでくれよ？」


    「一口に『三さん国ごく志し演えん義ぎ』って言っても、その成立まではいろいろあってね」


    　指名を受けた静しず香かは、彩あやと違って快こころよく説明してくれた。


    「まず、話の元になった、後ご漢かんから魏ぎ、呉ご、蜀しよくの三国時代にかけて、劉りゆう備びや曹そう操そうといった実在の群ぐん雄ゆうたちが活躍した歴史があるだろ？　で、その魏、呉、蜀の歴史をまとめたのが、正せい史しの『三国志』だね。邪や馬ま台たい国こくのことが書かれている有名な『魏ぎ志し倭わ人じん伝でん』もその中の一部。中国の正史は、王朝が交こう替たいしてから前の王朝の歴史を編へん纂さんするのが原則だから、これがまとめられたのは、三国時代の次の晋しんの時代。まあ、昔の本だから正史とはいっても多少は不正確なところや非科学的な記述なんかもあるけどね」


    「その正史『三国志』が、『三国志演義』になるわけ？」


    「すぐにそうなったってわけじゃないよ。なにせ、昔の庶しよ民みんには、あんたみたいな人が多かった」


    　静香は真を指さす。


    「俺みたいって？」


    「つまり、本を読まない。書物からではなく、娯楽メディアから情報を得る」


    　静香の指摘に、真は肩をすくめた。


    「はいはい、どうせ俺は、読書嫌いですよ」


    　本来、異い界かい力りよくは本に強い思い入れのある人間しか得ることができないはずのものだ。それなのに、読書嫌いの真がなぜ本の声を聞くという異界力を得たのか、それは異界図書館で最大の謎なぞの一つである。


    　小さい頃に本を読んで、その時にその本の異界に迷い込んだことがあり、それが読書嫌いになったことと、異界力を得たこと、両方の原因になったような気はするのだが、それについてのはっきりとした記憶はない。異界図書館で働いていれば、いずれその記憶も取り戻すこともあるのではないか、そう思って司書をやっているが、今のところさっぱり思い出せないままである。


    「でも、昔の中国にテレビゲームやアニメはないだろ？」


    「そのかわり講談とか、演劇とかあったんだよ。三国志の豪ごう傑けつたちの話は、早い時期から講談で大衆に親しまれてたんだ。おかげで、宋そうぐらいの時代にはもう劉備が善ぜん玉だま、曹操は悪あく玉だまってイメージになってたらしいよ。モンゴル人が中国を支配した元げんの時代に、講談とかはさらに盛んになる。科か挙きよがあまり行おこなわれなかったからね」


    「ええと、科挙って、何だっけ？」


    　真が質問すると、白しら雪ゆきが我慢できずに口をはさむ。


    「本当に無知ですわね。世界史で習いませんでした？　隋ずい以降、清しん代まで続く、中国の伝統的な官かん吏り登とう用よう試験制度のことですわ」


    「ああ、そうそう、そうだった。ちょっとド忘れしただけだよ。でもその科か挙きよが、今の話とどう関係するのさ？」


    　静しず香かが説明を続けた。


    「科挙がないってことは、つまりインテリたちの就職先がないってこと。だから食うに困った知識人たちの一部が、講談師になったり、今でいう大衆小説を書いたり、演劇の筋を書いたり、娯楽産業に流れて、そういうコンテンツが充実したわけ。当然、講談とか演劇とかは、娯楽性が高くなくちゃお客は喜ばない。物語として面白くなるよう、大げさになったり、脚色されたりする」


    「なるほどね」


    　日本にも「講釈師、見てきたような噓うそをつき」という川せん柳りゆうがあるが、中国でも事情は同じらしい。


    「……で、最終的に、明みんの初めぐらいに、羅ら貫かん中ちゆうって人が、三さん国ごく志しネタの講談などをまとめあげて、大衆向けの読みやすい娯楽小説の形にしたのが『三国志演えん義ぎ』ってわけ。作者の羅貫中って人についてはよくわかんないし、別の人が作者だっていう説もあるみたいだけど、いずれにしてもまだ元げんの時代からそんなに経たっていない頃だから、さっき言ったような娯楽産業に流れた知識人の一人かもね。とにかくそんなわけで、『三国志演義』は、時には大噓も書かれてるわけ。黄こう巾きん党とうの首しゆ領りようの張ちよう角かくが本当に妖よう術じゆつを使ったり、とかね」


    　静香の話に、真まことは感心する。


    「へえ、『三国志演義』だと、そうなんだ。俺が見たマンガでは、狭い地形のために吹く強風を妖術だと思わせていた、ってことになってたけど」


    「その辺は、日本の吉よし川かわ英えい治じの小説『三国志』以降だね。そっちでは、『三国志演義』を元もとにしつつ、非科学的な部分は一応、科学的に説明してあるんだ。マンガやなんかは、さらにその吉川英治版を元にしてるのが多いから」


    「何でも科学的に説明すればいいというものではありませんけどね」


    　ファンタジー小説好きの白しら雪ゆきが文句を言う。


    「って、吉川英治先生にケチつけるのかよ？」


    「別にそうは言ってませんわよ」


    　真は例外的な存在で、基本的に異い界かい図書館の司書は特定の分野の本に思い入れが強い。白雪ならそれがファンタジー小説や魔法関係の本だし、静香の場合は時代小説、みんとはＳＦ、彩あやは経済関係の学術書や実用書だ。そういった本や作者の話になると、彼女たちは熱くなりがちで、時には激しい口こう論ろんになったりすることもある。


    「吉川英治の仕事はもちろん評価しますけど、『三国志演義』はファンタジー小説としての側面もあるわけですから、もっとそちらからのアプローチがあってもいいと……」


    　白しら雪ゆきが主張し始めた。


    「まあまあ、わかったから、中なか富とみさんも、落ち着いて」


    　真まことは軽い気持ちで二人の間に入る。


    「あ……あなたの指さし図ずは受けませんわ」


    　真に自説を遮さえぎられ、白雪はむっとしたらしい。


    　彼女の怒いかりの矛ほこ先さきは、真に向けられた。


    「だいたい、あなた、今日のあのざまは何です？」


    「今日のざまって……？」


    「董とう卓たくの馬に蹴けられそうになって、『助けてー！』って叫んでましたわよね」


    　白雪は、真の悲鳴を実際以上に無ぶ様ざまな声にデフォルメして再現する。


    「そこまでひどくはなかったろ？」


    　真が反論する。


    「あら、そうでしたかしら。とにかく、私に助けられたことにかわりはないですわね」


    　白雪は、しつこく真にくってかかる。


    「しょうがないだろ、こっちは戦いに使える異い界かい力りよくなんてないんだから」


    「とはいっても、今後も司書として活動する以上、いざという時にはせめて、自分の身ぐらいは守れないと、とんだ足手まといですわ」


    　真はぼそぼそとした口調で謝った。


    「う、いや、その……面めん目ぼくない」


    　誰よりも、真自身がそのことを気にしていた。


    　ああいった時、男である自分が、女性に守ってもらう立場というのは少々情けない気がするのだ。今時、男だから、女だからという考え方はよくないのかもしれないが、感情はそう割り切れるものではない。やはり、男としては、女の前では、格好よくありたいではないか。


    　たとえば、今日、悪友木き野のと観たばかりのアクション映画の主人公のように。


    「謝ることはないわよ」


    　不意に、意外なところから援護がきた。


    　彩あやが腕組みをして、白雪に挑ちよう発はつ的てきな目を向けている。


    「あら、どうしてかしら？」


    　白雪も彩に視線を向けた。


    　二人の異様な雰囲気に、真は気け圧おされる。


    「あのー、ちょっと？」


    　真についての話なのに、本人はすでに蚊か帳やの外だ。


    「菅すが原わら君は私と同じで、支援要員なんだから、自分の身を守れなくてはいけない、というのはおかしいわね。必要な時には、その力のある者が守るのが当然ではないの？　それを足手まといと言うのは心こころ得え違ちがいというものよ」


    　彩あやはそう言って、真まことを擁よう護ごする。白しら雪ゆきが反論した。


    「あら、心得違いはそちらではありません？　異い界かい図書館の司書の仕事に、危険はつきものですわ。支援要員だから守られて当然、というのは傲ごう慢まんでしょう」


    「いいよいいよー、二人とも、この際、とことん言いたいこと言い合っちゃえ！」


    　事態を面白がっているとしか思えないみんとが、無責任にあおり立てる。


    　それに反応したわけでもないだろうが、彩はさらに主張する。


    「私は、それぞれに役割というものがあると言ってるの」


    　いつもは冷静な彩が、めずらしくムキになっていた。


    　彼女も、自分に戦う力がないことについて、複雑な思いがあるのかもしれない。


    「菅すが原わら君には菅原君の役割がある。その役割を果たせるよう、条件を整えるのがあなたたちの役割でしょ」


    「そうかもしれませんけど、何が起こるかわからないのが現場ですわ。こちらがいつでも助けに入れる状況にあるとは限りませんし。やはり、現場に出る以上は、最低限、自分の身を守るぐらいの力と覚悟は欲しいですわね」


    　白雪も白雪で、いつになく舌ぜつ鋒ぽう鋭するどいような気がする。


    　いつものように本に関する議論で白熱するのとは、今回は違う。彩と白雪は、今の話題以外に、どうもお互いに何か思うところがあるような感じなのだが、真にはその対立の原因がわからない。


    　それを知りたいという意味では、「とことん言いたいことを言い合え」というみんとに賛成したい気分も少しある。


    　だがそれ以上に、真としては、こんなことで二人に言い争いをしてほしくなかった。


    　だいたい、情けないではないか。自分に身を守る力がない、ということが論争の原因になっているということが。


    「二人ともやめろよ。えーと、小こ平だいら、俺も、中なか富とみの言うことには一いち理りあると思うんだ」


    　真は二人の間に割って入った。


    　一瞬、二人は意外そうな顔をする。どうやら二人とも、真自身は彩の方の意見に賛成だと思いこんでいたらしい。


    「ほら、ごらんなさい、本人も認めていますわ」


    　すぐに白雪は勝ち誇ほこった顔になり、一方彩はやや呆あきれた顔で真に問いかける。


    「じゃあ、これからどうやって身を守るつもり？」


    「ええと、それはだな……」


    　答えなど用意していなかったが、そう訊きかれると、なんとなく、襲ってくる相手と立ち回りをする自分の姿を想像してしまう。真は、無意識のうちに、今日観た映画の主人公のアクションを思い浮かべ、そこに自分を重ねていた。


    「そうだなぁ、これを機会に、何か武術を習ってみるのもいいかもしれないな」


    　あまり真剣にそう考えたわけではない。ほんの思いつき程度の発言だった。


    「武術？　いいんじゃない？」


    　またまた思わぬところから、賛成意見が来た。


    「そういうことならさ、あたしが鍛きたえてやるよ」


    　自信満々な口調でそう告げたのは、静しず香かであった。


    「え、鍛えるって……」


    　なんだか嫌いやな予感がする。


    「道場とかに通って本格的に武術を習うと、金がかかるだろ。だから、あたしが稽けい古こをつけてやるって。なんなら今からでも」


    　どうやら静香は大まじめだ。


    「ええと、いや、あの……」


    　今さら、さっきのは冗談で、などと言う雰囲気ではない。


    　真まことは助けを求めて、左右に視線を走らせる。


    　白しら雪ゆきは真が武術を覚えるのは大賛成のはず。かといって話の流れで、彩あやには助けを求めづらい。みんとは例によって面白がっているばかりだ。


    　となれば頼みの綱は図書館の意志だけである。


    「あの……」


    　チャイナ服姿の美人はにっこり笑って言った。


    「図書館内でドタバタするのはやめてね。やるならほかの場所でお願い」


    　反対してくれたのは今ここで稽古を始めることだけで、真が静香に武術を習うということ自体はもう決定事項らしい。


    　どうやら、安あん易いな発言の責任をとって、武術を習わねばならなくなってしまったようだ。


    　なら、覚悟を決めよう。


    　守られるのは情けない、せめて自分の身ぐらい守れるようになりたいと思っているのは本当のことなのだから、使える技わざの一つも覚えることができたら儲もうけものだ。


    「そうだなぁ、じゃあ、明日にでもうちに来るといい。みっちり鍛えてやるから」


    　静香はそう言って、真の肩を叩たたいた。


    　すると今度は彩と白雪の二人が「なんだか話の展開が予想外の方向に向かってしまった」とでもいったような、驚いた顔をする。


    「ちょ、ちょっとお待ちなさい！　宮みや本もとさん、彼を自宅に招くおつもりですの？」


    　なにやら慌あわてた様子で口をはさむ。


    「そうだけど？」


    「明日とはまた急な……」


    「早い方がいいでしょ。またいつ異い界かい本ぼんの事件があるかわからないんだし。幸い明日は日曜。じっくり鍛きたえられるよ。あ、それとも明日はもう何か予定入ってる？」


    　静しず香かが真まことに尋ねる。


    「いや」


    　家でゲームをしたりビデオを観たりして過ごすつもりだった、などと言ったりしたら、また彼女たちから「そんなのは予定とは言わない」とツッコミを入れられるだけだろう。


    「なら決定な。明日はたっぷり揉もんでやるから覚悟しな」


    　静香は楽しそうだ。


    「も、揉んでやるですって？」


    　白しら雪ゆきは何をどう勘違いしたのか、顔を赤くし、目を白しろ黒くろさせている。


    「だめですわ、お待ちなさい」


    「なんで？　なにかまずいの？」


    「なんでって……ええと、その……」


    　白雪は少し口ごもってから言い出した。


    「そ、そうですわ。つまり、この軟なん弱じやく男おとこに、武術なんて向いているわけないじゃないですか。それよりも、魔法の方が向いてますわ」


    「へ？　俺が魔法に向いてる？」


    　なにげに失礼なことも言われた気もするが、まあ武術に向いているかいないかといえば、確かに後者だろう。真はそう運動神経がいい方というわけではない。


    　しかし、魔法の才能ならあるのだろうか？　そんなことは考えたこともなかった。


    「俺も、中なか富とみみたいに魔法を使えるようになれるのか？」


    　白雪は少し焦あせった様子で答える。


    「あ、いえ、勘違いしないように。武術を学ぶよりはまだ、向いているだろうっていう程度の話ですから」


    「でも、魔法は、異界力によるものなんじゃないの？」


    「だから、その異界力が身に付くよう、指導してあげるというのですわ。感謝しなさいよ。この私が直じき々じきに、魔法を教えてあげるというのですから。というわけで、明日は、私と魔法の勉強を……」


    「あら、それはおかしいわね」


    　今度は彩あやがこの話に首をつっこんできた。


    「菅すが原わら君が魔法が向いている？　無理があるんじゃない？　だって、彼、読書が嫌いなのよ。魔法関係の異界力を使えるようになるとは思えないわね」


    　と指摘する。


    　確かに、異い界かい力りよくが異界本に由ゆ来らいする以上、読書の苦手な真まことが習得するのは大変だろう。


    「う……それは、教えてみなければわかりませんわ」


    　苦しい反論をする白しら雪ゆきに、彩あやはさらにたたみかけた。


    「時間の無駄よ。何かを学ぶ必要があるのなら、私が資産運用を教えてあげる。その方が有ゆう益えきだわ。というわけで、明日は私と勉強よ」


    　なんだかまた話が妙な方向に向かっている。


    　さらに、騒動大好きな問題児が、無意味に話をややこしくする。


    「じゃあじゃあ、間をとって、明日は、みんとがマコッちゃんに超科学を教えるってことで」


    「それのどこが間をとってますの」


    　どうやら、それぞれが自分の得意分野を真に教えようとして争っているような感じになってしまった。


    「おまえら、後出しジャンケンはずるいぞ？　最初に菅すが原わらに明日稽けい古こをつけるって言ったのはあたしなんだからな」


    「だって、一番有益なものを学んでもらうのがマコッちゃんのためでしょ。順番は関係ないじゃん？　で、一番有益なのが……」


    「だからそれが経済投資なのよ」


    「それ、矛む盾じゆんしてますわよ？　読書嫌いなら、経済関係の本だってそうでしょう」


    「資産運用は魔法と違って、異界力がなくてもできるから、問題ないわ。コンピュータとかは好きみたいだし」


    　またしても真本人は蚊か帳やの外。四人はそれぞれ勝手に発言している。


    　特に主張が激しいのが、白雪だった。


    「そもそも、菅原さんが自分の身を守れるようにって話だったはずでしょう。金かね儲もうけを教えても意味ないですわ！」


    　彩に向かって、怒ど鳴なる。


    「さっきも言ったように、後方支援要員なんだから問題ないわ」


    「この図書館に経理担当は二人も必要ないでしょう！　金を勘定するのはあなただけで十分ですわ」


    「なんだか経理事務に対する悪意を感じる言い方ね」


    「あら、そう聞こえたとしたら、それはひがみではありませんの？」


    「ひがみですって？」


    　だんだん、白雪と彩の言葉の応おう酬しゆうが激しくなってきた。


    「……え、ちょっと……」


    　事態の推移に真があっけにとられて傍ぼう観かんしている間に、二人の言い合いがなんだか険けん悪あくな方向へエスカレートしている。


    　明日真まことに誰が何を教えるか、という話からも脱線してきた。


    　先刻までその件で対立していた時にはやや楽しげな様子で論争に加わっていた静しず香かとみんとも、だんだん笑い事でなくなってきたことに気づく。


    「おい、二人とも、今はそういう話じゃ……」


    　静香が仲ちゆう裁さいしようとするが、感情の昂たかぶっている両人は聞いていない。


    「よくわかったわよ、あなたが私のことをどう見ているのか」


    　いつも冷静な彩あやがこれほど怒るのも珍しい。


    　白しら雪ゆきがやり返す。


    「その言葉、そっくり返しますわ。そちらこそ、私たちのことを内心で見み下くだしていたのではありませんの？」


    「ストップ、ストーップ！」


    　真は慌あわてて間に割って入った。


    　これ以上、二人に口こう論ろんさせたら、取り返しのつかないケンカになりそうだ。


    「どうしちゃったんだよ、二人とも。君たちらしくないぞ？」


    　二人を交互に見て、訴える。


    「おまえら、俺が来る前からの仲間だろ？　同じ司書同士、後方支援と実動部隊の人員がぎくしゃくしてどうすんだよ。それぞれ大事な仕事じゃないか。仲良くしなきゃ」
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    　ついさっきの激げき昂こうぶりはどこへやら、まるでケンカを見つかって教師に怒られている子供のように、真まことに諭さとされて彩あやは黙り込み、白しら雪ゆきもしゅんとしてしまう。


    「それは……そうですけど……」


    「いったい何なんだよ？　今日はなんか変だぞ。何が根本的な原因なんだ？」


    　真が尋ねると、なぜかみんとが指摘する。


    「原因は、マコッちゃんなんだけどね」


    「な、な、な、何を言いますの？」


    　白雪が真っ赤になって、みんとを睨にらむ。


    「俺が原因……？　ああ、そっか、そうだったよな」


    「そっちも、何を納得してますの？」


    「いや、だから、俺がふがいなくて、現場で自分の身も守れないことが問題なんだろ？　で、さっきの話だけど」


    　真がそう言うと、白雪と彩はなぜかほっとしたような表情だ。


    「明日は、宮みや本もとに武術を教えてもらうことにするよ」


    　ここで白雪か彩のどちらかを選んだりしたら、また話がややこしくなりそうな気がしたし、もともと最初は静しず香かに稽けい古こをつけてもらうという話だったのだ。


    「それでいいな？　じゃあ、この話はこれでおしまい！」


    　真が宣言する。


    「わかったわ」


    「しかたありませんわね」


    　二人ともあまり納得したような顔ではなかったものの、とりあえずケンカ寸前の口こう論ろんはおさまった。


    「仲ちゆう裁さい、お見事」


    　図書館の意志が、真に声をかける。それまでしばらく話に加わらないでいたので、彼女のことをすっかり忘れていた。


    「って、なんであなたが止めてくれないんです？」


    　異い界かい図書館で一番の権力者なのだから、こんな時は彼女が率そつ先せんして事態を解決するべきではないのか。


    　図書館の意志はすました顔で答えた。


    「だって、これはあなたたちの問題だもの」


    「そうですか」


    　なんだか、どっと疲れたような気がする。


    「じゃあ、明日はうちに来いよ。時間は、そうだな、午前十時でいいか？　場所は、今、地図描かいてやるから」


    　静しず香かが地図を描かき始めると、白しら雪ゆきは不機嫌そうな口調で言う。


    「今日はもうひと仕事すませてきたのですから、私は控え室で休ませていただきますわ」


    　広い図書館内をさっさと控え室の方に歩いていった。


    　司書たちはここに勤務しているといっても、彩あや以外は普段、何か作業などをしなければならないわけではない。異い界かい本ぼんがらみの事件が起こった時に備そなえて待機していればいい。


    　彩は控え室の方に行く白雪を目で見送ると、自分も面白くもなさそうに黙々とパソコンに向かった。この図書館にいる間、彼女はパソコンを使って株式相場のチェックに余念がない。司書たちの活動資金やバイト代は、そうして彼女が株式投資で稼かせいでいるのだ。


    「あの二人、まだしこりが残ってるねぇ。仲直りしたって言っても、表面的なもんだよ。いつかまた爆発するかもね」


    　みんとが指摘する。


    「そんときゃ、また仲ちゆう裁さい頼むな」


    　描き終わった地図を渡しながら、静香が真まことに言う。


    「勘かん弁べんしてくれよ」


    　真としては、そんなことまで押しつけられるのかよ、という気分であった。

  


  
    



    　第三章　特訓


    



    「ええと、地図だとこの辺のはずなんだけどな……」


    　日曜の午前中、真は宮みや本もと静香の家を探して郊外を歩いていた。


    　地図の場所にあるのは、生け垣に囲まれた広い敷しき地ち。そこに、まるで植物園のように多くの庭木や観葉植物が並んでいる。


    　敷地をのぞき込んでいると、つばの広い帽子をかぶり、ホースで植物に水を撒まいていた女性が彼に気づいて声をかけてきた。


    「あら、うちに何か御用？」


    「あ、いえ。この辺に宮本っていう家、ありませんか？」


    　真が尋ねると。


    「ああ、あなた、静香のお友達ですね。うかがってますわ」


    「え？」


    「申し遅れました。わたくし、静香の姉の真ま沙さ紀きです」


    　活動的な静香の姉とは思えない女性的な人だったが、確かに顔は似ている。だがそんなことより驚きなのは、別のことだ。


    「……まさかと思うけど、ここ……？」


    「はい？」


    　真ま沙さ紀きは真まことがなぜ絶句しているのか、わからないらしい。


    　けっこう、大ボケなタイプのようだ。


    「いえ、その、失礼ながら、宮みや本もとさんの家が、こんな広い庭の豪ごう邸ていとは予想してなかったもので……」


    　司書たちの中では、白しら雪ゆきがいいところのお嬢様なのは知っていたし、それはなんとなく納得できるのだが、静しず香かもそうだったのは意外だ。


    　真沙紀は笑った。


    「あら、別に豪邸なんかじゃないですよ。仕事の関係で、広いだけですから」


    「仕事って？」


    「うちの仕事は造園業です」


    「造園業？」


    「はい、有限会社宮本造園です。庭木のお手入れなどのご用命がございましたら、うけたまわりますよ」


    　なるほど、それで庭木や観葉植物が多いわけだ。それらは商品でもあり、また造園の見本としての役割もあるのだろう。


    　そう言えば、静香の得え物ものは植木用の、柄えの長い刈かり込こみ鋏ばさみだ。


    　彼女が読んだ時代小説の異い界かい本ぼんで、植木職人になりすました忍者がそれを武器にしていたために、静香も鋏で戦う能力を得たという話だったが、単にそれだけではなく、家か業ぎように関係した見慣れた道具ということもあるのだろう。時代小説の忍者になる異界力なら、武器は忍者刀や手しゆ裏り剣けんを選ぶのが自然だ。


    「おーい、姉貴」


    　その静香が出てきた。いつものように、活動的な服装だ。


    「あ、静香。お友達が見えてますよ」


    「わかってるよ。声聞こえてたから。おはよ、菅すが原わら」


    「おはよう。広い敷しき地ちなんでびっくりしたよ」


    「広いだけで、ぜんぜん儲もうかってないんだけどな」


    「まあ、こんなところで立ち話もなんですから、お入りください」


    　真沙紀が真に言う。


    「いや、あの……」


    「姉貴は相変わらずボケまくりだな。入り口を教えてやらなきゃ、入れないだろ。菅原、入り口はそっちだ。そっちにまわって」


    　静香が入り口の方を指し示した。


    



    　小こ平だいら彩あやは、自宅でパソコンを操そう作さしていた。


    　家にいる時も、彼女はネットで経済情報の収集に余念がない。異い界かい図書館の予算は、彼女の異界力による的確な経済投資によって稼かせがれている。もちろん、それとは別に、彩自身の個人資産も運用していた。なんにせよ、投資家としては、相場の変動や経済界の情報は常に把は握あくしておかねばならないのである。


    　夜の仕事を終えて今は隣の部屋で寝ている母親が、金銭感覚にだらしなかったため、彼女は逆に、すっかり金にうるさい人間に育ってしまったのだ。


    　シングルマザーとして苦労して彼女をここまで育ててくれた母を恨うらむ気はないが、自分はもっと普通の女の子に育つべきだったんだろう、とときどき思う。こうして金のことばかり考えながらパソコン画面に向かっている時などは特に、急にそんな思いにとらわれる。


    　なんとなく、昨日の白しら雪ゆきの言葉がよみがえった。


    （金を勘定するのはあなただけで十分ですわ）


    　確かに自分には、お金に関する能力しかない。


    （あら、そう聞こえたとしたら、それはひがみではありませんの？）


    　否定したものの、実はひがんでいるのかもしれなかった。白雪の言葉にあんなに腹が立ったのは、彩自身に白雪たちへのひがみがあるからではなかったか。


    　自分の能力は実戦の役に立たない。いつも後方にいて、危険な仕事を白雪たちに任せていることに、彩は複雑な思いでいる。


    　それに、こんな金のことばかり考えているかわいげのない女、男性にだって好かれないに違いない。


    　菅すが原わら君だってきっとこんな女より、美人の白雪や、気さくな静しず香か、かわいいみんとのような娘この方がいいにきまっている……。


    　そう考えたとたん、彼女は心こころ穏おだやかでいられなくなった。


    　時計を見る。もう十時はまわっていた。今頃、彼は静香に手取り足取り、技わざを教えてもらったりしているのだろうか。


    　一緒に稽けい古こしていたら、互いの身体からだが密着することもあるかもしれない。


    　静香は普段の言動が男性的なこともあって真まこともあまり彼女を女性として意識していない様子だが、静香はあれでけっこうナイスバディだ。胸なんか密着してきたら真だって変な気になるかも……。


    　そんなことを考えていた時だった。


    　彼女の携帯電話が鳴った。


    「はい、小平です」


    「ハロー、彩ちゃん、起きてた？」


    　能天気な立たち花ばなみんとの声だった。


    「あのさ、彩あやちゃん今ヒマ？　うん、ヒマに決まってるよね」


    「用がないなら切るわよ」


    「ちょっとちょっと、待ってよ。あのさ、これから静しず香かちゃんちに行かない？　マコッちゃんの特訓の様子を見にさ」


    　みんとの提案に彩は虚きよを突かれた。


    「え？」


    「彩ちゃんだって気になるでしょ？」


    「そんなことは……」


    　たった今、気にしていたことを見抜かれたように思い、彩はしどろもどろになる。


    「それに、マコッちゃんは司書として頑張ろうとしてるんだから、先輩司書として応援してあげたっていいじゃない。みんなで差し入れ持って行こうよ」


    「まあ、そういう趣しゆ旨しなら、いいかもね。わかったわ」


    　彩は了解する。


    「じゃ、今から学校前で待ち合わせね。あ、白しら雪ゆきちゃんにはみんとから連絡するから」


    「あ、ちょっと……」


    　昨日やりあったばかりの白雪とは顔を合わせづらかったし、まして真まことに会いにいくのに彼女と一緒というのは気が進まなかったが、みんとはもう電話を切っていた。


    



    　中なか富とみ白雪もまた、自室をうろうろ歩き回ったりして、落ち着かない時間を過ごしていた。


    「まったく、なんでこの私が、あんな男のことをこんなに気にしなければいけませんの」


    　小さい頃は病弱で入院するなど学校は休みがち、そして今は女子校に通う彼女は、男性に免めん疫えきがない。だから、たまたま女性ばかりのメンバーだった異い界かい図書館に新たな司書として菅すが原わら真が入ってきた時には、彼女が一番拒絶反応を示した。なんとか彼を追い出そうと画かく策さくしたこともある。


    　だが、これまでに共に事件を解決したり、助けられたりするうちに真を認めるようになり、そして気がつけば妙に気になる存在になっていたのだ。


    　口では真を罵ば倒とうしてばかりだが、内心では、彩にも、静香にも、真をとられたくない。


    　奇くしくも、白雪もまた彩と同様に、真が静香に手取り足取り指導されているところを想像していたのだった。


    　そんな白雪のところにみんとから電話がかかって来たのは、少し心を落ち着けようと、紅茶を飲んでいた時である。


    「……ってわけなんだけど、どう、白雪ちゃんも行かない？」


    　みんとの提案に、白雪の心は揺れた。


    「それは、その……」


    　本当はすぐにも飛びつきたかったが、彼女はためらう。


    　煮え切らない白しら雪ゆきをＯＫさせようと、みんとは促うながした。


    「ね？　白雪ちゃんもマコッちゃんのこと、気になるでしょ？」


    　だが、それは逆効果だった。


    「誰があんなヤツ、気にしているもんですか」


    　それを認めてしまうには、彼女はプライドが高すぎた。


    「それに私、今日は予定がありますわ。おつきあいできなくて悪いけど、行くのならあなたたちだけで行ってくださいな」


    　白雪は電話を切った。


    　切ってしまってから、断ことわったことをもう後こう悔かいし、ため息をつく。


    「……はぁ、私、なにをしているのかしら……」


    　だが、みんとにリダイヤルする気にもなれなかった。


    



    「どうした、腰が入ってない、腰が！」


    「こ、こうか？」


    「もっと気き迫はくを込めて！」


    　宮みや本もと造園の広い敷しき地ちの中で、真まことは素す振ぶりをさせられていた。


    　入り口をまわって改めて入ってきた真に、静しず香かはいきなり竹刀しないを放ってよこしたのだ。


    　真は思わず尋ねた。


    「えっと、教えてくれるのって、剣道？」


    　もともと彼が「武術」と言い出したのは、直前に観たアクション映画の影響もあってのことなので、柔道とか空から手てみたいな素す手でによる格闘技を勝手に想定していた。


    「そうだが？」


    　当然のように静香が言う。まあ、剣道だって武術には違いない。


    　予想はすべきだった。時代小説の異い界かい力りよくを持つ静香が教えてくれる武術は、当然、忍者や侍さむらいの戦い方だろう。刈かり込こみ鋏ばさみなどという特殊な得え物ものではなく、普通の竹刀を渡されただけまだよしとしなければなるまい。


    「わかったよ。じゃあ、さっそく、必ひつ殺さつ技わざを教えてよ。本のキャラクターとかを一いち撃げきで倒せるようなのを」


    　真が言うと、静香はあきれた顔をする。


    「あのな、異界力に頼らずに、いきなり必殺技とか、そんな都つ合ごうのいい技が身に付くわけがないだろ。最初は基本から」


    「まあ、そりゃそうか……。でも、じゃあ何から……」


    「決まってるでしょ、基本は素す振ぶりだよ」


    　というわけで、真まことはまず、竹刀しないの素振りをさせられているというわけだ。


    「だから、腰を入れろって言ってるでしょ！」


    「入れてるつもりなんだけどな……」


    「足をもっとしっかり踏み出して」


    「……あのさ、ちょっと質問なんだが、この素振りの練習は、いつまで続けるの？」


    　竹刀を振り下ろしながら、真は尋ねる。野球でもテニスでもなんでもそうだろうが、素振りは確かに大事な基本練習に違いない。理屈ではそれはわかるのだが、実際にそれをさせられる身としては、単調でつまらない。


    「ここまでド素人しろうとだと、一週間ぐらいは素振りだけさせたいところだけどね」


    　静しず香かは嫌いやなことを言う。


    「一週間って、これからずっと通わせる気かよ？」


    「素振りなら自宅でだってできるんじゃない？　竹刀なら貸してあげるよ」


    「いや、うち、マンションだから庭とかないし、公園とかで竹刀の素振りしてたらアブナイ人だと思われるだろ」


    「そうか？　まあ、なんにせよ、あんたの場合は、スポーツとしての剣道ではなく、早く実戦的な剣けん術じゆつ技わざを覚えてもらう必要もあるわけだからね。とりあえず今日は、午後には応用というか、実戦での攻撃や防ぼう御ぎよの剣の使い方を教えてやるよ」


    「よかった、本当にこのまま素振りだけで今日は終わるのかと思った」


    　静香の言葉に真はほっとする。


    「って、ほら、腕の方が止まってる！　午前中はしっかり素振りして、感覚をつかんでもらわないと午後の稽けい古こに入れないよ？」


    　いつもは気さくに真に接してくれる静香だが、鍛きたえるとなると容よう赦しやない。厳しい体育教師か鬼おに軍ぐん曹そうか、といったところ。


    「うひー……」


    　うすうす予想はしていたが、やはり今日は厳しくシゴかれることになりそうだ。


    



    　どれぐらいそうして竹刀を振っていただろう。ふだんあまり使っていない腕の筋肉がいい加減、悲鳴をあげてきた頃。


    「またお友達がお見えですよー」


    　真ま沙さ紀きが静香に声をかけた。


    「え？　今日来るのは菅すが原わらだけのはずだったけど？」


    　静香が驚いてそちらに目をやると。


    「あー、やってるやってるー！」


    　みんとが手をふる。その後ろには、彩あやの姿もあった。


    「なんだ、あんたたちも来たのか？」


    「白しら雪ゆきちゃんも誘ったんだけど、忙しいみたいでねー」


    　静しず香かに訊きかれて、みんとは答える。


    「つまり、あんたたちはヒマだったわけだ」


    「ヒマってほどじゃないけど、マコッちゃんが真ま面じ目めに稽けい古こしてるかどうか、ちょーっと気になってねー」


    　みんとは意味ありげに彩に同意を求める。


    「別に……差し入れを持ってきてあげただけよ」


    　彩は、コンビニの袋を静香に差しだしながら、すぐに矛む盾じゆんしたことを言う。


    「でも、ちゃんと真面目に稽古しているようで、安心したわ」


    「ほら、やっぱり気にしてたんじゃない」


    　みんとに指摘され、彩は慌あわてる。


    「バカが宮みや本もとさんに迷惑かけてないか、心配だっただけよ」


    「ちぇ、信用ねぇな」


    　彩の言葉に、真まことがふてくされる。


    「ま、だんだん竹刀しないの振り方もサマになってきたことだし、じゃあ、この辺で休憩にするか」


    　静香が言うまでもなく、真は素す振ぶりをやめている。


    「助かった」


    「ほら、小こ平だいらからの差し入れだ、ありがたくいただけ」


    　静香がスポーツドリンクのペットボトルを真に放る。


    「ああ、サンキュー、小平」


    　真が礼を言うと、彩はなぜかそっぽを向く。


    「どうやら真面目にやってるみたいだし、じゃあ、私はこれで」


    「なんだよ、来たばかりなのに、もう帰るのか？　ゆっくりしてきなよ」


    　静香が引きとめる。


    「そうそう、もうお昼になるし、一緒に食べていきなさいな」


    　真ま沙さ紀きまでそんなことを言い出した。


    「でも、ご迷惑なんじゃ……急におしかけたのに……」


    「大丈夫、うちは、働いてる社員のみなさんに食事を出すこともあるので、大勢の食事を作るのは慣れてますから。すぐに用意しますね」


    　真沙紀はもう彼女らが食事していくものと決めつけて、彩が反論する間もないうちに母おも屋やの方に行ってしまう。真の分も含め、食事の用意をするつもりらしい。


    「こりゃ、ご馳ち走そうになっていかないと、かえって失礼だね」


    　みんとに言われて、しかたなく彩あやも帰るのをやめる。


    　そんなところに、また違う人がやってきた。


    「おや、今日はにぎやかだね」


    　大学生ぐらいの男性だった。


    　真まこととしては認めるのは悔くやしいが、自分よりずっとイケメンだ。


    「有あり原はらさん！　おはようございます、っていうか、もうこんにちはかな」


    　静しず香かが挨あい拶さつする。


    「おはよう、静香ちゃん。ここにいるのは、静香ちゃんのお友達？」


    　有原と呼ばれた男は、真たちを見て尋ねる。


    「ええ、まあ……」


    「女の子の友達はともかく、男の子が来てるなんて珍しいね。ひょっとして、彼氏？」


    　真は、飲んでいたスポーツドリンクを噴ふき出しそうになる。


    「違います！」


    　なぜか、否定する声が三重唱になった。真と彩と静香だ。


    　三人の様子に、みんとだけが笑いをこらえている。


    「ただの友達です。ちょっと剣道の稽けい古こをしたいっていうんで、教えてあげてただけで。私に彼氏とかいないですから」


    　静香が説明すると、有原はすぐに納得したようだ。


    「静香ちゃんほどの娘こに彼氏がいないなんてもったいないな」


    「そんなことはいいですから。それより、姉貴……姉さんに会いに来たんでしょう？　姉さんなら今、母おも屋やでお昼の準備してますよ」


    　真は、静香の様子がおかしいことに気づいた。彼女は、この有原という人に対しては、話し方からしていつもの口調ではない。単に年上の人間だから敬語で話しているというだけではなく、彼の前では猫をかぶっているように見えるのだ。


    「じゃ、剣道の稽古、頑張って」


    　有原は静香に爽さわやかに言い、母屋の方に歩きだす。ちょうど、真とすれ違う形になったが、その時に軽く彼の肩を叩たたいた。


    「静香ちゃんのこと、頼んだよ」


    「だから、彼氏じゃないです！」


    　後ろから静香が慌あわてて言う。


    「うん、だから、ボーイフレンドとして、頼んだよ」


    　有原は母屋の方に去っていた。


    「ねえねえ、今の人とはどういう関係？」


    　姿が見えなくなると、さっそくみんとが興きよう味み津しん々しんの体ていで静香に質問する。


    「どういう関係もなにも、姉貴の彼氏だよ」


    「あやしいなぁ、それだけじゃないんじゃない？」


    「なんのことだ？」


    「白状しちゃえ、ウリウリ……」


    　みんとがさらに追及しようとしていると。


    　突然、どこからともなく電子音の音楽が聞こえてきた。女性に大人気の男性アイドルグループの曲だ。


    「着メロ？　誰の携帯だ？」


    　真まことは一同を見回す。


    「あたしじゃないよ？」


    「あのグループはみんとの趣味じゃないなあ」


    「同じく」


    　三人とも首をふる。もちろん、真の携帯でもない。


    「変だな？　じゃあ誰の……」


    　音の方向を探そうとしたが、その時には着信音はプツッと切れていた。


    「ひょっとして、この場に私たち以外の誰かがいる……？」


    　彩あやが疑問を口にする。


    　しかし、周囲を見回しても、人の姿はない。


    「まさか。うちの社員の誰かがその辺に携帯落としたんじゃないか？　あの曲が好きそうな社員なんて思い浮かばないけど……」


    　結局、その件については静しず香かがそう結論した。この騒ぎのおかげで、有あり原はらと彼女との関係についてのみんとの追及はうやむやになったのだった。


    



    「……出ませんわね」


    　自宅で悶もん々もんとしていた白しら雪ゆきは、ある人物に電話をかけたが、その相手が出ないうちに切っていた。


    「まあ、それでよかったのかもしれませんわ」


    　先刻から、彼女は、やはり自分も真の様子を見に行けばよかった、いや今からでも、と考えて出かけようとしたり、しかし一度は忙しいからと断ことわったのに、のこのこ出て行って昨日やりあった彩に嘲笑わらわれるのも癪しやくだと思い直したり、そんなことを繰り返していた。


    　そのあげく、だったら、自分の代わりに、人に様子を見てきてもらおうと考えて、真のことを知っている知り合いに電話をかけてみたのだが。


    「よく考えてみれば、あの娘こに借りを作ってしまうと、後々うっとうしいですわね……」


    　その知り合いは、大おお友とも奈な々なという中学生だ。母親同士が親友なので白雪とは家族ぐるみでの付き合いなのだが、奈な々なはいつの頃からか白しら雪ゆきのことをお姉様などと呼んで同性愛的な意味で慕したってくるようになっていた。


    　奈々は奈々なりに白雪のことを思ってくれてはいるのだが、白雪にはそっちの趣味があるわけではないので、正直言って、いささかもてあまし気味だ。ついでに、ファンタジー小説に対する考えも二人は違い、その点では対立もしている。奈々は司書ではないが、やはり異い界かい力りよくを持っている人間の一人であり、当然、本への思いは激しいのだ。


    「まあ、あの娘こに頼むぐらいなら、やっぱり自分で出かけた方がいいですわね」


    　さんざん迷ったあげく、白雪は家を出た。


    「……問題は、口こう実じつをどうするかですわね。たまたま用が済んで、たまたま近くを通ったから来てあげたというのは……さすがにちょっとわざとらしいですし」


    　ぶつぶつつぶやきながら街を歩いていると。


    「何がわざとらしいんですかぁ、お姉様？」


    　不意に声をかけられた。


    「う、奈々さん？」


    　先刻電話で話そうとした相手がそこにいた。


    「私でよければ相談に乗りますよぉ」


    　奈々のセリフには、何か違和感があった。


    　いつもの白雪だったら、すぐにその原因に気づいたかもしれない。が、心の乱れている今、そこまで気が回らない。


    「その、実は……」


    　気がつくと、奈々に話しはじめていた。とはいえ、真まことのことが気になるので、様子を見に行きたいなどとは言いたくない。


    　どう説明したものかと考え、とっさに妙案を思いつく。


    「実は、私、昨日、小こ平だいらさんと些さ細さいなことで、気まずい口こう論ろんをしてしまいましたの」


    　これはウソではない。


    「まあ、そうなんですかぁ。お姉様と小平さんが？　珍しいですぅ」


    「ええ。それでちょっと顔を合わせづらくて……。今日、司書のみんなは宮みや本もとさんの家に集まっていて、私も誘われたのですけど、断ことわってしまって。でもやっぱり、仲直りするべきだろうし、ただ、一度断ったのに行く口実を考えていて」


    　うまくごまかしましたわ、と白雪は思った。


    「それで、わざとらしいかな、みたいなこと言ってたんですね。ケンカの原因はなんなんですか？」


    　奈々が追及する。


    「それは、どうでもいいことですわ」


    　答えてから、白しら雪ゆきは思う。何かがおかしい。


    　先刻の違和感がますます強まっている。


    「それだったら、いっそ、仲直りなんかしないで、とことんケンカしちゃえばいいんです。決着をつけにきた、ってことなら、行きやすいんじゃないですか」


    　奈な々ながとんでもない提案をする。


    「そうもいかないですわ。これからも一緒に司書をするわけですし……」


    「だからこそ、少々痛い目に遭あわせてやった方がいいんじゃない？」


    　妙だ。


    　奈々は、たとえば真まことなどにひどい言葉をかけることはある。が、本質的には優しい娘だ。人を痛い目に遭わせろなどと勧すすめたりするような娘こではないはずだ。


    「この際だもの、もっと本音で生きてみたらどう？　『ロビンソン・クルーソー』の事件の時みたいに」


    「あの時は……」


    　反論しかけて、白雪ははっとした。


    　いつのまにか、奈々はタメ口になっている。


    　白雪は、ここに至いたって、先刻からの違和感の原因に気づいた。


    　奈々はいつもは一人称に「ボク」を使うが、最初に「私」と言った。


    　また、奈々は白雪の前では「ですぅ」と語尾を伸ばしたですます調で話す。今も、最初はそんな口調だったが、だんだん普通のですます調になり、さらにタメ口だ。


    「あなた、奈々さんではありませんわね！　いったい何者？」


    　誰すい何かしながら、身構えようとした。


    　が、身体からだが思うように動かない。


    　少しは動くが、まるで水中にでもいるかのように、スローな動きになってしまう。


    「しまった……この私が、術じゆつをかけられるなんて……」


    「気がつくのが、ちょーっと遅かったわね」


    　ニセ奈々は笑った。


    「あなたは魔法の専門家だから、いつ見破られるかと、けっこうヒヤヒヤしてたんだけど。だからこそ、かえって油断したのかな？」


    「親しい人に化けて近づいて、秘ひそかに術をかけるなんて、やることが卑ひ劣れつですわよ！　正体を現しなさい！」


    　どうやら口は普通に動くので、怒ど鳴なる。


    「まだわからない？　私よ、私」


    　ニセ奈々が顔に貼り付けていたものをはがすような動作をしたかと思うと、次の瞬間には顔の下半分をマフラーで隠した人物になっていた。同時に体格まで変化し、先ほどまで、中学生の奈な々なの体だったのが、大人の身長に伸びている。


    「ブックコレクター！　ムチャクチャな変身ですわね。変装とったら、その下にマフラーをしていたり、体格まで変わって」


    「怪かい盗とうだもの」


    　ブックコレクターはぬけぬけと言う。もちろん、なんらかの異い界かい力りよくによって変身したのだろう。


    　以前の『ロビンソン・クルーソー』の事件の時には、自在に異界に出入りすることもできたし、彼女はどうやらさまざまな異界力を持っているようだ。だてに、異界本を集めてはいないというところか。


    　そう言えば、ニセ奈々の正体がブックコレクターなら、『ロビンソン・クルーソー』の事件の時のことを知っていたのも道理である。その時は異界本の暴走を止めるため、司書たちは一時的にブックコレクターと休戦し協力していたのだ。あの事件の際に、別人格になって心の奥底をさらしてしまったことは、白しら雪ゆきにとっては不覚ともいうべき醜しゆう態たいだった。


    「私に術じゆつなんかかけて、どうする気ですの？」


    「安心しなさい、別にとって食おうってわけじゃないんだから。むしろ、私は、あなたとはお友達になれるんじゃないかと思っているんだけど」


    「騙だまして術をかけておいて、よく言いますわね」
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    「こうでもしないと、あなた、私の話を聞いてくれないでしょ？」


    「ふざけ……ないで……」


    　白しら雪ゆきは無理にでも動いて、魔術師姿に変身しようとする。


    　が、身体からだはますます重くなったように動かず、それどころか、意識もだんだんはっきりしなくなっていく。


    　その朦もう朧ろうとした頭に、ブックコレクターの声が響く。


    「私とあなたは、実はけっこう似ているのよ。あなたは異い界かい本ぼんで勉強して、魔法を習得している。私もそう。集めた異界本によって、使える異界力を増やしているのよ……」


    　話はまだ続いていたが、白雪は最後までは聞くことができなかった。


    　彼女にかけられていた術じゆつは、催さい眠みん術じゆつのようなものだったらしい。


    　まぶたを開けていることもできなくなり、意識は遠のき、やがて彼女は睡魔に屈くつしたのだった。

  


  
    



    　第四章　孔こう明めいの罠わな


    



    「さて、一休みしたことだし、姉貴の作ってるお昼ご飯ができるまでもう少しかかるだろうから、それまでもうちょっと鍛きたえておこうか」


    　静しず香かが言い出した。


    「また素す振ぶりかよ？」


    　真まことがうんざりした口調で尋ねる。


    「そうだな、ギャラリーも来たことだし、今度は実際に私に打ち込む練習をしよっか。ちょっと待ってな。防具をとってくるから」


    　ようやく特訓が次の段階に進むようだ。


    　だが、その時。またしても電話が鳴った。


    「あ、今度は俺の携帯だ」


    　真は慌あわてて電話に出る。


    「はい、菅すが原わらですが……って、なんだ、またか」


    　昨日も電話を受けた相手、つまり図書館の意志だったのだ。


    「休日のところ、悪いわね。申し訳ないけど、緊急事態なの」


    「またですか？」


    「ええ、またなのよ。しかも、白しら雪ゆきさんが異い界かいに拉ら致ちされたわ」


    「なんだって？　中なか富とみが？」


    　真まことは驚いて訊きき返す。その剣けん幕まくに、彩あや、静しず香か、みんともただごとではないことを悟さとり、会話を聞こうと近くに顔をよせてきた。


    「そっちに、彩さん、静香さん、みんとさんもいるわね？」


    「ああ、みんないるよ」


    「じゃあ、すぐにみんなで向かって。場所は昨日の廃はい工こう場じようよ」


    「同じ場所？　どういうこと？　『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の事件はもう解決してるのに」


    「とにかく急いで」


    　図書館の意志に促うながされたので、真は一同を見回す。


    「わかった、行くぞ、みんな」


    「うん、よくわかんないけど、急ごう」


    　みんとが同調し、静香もうなずく。


    「後で姉貴に詮索されそうだが、非常事態だもんな」


    　理由はなんとでもつく。ごまかせばいいだろう。


    「中富さんが、どうかしたの？」


    　彩が真に尋ねる。


    「よくわからないけど、異界に拉致された、って図書館の意志は言ってた。だから、助けにいかないと」


    「そう、ね」


    　なんとなく彩の口調は不安そうにも聞こえた。


    　昨日、口こう論ろんした相手だけに、かえって何かあったら気まずいのだろう。と真は思う。


    　一同は、昨日の廃工場に向かった。


    



    「どうなってるわけ？　『三国志演義』の異界本はちゃんと回収して、図書館に収しゆう蔵ぞうしたってのに」


    　廃工場の敷しき地ちに入るなり、みんとがみんなの気持ちを代弁した。


    「図書館の意志も、もう大丈夫だって請うけあったくせに。なんでまたこの工場に『三国志演義』の異界が出現してるんだよ？」


    　静香も毒づく。


    　彼女たちが言うように、廃工場の敷地はまたしても、『三国志演義』の世界に変わりつつあった。


    「……うかつだった！　こんな簡単なこと、なぜもっと早く気づかなかったんだ！」


    　真まことがうなると、彩あやも同じことに気づいたのか、同調する。


    「まったくだわ。私も気づくべきだった」


    「どういうこと？」


    　みんとと静しず香かが説明を求める。


    「収しゆう蔵ぞうした異い界かい本ぼんは、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の第一巻だったんだぞ？　当然、二巻、三巻……と続きがあるはずだろ」


    　真がまくしたて、彩が補足する。


    「一巻を異界本化させてしまうほど『三国志演義』に強い思い入れを持つ持ち主なら、二巻以下も同様に異界本化させてもおかしくはないわ」


    「そうか、この前の、賀か茂も聡さとし君の事件の時と同じだ」


    「なんてこった」


    　みんとが納得し、静香は嘆たん息そくした。


    　賀茂聡という少年は、海洋冒険ものの物語に強い思い入れを持っていて、最初は『ピーター・パン』を、次に『ロビンソン・クルーソー』を異界本化し、さらに他の本の異界までその世界に融ゆう合ごうしていった。その時には白しら雪ゆきまで心の隙すきを突かれて本の意志と融合してしまい、大変なことになった。


    「同じといえば、白雪のやつが異界に捕らえられてる、ってことまであの時と同じか」


    　静香がうなるように言う。


    「どうする？」


    「どうするもこうするも、まずは異界本自体を見つけないと」


    　と話していると。


    　ジャーン、ジャーン、ジャーン！


    　ドラの音と共に、突然、数十人ぐらいの規模の騎き兵へいの一隊が遠くに現れた。


    「げえっ、出やがったな？」


    　当然予想されたことだが、また『三国志演義』の世界の人間たちが現れた。


    　兵士たちは、昨日の黄こう巾きん党とうではない。ここは第一巻の世界ではなくもっと後の方の巻の異界なので、『三国志演義』の中でもほんの序盤の方で反乱を鎮ちん圧あつされてしまう黄巾党などはもう出てこないのだ。


    　というわけで、彼らはどこかの群ぐん雄ゆうの軍らしい。


    　もちろん本当は、もっとずっと大規模な軍勢の一部だろうが、まだこの廃はい工こう場じようの敷しき地ちが完全には異界化していないので、そのほんの一部しかこちらの世界に出てこないのだ。三角の旗を翻ひるがえし、その旗には劉りゆうの文字が見える。とすると、劉りゆう備びか、あるいは劉りゆう表ひようあたりの軍勢か。


    　先頭にいるのは、白い鎧よろい兜かぶとの武将。


    「くっ、出やがったな！」


    　戦闘に備そなえて静しず香かが忍者姿に、みんとは白衣姿に変身する。


    「この前の黄こう巾きん党とうより人数は多いぞ、ぬかるな、みんと」


    「はいな！」


    　静香は刈かり込こみ鋏ばさみを、みんとは光線銃を、それぞれ構える。


    「それと……」


    　静香は近くの雑ぞう木きを見ると、忍者の身のこなしでひょいとそちらにジャンプし、得え物ものの刈込鋏をひゅんひゅんと振り回す。枝が一本、ぼとりと落ちた。しかも、きれいに小枝や葉が落とされて一本の棒となっている。彼女の鋏で切きられても消えたりはしないので、もともとこの敷しき地ちに生えていた木だろうか。


    「菅すが原わら！」


    　静香はその枝を真まことに放ってよこした。木の枝なのでまっすぐではなく曲がっているが、手にとってみると、だいたい、先刻さんざん素す振ぶりをさせられた竹刀しないぐらいの長さになるように切断されている。


    　これで身を守れということらしい。


    「まだ素振りしか教えてもらってないのにな」


    　ぶつぶつつぶやきながら、ないよりはマシとばかりに真はその棒きれを握にぎりしめる。


    　そうやって準備を整えている間にも、白い鎧よろいの武将に率ひきいられた兵士の一団は、ドラの音と馬ば蹄ていの音を響かせて迫って来る。最初は遠くにいたが、騎き兵へいの一団なので近づいてくるのはあっという間だ。


    「あの者たちを攻撃するのだ」


    　どういうわけか、彼らのリーダーである白い鎧の武将は、明確に司書たちを狙ねらっているらしい。近くに来ると、兜かぶとからのぞく顔はなかなか眉び目もく秀しゆう麗れいだ。


    「我こそは常じよう山ざんの趙ちよう子し龍りゆう！　いざ尋常に勝負！」


    　と名乗りを上げる。


    「げ！　それって……」


    　三さん国ごく志しのことはマンガやゲームでの知識しかない真でも知っている、メジャーな武将の一人だ。本名は趙ちよう雲うん。子龍は字あざなである。


    　劉りゆう備びの部下の武将で、もちろん強い。劉備の子でまだ赤ん坊の阿あ斗とを懐ふところに抱いて、敵中を単たん騎き突とつ破ぱして救ったエピソードもある。


    　関かん羽うや張ちよう飛ひと同様、『三国志演えん義ぎ』の世界ではなるべく敵にしたくない相手だ。


    「待て！　俺たちは、怪あやしい者じゃない。服装は珍ちん妙みように見えるかもしれないけど、敵じゃないんだ」


    　真は戦いを避けようとして叫ぶ。


    「勝負せよと言っている！」


    　趙ちよう雲うんが問もん答どう無む用ようとばかりに槍やりを構える。


    　おかしい。張ちよう飛ひならそういう態度もわかるが、趙雲というのは、こんなに話の通じない、無意味な戦いを好む男だったろうか。いや、無意味でないとしたら。彼らを攻撃するよう、誰かに命じられているのか。


    「ちっ、戦うしかないか」


    　覚悟を決めて、静しず香かが前に出る。


    「元の世界に戻ってもらうよっ！」


    　先手必勝とばかりに、馬ば上じようの趙雲にとびかかり、刈かり込こみ鋏ばさみを振り下ろす。


    　忍者の異い界かい力りよくを持つ静香ならではの素早い動きだった。常じよう人じんならば何が起こったのかもわからないうちに鋏で切られていただろう。が、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界の中でも名高い武将たちは、常人のレベルではない。


    　片手で馬の手た綱づなを握にぎったまま、片手だけで握った槍で静香の鋏を受け止めた。


    「聞いていた通り、珍しい武器だな」


    「ち、余裕じゃねぇか」


    　静香は、いったん槍の攻撃範囲から離れる。現代日本で見ると刈込鋏は武器として使うには大きくかさばる代しろ物ものに見えるが、さすがに槍に比べれば有効距離は短い。


    　それだけでも不利なのに、相手は馬上、しかも槍の達人ときている。
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    　静しず香かはそれでも、二度、三度と攻撃をしかけるが、そのたびに槍やりであしらわれ、反撃をくらって、槍の穂先が彼女の身体からだスレスレをかすめる。


    「静香ちゃん、どいて、このびりびりくんで！」


    　みんとが光線銃を構える。


    「おっと、飛び道具か」


    　趙ちよう雲うんの言葉に、真まことは耳を疑った。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界の住人が、みんとの自作の光線銃を見ただけで、まだ発射されないうちから、なぜそれが飛び道具だとわかるのだ？


    　そういえば、先刻も、「聞いていた通り」などと言っていた。


    　この趙雲は、誰かから、現世の情報を得ている。それも、異い界かい関係者にかなり詳くわしい人間からだ。


    「残念だが、飛び道具を出されては一いつ騎き打うちにならん」


    　一騎打ちの間、なぜか何もせずに取り巻いて見ているだけだった部下の兵士たちに命じ、趙雲は馬の向きを変える。


    「え？」


    　呆あつ気けにとられているうちに、一団はあっというまに逃げ去っていく。


    「待ちやがれ、この！」


    　その様子を見て、思ったよりもたいしたことないじゃないかとばかりに、熱くなった静香が追いかけた。忍者の足なので、馬にも負けない。


    「元の世界に返してやるって言ってるだろ」


    「あ、待て、宮みや本もと！」


    　馬や忍者にはかなわないものの、真がさらに追いかける。


    　趙雲は、こちらのことを知っていて攻撃をかけてきたのに、こんなにあっさりと逃げ出すとは、あまりに不自然だ。それに、規模こそ違うが、三国志もののアニメやマンガではよくこんな場面がなかったか。逃げる敵を調子に乗って追いかけると、気がつけば自分たちの方が窮きゆう地ちに陥おちいっている、というパターンだ。


    「これは罠わなだ！　深追いしちゃいけない！」


    　遅かった。


    　趙雲たちの一団が、現れた時と同様に突然に、かき消えた。


    　ちょうど、彼らが出現した辺りの地点である。


    　そして、すぐそばまで追っていた静香も、同時に消えていた。


    　異界のキャラクターが、その世界に送り返された時のように。


    「宮本っ？」


    　趙雲たちをこの場によこした何者かが、彼らを再び本の世界に戻したのだ。おそらく、それに静香も巻き込まれた。いや、趙雲の挑ちよう発はつ、一騎打ち、不自然な撤てつ退たいのすべてが、最初から彼女を、異い界かいに引き込む罠わなだったのだ。


    　かなり遅れてだが、真まことは、やっと静しず香かが消えた辺りにつく。


    　しかし、だからといって、彼になにかできるわけでもない。


    　自分の意志で異界へ自在に出入りできるのは、五人の司書の中では魔法を操あやつれる白しら雪ゆきだけで、その白雪はこの場にいないのだ。


    　だから、真がそこに走ったのは、いまさら無意味な行為だったと言える。


    　それどころか、軽けい率そつですらあった。


    　静香を引き込んだのが最初からそういう計画の罠だったとしたら、それは何のためか？


    　すでに白雪が異界に拉ら致ちされ、次に静香が罠で異界に飛ばされた。


    　ということは、相手は一人ずつ、こちらを分断するつもりか。


    「しまった！」


    　真は、後ろに彩あやとみんとを残して、こちらに走ってきてしまった。


    　二人もこっちに向かってはいたが、変身後の静香とは違って身体能力の点では彼女たちは常じよう人じんとなんらかわりない。


    　気がつけば、二人との間がかなり開いていた。


    　慌あわてて彼女たちと合流しようと、戻る。


    　が、遅かった。


    　不意に、奇妙な感覚が彼を襲った。


    　周囲の景色が消えて、さまざまな色彩が明めい滅めつし、書物の活字のような無数の文字が空間の上に躍おどる。現世から異界に飛ばされる時に、短時間だが通過する空間だ。


    　彼もまた、異界に飛ばされてしまったのだ。


    



    　気がつけば、彼は、山中にいた。


    　奇妙な形の岩が目立つ。木々は多いが日本とは微妙に植しよく生せいが違うようだ。


    　おそらくここも、やはり『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界のどこかなのだろう。


    「まいったな……」


    　異界に入るのも、慣れてきたといえば慣れたが、他の司書たちや大おお友とも奈な々ななどの異界力を持った能力者と一緒でなく、ただ一人だけでというのは、これまであまりなかった。


    　しかも、ここは『三国志演義』の世界ときている。いつ戦乱に巻き込まれるか、わかったものではないのだ。


    　なんとも心細い。


    　棒きれを握にぎる手にじっとりと汗がにじむ。


    「ん？　棒きれ？　そういえば」


    　右手はまだ、棒きれを握ったままだった。静香がそれを投げてよこした時から、ずっと持ったままだったのだ。


    「そうだな、弱気になってどうすんだ。自分一人でもなんとかしなきゃ」


    　その棒で二、三回、素す振ぶりをしてみる。太さや重さが竹刀しないと異なるので勝手は違うが、振っていると、なんだか心が落ち着いてきた。


    「よし、じゃあ……」


    「おい、そこで何をしている？」


    　不意に声をかけられた。


    　振り返ると、鎧よろいを着て槍やりを持った二人組の兵士がこちらを見ていた。


    「げっ……」


    　たった今落ち着いたと思ったのに、心臓が跳はね上がる。


    「なにが『げっ』だ。変な格好だし、こんなとこで棒を振り回して、怪あやしいヤツだ」


    「曹そう操そうの軍の間かん者じやではないか？」


    　間者とは、スパイや工作員のことである。


    「捕まえて手て柄がらにしてやる。さあ、おとなしくしろ」


    　二人だけで歩いていたということは、こいつらは斥せつ候こうといったところか。


    　槍をこちらに向ける。


    「待て、怪しいもんじゃない！　俺はその、旅の者で」


    「旅って、どっから？」


    　本当のことを言っても、ただの兵士である二人に理解できるわけがない。


    「その……遠い異国から」


    「でまかせもたいがいにしろ。言い訳は、陣中でゆっくり聞こうか。来い！」


    　ついていって、疑いが晴れればいいが、牢ろうにでも入れられたり、いきなり殺されたりしてはたまらない。


    　ではどうするか。


    　この棒きれで二人を倒すか。


    　相手は二人、鎧と槍で武装している。兜かぶとはかぶっていないので、なんとか槍の間合いの内側に入り込んで頭部を狙ねらえば、一人は倒せるかもしれない。が、その間にもう一人に槍で攻撃されたらおしまいだ。


    　まして真まことは素振りしかしたことのないド素人しろうと。


    　無理、絶対無理だ。


    　瞬時に脳内でシミュレートした結果、真は残る唯ゆい一いつの方法をとった。


    　すなわち、逃げ出した。


    「あ、こら、待て！」


    　二人組が追ってくる。


    　相手は重い鎧よろいをつけているので、そう長くは走れないだろう、走っていればいずれ引き離して逃げ切れるとたかをくくっていたのだが、向こうも案外粘ねばる。なかなか、諦あきらめてくれない。


    「ひい、畜生、この時代の人間は、はぁ、体力があるなぁ……はぁはぁ……」


    　むしろ、身軽な真まことの方が、息が荒くなってきた。


    　このままでは追いつかれてしまう。逃げたりしたのだから、言い訳も聞いてもらえないだろう。問もん答どう無む用ようで殺されるかもしれない。


    　やばい。そろそろ追いつかれる。


    　その時だった。


    「菅すが原わら！　大丈夫か！」


    　声が聞こえたかと思うと、次の瞬間、疾しつ風ぷうのように一人の人影が真とすれ違うように駆け抜けた。そして、ドカドカッと音がする。


    　振り返ると、すでに兵士二人は倒れていた。


    　そして、そこにいたのは、言うまでもなく刈かり込こみ鋏ばさみを手にした宮みや本もと静しず香かであった。


    「はぁ、はぁ……た、助かった……ありがとう、宮本」


    　どうやら静香とは合流できたようだ。


    「まあ、話は後ね。こいつらは気絶させただけだから、早く離れないと」


    　静香は言う。


    　彼女は、いつもなら現世に出てきた相手を鋏で真っ二つにすることで異い界かいに送り返しているわけだが、ここはもともと、この兵士たちのいるべき世界だ。ここで同じように鋏で真っ二つにしたら、相手は死んでしまう。さすがにそれは静香としても後味が悪いのだろう。


    「わかった」


    　二人は兵士たちの倒れている場所から離れたのだった。


    「それにしても、はぁ……」


    　歩きながら、真は情けなくなって、ため息をつく。


    「ん？　どうした？」


    「いや、自分が情けなくてさ。今も結局、宮本がいなかったらと思うと。やっぱり中なか富とみが言うように、俺って役立たずだなぁって」


    　弱音を吐く真の背中を、静香はドンと叩たたく。


    「しっかりしなって。そのために、剣術を始めたんじゃない」


    「でも、それだって結局、あんな下級兵士にさえ太た刀ち打うちできなかったし……」


    　真はけっこう、深刻に落ち込んでいた。


    「最初から強くなれるわけないでしょ。強くなるのはこれからよ」


    「そう言ってくれるのはありがたいんだけどさ」


    「ええい、もう。なに、その弱気な言い方。イライラするわ」


    　静しず香かが怒ど鳴なる。


    「強い君には俺の気持ちなんてわからないよ」


    「それはどうかしらね。あたしだって、心の弱さはあるし、最初から強かったわけでもないんだからね」


    　静香は、少し考えてから、話しだした。


    「少しあたしの昔の話を聞いてくれる？」


    「え？　あ、ああ」


    　彼女の意図がわからなかったが、真まことはうなずく。


    「あたしはまあ、見ての通りお転てん婆ばで、昔から男の子みたいな遊びばかりしてたわ。家の商売の影響受けちゃったのかな。木に登って遊ぶのは特に好きだったし、親が仕事をするところによく勝手についていったわ。おかげでこの街で木のあるところはたいてい知ってるよ。あの廃工場の敷地にも庭木があったから、勝手に入り込んだりしたわね」


    　それで廃工場の出入り口を知っていたらしい。


    「そんなあたしでも、中学に入ると、まあ、人並みに乙女チックに、年上の男性に恋をしたりしたわけ。片想いだけどね」


    「ひょっとして、今日、君の家に来た、あの人？　ええと……有あり原はらさんだっけ？」


    「ご明めい察さつ。その通りだよ。それぐらいの年頃ってさ、年上の男性に憧あこがれるんだ。で、ちょうどその頃、姉貴のボーイフレンドとして、有原さんが家に出入りするようになって。あの頃はあたしもずいぶん舞い上がったわ。一言挨あい拶さつするだけでももう、心臓が止まるかと思うぐらい緊張したもん。彼のことは何でも知りたくて、彼の真ま似ねをしてみたり。姉貴よりも自分を見てほしくて、彼の前では猫をかぶってみたり。それまで男の子っぽい趣味だったあたしが、可愛いアイテムを好きになって集めるようになったのも、その一環ね」


    「なんか、今からは想像もつかないな」


    　しかしそういえば、最初に会った頃、彼女はかわいいキャラクターのストラップを持っていて、それを真に見られて怒ったことがあった。


    「もう、どうせあたしに、恋なんか似合わないわよ」


    　静香にすねた声で抗議されて、真は慌あわてて補足する。


    「いや、そういうことじゃなくて、なんていうか、いつも凜り々りしい君が、なんていうか、好きな人の前ではそんなに緊張したりしてたことが」


    「だから、言ったじゃない。あたしだって、心の弱さがあるって」


    「それで？」


    「まあ、いろいろやってみても、結局ダメだったわけだけどね。最初からわかってたことよ。有原さんが好きなのは姉貴だったんだから。まあ、妹のあたしから見たって、素敵な女性だもんね。あたしみたいな本当はお転婆な子が、無理して女の子らしくしたところで、太た刀ち打うちできるわけなかったんだ。でもね、失恋に終わったとしても、その恋をしたこと自体は無駄じゃなかったと思ってる」


    「どうして？」


    「おかげで、いろいろ成長できたから。その一つが、この異い界かい力りよくだしね」


    　静しず香かは親指で、自分を指し示す。


    「ん？　今の話と、異界力と、何の関係があるわけ？」


    「彼のことを知りたくて真ま似ねをしたって言ったでしょ？　彼が好きだったのが、時代小説だったんだ」


    「あ、それで時代小説好きになったんだ……」


    　きっかけは意外なところにあったようだ。


    「読んでみたら、実際に面白かったから、すっかりはまってしまって」


    「なるほどね……それはわかったけど、何で急にそんな話を……？」


    　真まことは首をかしげる。


    「自分が弱いことを気にしてるようだったからさ。人は誰だって弱いものだけど、人は強くなれる、そう言いたかったんだ」


    「君の場合は、強くなったのはかなり特殊なケースだと思うけど……っていうか、弱かったのは心なのに、物理的に戦闘の力が強くなっただけで、解決になってないような？」


    　真が指摘する。


    「これでも心も強くなってるの！　それも恋をしたおかげでね。で、あんたはどうなの？　恋はしてないの？　小こ平だいらと中なか富とみと、どっちが好きなんだ？　どっちかのために、強くなりたいっていう気持ちがわいてこないの？」


    　急に、とんでもないことを訊きいてくる。


    「え？　な……？　なんで、そういう話になるんだよ？　っていうか、なんでその二人？」


    　真は焦あせって訊き返す。


    　脳裏に、彩あやと白しら雪ゆきの顔が浮かぶ。


    　静香は真剣だった。


    「本当に気づいてないの？　それとも、気づかないふりをしてるの？」


    「だから、何の話だよ？」


    　再度訊き返されて、静香はため息をつく。


    「やれやれ、これじゃ、小平も中富も大変ね」


    「ええと、それってさ……何か勘違いしてるんじゃないのか？」


    　話の流れで、静香が何が言いたいのか、なんとなくはわかるような気はする。


    　だが、真には、それは静香の勘違いとしか思えなかった。


    　彩はいつも冷静で恋愛感情なんてなさそうだし、百円ルールなど真には今でも妙に厳しい。さらに厳しいのが白しら雪ゆきで、なにかというと真まことには文句ばかり言う。


    「いや、いい。今の話は忘れて」


    　静しず香かは話題を変えた。


    「それにしても、ここはいったいどこかしら？」


    「『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界だろ」


    「そうじゃなくて、その中のどこかよ。場所がどの地点か、それと、いつの時点なのかも気になる」


    　静香はそう言って、周囲を見回す。


    「さっきの兵士たちは、俺のことを曹そう操そうの間かん者じやだと思っていたようだけど……」


    「ってことは、曹操と敵対している陣営が近くにあるってことね」


    　などと言いながら歩いているうちに、視界が開けて、前方に水面が見えた。


    「見ろよ。海に出た」


    　最初、真が海と誤認するほど、その水面は広かった。


    「違う。あれは、川よ」


    　静香が指摘した。


    　海か湖のような巨大な河か川せん。その上を、かなりの数の木造船が帆ほを上げて行き来している。中には、かなり巨大な軍船の姿も見えた。船の上にたなびく旗には、孫そんという文字。


    「なんて広い川だよ？」


    「長ちよう江こうよ。どうやら、呉ごの辺りに出たようね。曹操の間者を警戒していたとすると、今は、赤せき壁へきの戦いの直前ってところかしら」


    「『三国志演義』最大のクライマックスが近いってわけか」


    　その時だった。


    「いたぞ！」


    　背後から声がした。


    「こんなところで、我々の水軍を偵てい察さつしているとは、やはり曹操の間者だ！」


    「捕らえろ」


    　先刻より人数が多い。十人以上はいるだろうか。


    　気絶させた兵士がもう復活したのか。自然に起きたにしては早すぎる。彼らが別の一隊に発見され、起こされて事情を話し、それで周囲を捜そう索さくしていた、というところだろう。


    「まずいな」


    　静香は刈かり込こみ鋏ばさみを構えた。


    「おまえは先に逃げろ！　ここはあたしが食い止める」


    「でも、そういうわけには……。たいした力にはなれなくても、せめて、援護ぐらい」


    　真は棒を握にぎりしめる。いくら自分が弱くて役に立たないという自覚があっても、先に逃げろと言われて、はいそうしますとそれに従うのは抵抗があった。


    「バカ、素す振ぶりしか教えてないのに、無理だって。それに、あいつらの中の、あの立派な兜かぶとをつけてる武将、あれはたぶん、呉ごの太たい史し慈じだ。逆立ちしたって、お前がかなう相手じゃない」


    　名のある武将と出くわしてしまったのだ。


    「しかし……」


    「いいから、行け！　おまえの役割は何かよく考えろ！」


    　そうだった。


    　真まことは、異い界かい本ぼんの声を感じ取って、問題の根本を探さぐり、相手を説得して事態を解決せねばならない。それが彼に課せられた役割であるはずだ。


    「わかった。でも、宮みや本もとも無理すんなよ？　適当なところでおまえも逃げろ。捕まったり死んだりするなよ」


    　真はそれだけ言い残すと、走り出した。


    「一人逃げたぞ、追え！」


    　兵士たちが迫ってくる。


    「おっと、ここは一人も通さないよ」


    　兵士が突きだした槍やりの穂先部分を、静しず香かは刈かり込こみ鋏ばさみで切り落とす。


    「うわっ、俺の槍が！」


    　兵士が驚きの声を上げる。


    「ほう、珍しい武器、妙な技わざを使うな」　


    　太史慈が感心する。


    「女によ人にんを相手に槍を振るうのは私の趣味ではないが、どうやらおまえたちのかなう相手ではなさそうだ」


    　太史慈は兵士たちを下がらせ、自みずからずいと前に出た。


    　さすがに兵士たちとは貫かん禄ろくが違う。


    



    「どうしよう、静香ちゃんに続いて、マコッちゃんまで消えちゃった」


    　みんとは慌あわてていた。


    　しかも、二人が消えた直後、周囲の異界化が一気におさまって、辺りはただの廃はい工こう場じようの敷しき地ちに戻っていたのだ。


    「立たち花ばなさん、落ち着いて」


    　そう言う彩あやも、内心ではかなり動揺していた。


    「異界に自由に出入りできる中なか富とみさんがいない以上、慌ててもどうにもならないわ」


    　その言葉は、みんとに向けられたものであると同時に、自分自身に言い聞かせてもいた。


    「じゃあ……どうしたら……」


    　彩あやは急いで考える。


    「知り合いに、異い界かいに出入りできる娘こがいるじゃない」


    「そっか！　大おお友とも奈な々なちゃん。じゃあ、さっそく奈々ちゃんと連絡を取って……」


    　みんとが携帯を取り出そうとした時。


    「おっと、お待ちなさい」


    　二人の前に、一組の男女が姿を現した。


    「あーっ、ブッコレ！」


    　みんとが素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「この騒ぎの黒幕はあなただったのね。それと、隣にいるのは、どうやら諸しよ葛かつ孔こう明めいのようだけど、あなたたちが手を組んだ、ってことかしら？」


    　彩が尋ねる。


    「まあ、そんなところね。それと、人のこと変に省略するの、やめてくれない？」


    　ブックコレクターはすまして答える。


    「あんたなんか、ブッコレで十分よ！　静しず香かちゃんとマコッちゃんを返して！」


    　みんとが光線銃を構えながら怒ど鳴なる。


    「あら、私を撃ったりしたら、それこそ、二人は戻らないわよ？」


    　ブックコレクターが脅きよう迫はくする。


    　彩が手振りで、みんとに攻撃を控えるように伝え、ブックコレクターに尋ねる。


    「私たちの前にわざわざ出てきたということは、何か話したいことがあるんじゃない？」


    「じゃあ、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ。私としては、あなたたちと取引がしたいの。あなたたち、今回の『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の件からは手を引いてくれないかしら。ついでに、先にそちらが持っていった第一巻も返してね。そうしたら、こちらも、中なか富とみ白しら雪ゆき、宮みや本もと静香、菅すが原わら真まことの身み柄がらをお返しするわ」


    　ブックコレクターは要求した。


    「どう？　悪い取引じゃないと思うけど」


    「ふざけないでよ！」


    　みんとが光線銃を発射しようと構え直す。


    　先刻、大友奈々に連絡をとって、彼女の力で三人を助けに行けばいい、という方針が定まったところだったので、何もブックコレクターの提案に乗ることはない、と強気になったのだろう。


    　が、彼女が引き金を引くよりも、怪かい盗とうの俊しゆん敏びんさの方が勝まさった。


    　ブックコレクターは一瞬で横に跳とんで光線をかわし、次の瞬間には光線銃を持つみんとの手をひねりあげていた。


    「あっ！　うぎょああ！」


    　みんとは、意味をなさない声をあげるのがやっと。その間に、ブックコレクターはみんとのみぞおちにパンチを一発決める。ただそれだけで、みんとはぐったりと崩くずれ落ちた。


    「立たち花ばなさん！」


    　彩あやが叫ぶ。


    「安心しなさい。気絶してもらっただけよ。こんなオモチャを向けられたら、落ち着いて交渉もできないもの」


    　ブックコレクターはみんとの光線銃を取り上げて、ヒールで踏む。ヒールに何か仕込んであったのか、それとも光線銃の方がオモチャ並みの強度しかなかったのか、光線銃はあっさり踏み抜かれて壊こわれた。


    「あなたは冷静で利り口こうだもの、こちらの提案を受けてくれるわよね？　一巻を返して。そして、これ以上、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の件には首を突っ込まないと約束して。それだけでいいのよ。そうすれば、こっちはこれ以上、迷惑はかけないから」


    　彩に向かって、ブックコレクターは言う。


    　彩は必死に頭を回転させていた。


    　みんとまで意識を失ってしまった今、彼女と戦う力はない。


    　だが、だからといって口くち車ぐるまに乗っていいものだろうか。


    　同じように戦いに使える異い界かい力りよくのない真まことだったら、こんな時どうするだろう？


    　わからない。だが、相手がこちらと交渉したがっている以上、とにかく会話は続けるべきだろう。せめて時間を稼かせぐのだ。


    　時間さえ稼げば、みんとが起きたり、白しら雪ゆきらが自じ力りきで帰ってきて、状況が好転するかもしれない。


    「あなたの目的は何？」


    　彩は尋ねた。


    「私はブックコレクター、本の収集家よ。だから、異界本を集めてる。目的なんて、どうでもいいじゃない？」


    「よくはないわ。よからぬ目的で異界本を集めているのなら、そんな人に、異界図書館に収しゆう蔵ぞうされた本を渡すわけにはいかない」


    　彩は強い口調で再度詰きつ問もんした。


    「答えなさい！　あなた、『三国志演義』の異界本を使って、孔こう明めいとも手を組んで、いったい何を企たくらんでいるの？」


    「そうね。じゃあ、答えてあげる」


    　ブックコレクターは説明した。


    「私はね、孔明さんと、取引したの」


    「取引？」


    　彩あやが訊きき返すと、それまで黙って二人のやりとりを聞いていた孔こう明めいがうなずいた。


    「そうです。彼女と、取引をしました。私たちは利害が一致しましたので」


    「何の取引よ？」


    「『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の時代……つまり後ご漢かん末まつや三国鼎てい立りつの時代には、どれほど貴重な書物があるか、あなた、想像がつく？」


    　ブックコレクターが逆に質問してきた。そして、説明する。


    「一口に後漢末と言うけど、西せい暦れきで言えば紀元二〇〇年頃よ。日本はまだ弥生やよい時代、ようやく邪や馬ま台たい国こくが成立するっていうところ。でも中国にはもう、その頃にはさまざまな書物があった。漢の前は秦しん、その前は戦国時代。戦国時代には諸しよ子し百ひやつ家かと呼ばれる思想家たちが活躍したのは知ってるわね。そういった人たちの貴重な書物が、この時代にはまだたくさん残っているわ。でも、そんな貴重な数々の書物が、時の流れと戦乱の中でどんどん失われてしまった。昔の王おう墓ぼなんかから木もつ簡かん、竹ちく簡かんが出土することがあるけど、それは歴史学上、考古学上の大発見だわ。でもそうやって発見される書はほんのわずかよ」


    「だから？」


    「だから、『三国志演義』の世界の後漢末から、当時の貴重な書物をこちらの世界に持ってくるというわけ。諸しよ葛かつ孔明先生が、それに協力してくれるわ」


    「その代わり、私はこの世界の進んだ文明の知識を教えていただくわけです」


    　孔明が補足する。


    「それが取引っていうわけね。でも、そんなことをして当時の本をこっちの世界に持ってきたって、世間では認められないわよ。紙とかを科学的に調べれば、古くなっていない新しい本だってことになるもの。誰も本物の、昔の書物とは思わないわ」


    「別に、学術上認められたいわけじゃないから、それはいいのよ。たとえ世間で偽ぎ書しよ扱いされたって、貴重な史し料りようであることには変わりないわ」


    　ブックコレクターは彼女なりに信念があるらしい。


    「それはわかったけど、だからって、むやみに異い界かいに干かん渉しようすることは認められないわ」


    　彩は言いきる。


    「異界の住人である孔明さんに現世の知識を教えるなんて……そんなことをしたら……」


    　以前、『燃えよ剣』の事件の時、自分が本の世界の住人であることを知った土ひじ方かた歳とし三ぞうは、その本に描えがかれた歴史を拒否しようと抗あらがうことになった。


    　だとすれば、孔明もそうするだろう。


    「ええ、私は、その知識によって、主しゆ君くんに天下を取らせます」


    　孔明は断言した。


    「ダメよ、そんなことをしたら、『三国志演義』の世界が変わってしまう！」


    「それこそ私の望むところです」


    「あなたはよくても、それによって、現世にどんな影響が出るかわからないわ」


    　彩あやが指摘する。


    「まあ、多少は、影響が出るかもしれないわね。だからこうして、万一の時も被害が最小限ですむよう、人のいない廃はい工こう場じようを選んで異い界かいと接触してるのよ。それ以上、異界が広がらないように、敷しき地ちに結けつ界かいまで作ってね」


    　ブックコレクターなりに気は遣っているらしい。


    「それでも、危険だわ」


    　なおも食い下がる彩。


    「多少の危険はしかたないわ」


    　ブックコレクターは、それでもかまわない、といった態度。


    「しかたないではすまないわ。異界図書館の司書としては、そんなの認めるわけにいかない。今すぐ、この取引を中止しなさい！」


    「やれやれ、あなたなら理解してくれると思ったんだけどな」


    　ブックコレクターはがっかりしたようだ。


    「残念。つまり、交渉決裂ね。なら、こちらとしてはジャマされないように手を打たないわけにはいかないわ」


    　ブックコレクターは、鞄かばんから一冊の本を取り出した。


    「……それは……」


    　彩は身構える。


    「悪いけど、あなたたちにもしばらく『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の異界に行ってもらうわよ」


    　やはり『三国志演義』の異界本の何巻かだ。


    　彩は逃げることもできず、立ちすくんで、ブックコレクターがその本を開くのを見た。


    　彼女は開いたページを見せつけるように、こちらに向ける。


    　そのページに吸い込まれるかのように、彩と、気を失ったままのみんとの二人もまた、異界に送り込まれていた。

  


  
    　第五章　『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界で


    



    　中なか富とみ白しら雪ゆきは、たった一人、闇やみの中を歩いていた。


    　少し前まで、誰かに何かをいろいろと訊きかれて、答えていたような気がする。


    　が、その記憶は曖あい昧まいだった。


    　とにかく今は、闇の中を歩いている。


    　どこを歩いているのだろう？　なぜ歩いているのだろう？


    　わからないまま、歩いていく。


    　なんだか、現実感がない。


    　ああ、そうか。


    　白雪は唐とう突とつに悟さとった。これは夢だ。


    　夢だと自覚できる夢も、たまにはある。今見ているのは、そんな夢。


    　前方で、誰かが彼女を呼んでいる。


    （誰ですの？）


    　見ると、菅すが原わら真まことが、笑顔で手招きしている。


    （私をそんな犬でも呼ぶみたいに気安く呼ばないでいただけます？）


    　白しら雪ゆきは文句を言いながらも、そちらに行こうとした。


    　が、その白雪の横をすりぬけて、誰かが真まことの方に走っていく。


    （え？）


    　それは、小こ平だいら彩あやだった。真が呼んでいたのは、白雪ではなく、彩だったのだ。


    （あ、ちょっと！）


    　真と彩は楽しげに、互いに手をとりあい、そこに白雪など存在していないかのようにこちらを無視して去っていく。


    （お待ちなさい！　菅すが原わら真は、あなたには渡しませんわ！）


    　思わず、叫ぶ。


    　彩が少し振り返った。一瞬見えたその口元には、勝ち誇ほこったような笑みが浮かべられていたような気がする。


    　二人はどんどん遠ざかっていった。


    （お待ちなさい！）


    　白雪は必死に追いかけるが、なぜか追いつけない。それどころかどんどん引き離されていく一方だ。


    　白雪は叫ぶ。


    （待って！　菅原さん！　私、あなたのこと……）


    　その瞬間、目が覚さめた。


    「……う……」


    　頭が重く、妙にだるい。


    　もし目が覚めなかったら、夢の中で菅原真に何を言うつもりだったのだろう。


    　いや、今はそんなことは後回しだ。


    　白雪は、周囲を見回した。


    　どうやら彼女は、椅い子すに座った体勢で、眠っていたらしい。


    「ええと……」


    　そこは屋おく内ないだった。窓から入ってくる光しか明かりがなく、なんだか薄暗い。現代日本の家か屋おくではない。


    　自分はなぜこんなところにいるのだろう？


    　まだ頭がぼうっとしていて、思い出そうとしても集中力が続かない。


    　そうだ。確か、不覚にもブックコレクターの術じゆつにかかったのだ。


    　椅子から立ち上がってみると、なんだか全身が重いような感じがした。


    　どうやら、怪あやしげな術の影響はまだ残っているようだ。


    　とにかく、ここを出なくては。


    　白雪は窓から外を確認しようと、一歩踏み出す。その時に、脚あしが椅子に当たって、椅子がガタンと鳴った。


    　隣りん室しつで誰かが動く気配がする。今の音を聞かれたらしい。


    　扉とびらが開いた。


    「お目覚めのようですね、中なか富とみさん」


    　部屋に入ってきたのは、白い道どう士しのような服を着て、羽はね扇おうぎを手に持った男性だった。


    「あなた……諸しよ葛かつ孔こう明めいさんですわね」


    「ええ、この『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界のね」


    　白しら雪ゆきは、すっきりしない頭で、彼の言葉の意味することを考え、理解する。


    「自分が本の世界の住人と知っていますのね」


    「ええ。ブックコレクターさんのおかげでね」


    「ブックコレクターですって？　あの女め狐ぎつね、いったい何を企たくらんでますの？」


    　白雪は声を荒あららげる。


    「まあ、とにかく、お座りなさい。まだ体調が戻っていないでしょう？」


    　孔明は、先刻まで白雪が座っていた椅い子すを改めて勧すすめる。そして、卓たくを挟はさんで向かい合うように、自分も別の椅子に座った。


    　確かに立っているのもつらいので、白雪も勧められるままに椅子にこしかける。


    「さて、単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げましょう。あなたたち、異い界かい図書館の司書のみなさんの現在置かれている状況は、あまりよくありません。私たちは、すでに、五人全員をこちらの世界に引き込んでいます」


    　孔明はそう切り出した。


    「なんですって？」


    　白雪は思わず訊きき返す。


    「それぐらいで、私たちに勝ったとでも思ってますの？　私は魔法でいくらでも脱出できますし、ほかのみんなもそれぞれ優れた力を持っていますわ。それに、この異界の暴走だって、菅すが原わらさんが必ず止めてくれますわよ」


    　白雪の反論に対し、孔明は説明した。


    「菅原という人をずいぶん信頼されているようですが、それはそれとして、どうも誤解があるようですね。この『三国志演義』の世界は、もともと暴走なんてしていませんよ。ちゃんと計算された上で、あなたたちの言う現世と繫つなげられていたのです」


    「計算されて……」


    　白雪の頭はまだ朦もう朧ろうとしていて、話がなかなか理解できない。


    　だが、『三国志演義』の一巻を回収した時に、真まことは本の声が聞こえない、というようなことを言っていたような気がする。それは、本の意志自体が暴走していたわけではなかったためなのだろう。


    「それと、あなたがそれほど信頼している菅すが原わらという人ですが」


    　孔こう明めいは話を続けた。


    「菅原さんがどうかしましたの？」


    「彼は現在、仲間たちとはぐれてこの世界にただ一人、放り出されています。それがどういうことか、わかりますね？」


    「ただ一人……え？」


    　白しら雪ゆきはそれを理解し、焦あせる。


    　真まことには、こんな危険な世界で、自分の身を守れるだけの力がない。今日、静しず香かに武術を学ぶと言ってはいたが、たかが一日でたいした技わざが身に付いているとも思えない。彩あやの言いぐさではないが、白雪が彼を守ってやらなければならないのだ。


    「どこ？　菅原さんはどこにいますの？」


    　白雪は怒ど鳴なる。


    「わかりません。この広い世界のどこか、としか……。よほど大切な人なのですね。それほど心配ですか？」


    「ふざけないで！」


    「ふざけてはおりません。仲間のことを心配するのは当然のことです。それに、この件に関しては、私はあなたの味方なのですよ」


    「……味方、ですって？」


    　信用できない、といった目を向ける白雪に、孔明は説明する。


    「私は、利害の一致からブックコレクターと一時的に同盟を結んではいますが、別になにもかもあの女性の言いなりというわけではありません。あなたの仲間たちをこちらの世界に放り込むようなやり方は、あまり感心できないと思っていたのですよ」


    　孔明の落ち着いた声が、白雪の頭に反響するように染しみこんでいく。


    「……ですから、私たちの陣営では、あなたの仲間を発見できたら保護して差し上げることができます」


    「なら、早く菅原さんを見つけ出して……」


    　真がどこにいるのかわからない以上、背に腹は代えられない。白雪は孔明に請せい願がんする。


    「しかしながら、現在、私の主君の陣営は正直言って、厳しい状況にあります。曹そう操そうの大軍によって追われ、今は呉ごと同盟して、かろうじて曹操に対抗しているところなのです。曹操は呉との決戦をもくろんで、大軍を進めています」


    　どうやら、今いる時点は、赤せき壁へきの戦いの直前らしい。


    「菅原さんが、その曹操の陣営に見つかってしまったら、どうなるか。怪あやしい人間として、捕らえられて殺されるかもしれません」


    　孔明は白雪の危機感をあおり立てる。


    「同盟軍の呉ごとて、それほど信用はできません。呉の水すい軍ぐん都と督とく周しゆう瑜ゆは、この私の生命いのちを狙ねらっていますからね」


    「それでは、どうしたら……？」


    　そう尋ねる白しら雪ゆきは、目の焦しよう点てんがどこかあっていない。


    　いまだに、ブックコレクターの術じゆつが効いているのだ。


    　孔こう明めいは答えた。


    「我が軍が、勝てばいいのですよ」


    「勝つ？」


    「そうでしょう？　我が主君、劉りゆう玄げん徳とくが曹そう操そうを倒し、また、呉の孫そん氏しよりも優位に立って天下をとれば、あなたの仲間がこの世界のどこにいようと、見つけ出すことができる」


    「あなたたちが……天下をとれば……」


    　何かいけないことを吹き込まれている気がするが、反論できない。


    「ですから、そのために、協力してくださいますね？　あなたの異い界かい力りよく、我が主君のために貸してください」


    「でも……それでは『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界が……」


    　変わってしまう、と言いかけたが、なぜかそれ以上、言葉にならない。


    「あなたの大切な人を見つけ出し、守るためです」


    　だめ押しのように孔明にそう説得され、気がつくと白雪はうなずいていた。


    「……わかりました。私は、菅すが原わらさんを助けるために、玄徳様に協力しますわ……」


    　その返答に、孔明は満足げにうなずいた。


    　だが、本人に、はめられたという自覚はない。


    　白雪は、ただ、気になる人物のことを心配していた。


    「菅原さん……どこにいますの？　無事でいますわよね……」


    



    「うーん、いったいどっちへ行ったらいいんだ？」


    　真まことは、静しず香かに逃がしてもらって窮きゆう地ちを脱だつした後、道に迷っていた。


    　そもそも、どこに向かえばいいのかわからない。


    　これまでなら、暴走する異界本に放り込まれた時には、その異界本の声を感じてそちらに向かうことができた。だが、今回はその声がほとんど感じ取れないのだ。これではどこに向かえばいいのかわからない。


    　ただ、気ばかりが焦あせる。


    　自分が早く異界本をなんとかしなければ、静香だって危ないだろう。先に拉ら致ちされた白雪も心配だし、現世に残っている彩あやとみんとの身にも危険が迫っているかもしれない。


    「くっ。集中だ、本の声に集中するんだ」


    　少しでもこの異い界かい本ぼん『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の声を感じ取ろうと、真まことは目を閉じ、神経をとぎすませる。


    　厳密に言えば、本自体の意志は、まったく真に感じられないわけではなかった。


    　微び弱じやくで、曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとしてはいたが、なんとなく感じることは感じる。


    　しかしそれは、これまでの事件で彼が『燃えよ剣』や『ロビンソン・クルーソー』の異界本から感じた、明確な意志とは違っている。それらの異界本では、かつてのその本の所有者の心や、あるいは現在の所有者自身が、異界本の意志と一体化していた。だから、主張が明確だったし、真はその声をテレパシーのように感じて聞くことができた。


    　それに対し、この『三国志演義』からはそういった所有者の意志が感じられない。


    「……どういうことだ？　読者の強い想いによって異界本化したっていうわけじゃない、そういうことなのか？」


    　そうとしか思えなかった。


    　だが、だとしたら、なぜこの本は異界本化したのだろう。


    　本自体が、何かを望んでいるのか。だが、だとしたらそれは何だ？


    　真は異界本に向かって、ということは、今いるこの世界に対して呼びかける。


    「答えろ！　おまえはいったい、何が望みなんだ？」


    　やはり明確な答えはない。


    　だが、漠然とした、意志はかすかに感じる。


    「……劉りゆう備びの勝利……？　この本は、それを望んでいるのか？」


    　はっきりと声を聞き取れているわけではない。だから、なんとなく、ではあるが、この本の意志は、そんな風に感じているように真には思えた。


    「いったいどういうことだよ？」


    　真は、マンガなどで知っている三国志のストーリーを思い出す。


    　物語中盤ぐらいまでの主人公である劉備は、やがて軍師諸しよ葛かつ孔こう明めいの「天てん下か三さん分ぶの計けい」に従って、四し川せん地方に勢力圏を確立。蜀しよくを建国し、魏ぎの曹そう操そう、呉ごの孫そん権けんに対抗し、天下を三分するところまでは成功する。


    　だが、劉備は、最も大事な義ぎ兄きよう弟だい関かん羽うと張ちよう飛ひの二人を呉との戦いで失い、それに対する報ほう復ふく戦せんで大たい敗はいし、自らも失意のうちに白はく帝てい城じようというところで病びよう没ぼつ。ついに天下を統一することはできなかった。その後は、劉備の意志を継ついだ孔明が蜀を指導して、いわば話の主人公の座も引き継ぐことになるが、彼もまた何度も北ほく伐ばつを繰り返すものの成功しない。結局、彼も病気に倒れることになる。


    「劉備が勝つってことは……つまり、シミュレーションゲームみたいに、実際の歴史通りにではなく、違うストーリーになる、ってことだよな？」


    　真は首をひねる。


    　本自体が、今のストーリーを否定し、違うストーリーを望むなんて、そんなことがあるのだろうか。


    　とにかく、これ以上考えてみても、結論は出そうになかった。


    「うーん、どうしたものかな……」


    　考えていると、ぐうと腹が鳴った。


    　そういえば、宮みや本もと家で昼食をご馳ち走そうになるはずが、その前に廃はい工こう場じように駆かけつけたので、今日は昼食をまだ食べていない。午前中にさんざん素す振ぶりをさせられ、異い界かいでは必死に逃げ回ったのだから腹も減る。


    　とはいえ、食べ物など持ってきていないし、人里に出て何か買おうにも、この世界の金はない。仮に金があったとしても、下へ手たに街などに出たら怪あやしまれ、兵士に追われてしまうような身だ。さらに、それ以前に、今はどの方向に街があるのかもわからない状況だ。


    　そう考えると、ますます空腹になってくる。


    「早く事件を解決しないと、身がもたないぜ」


    　などとぶつぶつつぶやいていると。


    　近くの繁しげみがガサガサとゆれた。


    　真まことは、まだ大事に持っていた棒きれを構える。追ってきた兵士だったら反撃し、野生動物だったら捕まえて食料にしてやろう、と安あん直ちよくに考えたのは、腹が減っていたせいだろう。


    　ウサギとかの弱い動物だといいのだが。


    　猪いのししや熊だったらどうしよう？


    　いや、そもそも、仮に相手がウサギか何かで首尾よく棒で倒せたとしても、道具もないのにどう料理すればいいんだ？　とりあえず丸焼きにするか。待てよ、その火はどうする？　マッチもライターもないぞ。


    　そんなことを考えているうちに、藪やぶをかきわけて何かが出てきた。


    　ウサギよりかなり大きいが、調理法を考えているヒマはない。


    「えーい！」


    　棒を振り下ろそうとした真は、あやういところで相手に気づいて慌あわてて止めた。


    「きゃあ！」


    　殴なぐられそうになった相手は悲鳴をあげ、そしてすぐに抗議する。


    「菅すが原わら君！　おどかさないでよ！」


    「まさか君たちだとは思わなかったんだ」


    　真が寸すん止どめした相手は、小こ平だいら彩あやだったのだ。


    「マコッちゃん、無事だったんだ！」


    　すぐ後ろには、立たち花ばなみんとの姿もあった。


    「なんだよ、結局、君たちまでこっちの世界に来たのか？」


    　真まことは尋ねる。


    「うん、ブッコレにしてやられた」


    　みんとが悔くやしそうに説明する。


    「ブッコレ？　この事件、あの女がかかわってたのかよ？　でもなんで？」


    「『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界から、昔の中国の稀き[image: ]こう本ぼんを入にゆう手しゆするのが目的らしいわ」


    　彩あやもさすがにこんな時には、質問一回百円などとは言い出さないようだ。


    　それぞれ、真が異い界かいに消えてからのことを、互いに教えあう。


    「なるほど、そんなことを企たくらんでやがったのか」


    　昨日からの一連の事態がようやく納得できた。


    「だからこれまでの事件と違って、誰かの強い想いが本を暴走させてるわけじゃないから、本の声が聞こえないんだな」


    「でもさ、それじゃ、異界本の意志を説得して暴走を止める、っていう手が使えないわけじゃない。みんとたち、どうやって本の外に戻るの？」


    　みんとが尋ねる。


    「それは……」


    　ブックコレクターは、自分の目的を果たしたら助けてくれる気でいるのかもしれないが、それをただ待っているのは論ろん外がいだ。が、かといって、このメンバーでできることはあまりない。


    「せめて、こんな時、中なか富とみがいればな……」


    　何気ない真の言葉に、彩が顔をくもらせる。


    「ん？　どうした？」


    「何でもないわ。どうせ私は、こんな時役立たずよ」


    　すねたようなことを言う。


    「誰もそんなこと言ってないだろ？　とにかく、当面の方針としては中富、宮みや本もととの合流を最優先にしてだな……」


    　言葉の途中で、真の腹が鳴った。


    「しまらないなぁ……」


    　みんとが噴ふき出す。


    「しょうがないだろ、昼飯食ってないんだから。おまえら、何か食べ物持ってない？」


    「こんな事態、想定してなかったから、食べ物なんて用意してないよ」


    　いろいろな発明品を亜空間とやらから取り出せるみんとも、食料までは用意していなかったようだ。


    「これは、まずこの世界でどうやって生きていくかを考えた方がいいかもね。長期戦になるかもしれないし」


    　彩が指摘する。


    「長期戦って、どれぐらい？」


    「さあ、この異い界かいの時間で、数日か、それとも数か月か。下へ手たすると、何年もかかるかもしれないわね」


    「何年もって、おい、冗談じゃないぞ。どうすんだよ？」


    　その間、現世で自分たちは行方ゆくえ不明扱いか。家族も心配するだろう。


    　高校は留年になるのだろうか、それとも退学扱いか？


    「大丈夫、元の世界に戻れば、たいして時間は経たっていないわ。現世と、本の世界である異界とでは時間が違う。お話の中では何年も経過する話も、本では読めばせいぜい数時間よ。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』みたいに、何十年にも及ぶ時代の流れを扱った大たい河が小説だと、そういうこともあるわ」


    　と彩あやが請うけあう。


    「でも、こっちの世界にたとえば五年いたとしたら、俺たちは戻る頃には二十二歳かよ？」


    「みんとは二十一だよ」


    「どっちでも同じだ。帰っても、俺たちだってことを家族や友達にわかってもらえないよ」


    　なおも心配する真まことに、彩は説明した。


    「元の世界で時間が経過していないから、私たちも年は取らないと思うわ。ほら、私たちが異界図書館に七時間いる間も、生理的な時間経過は、外の時間に合わせてるじゃない」


    「そうか、それを聞いて少しほっとした。まあ、だからといって、何年もここにいたいとは思わないけど」


    　彩は言い放はなつ。


    「今ので、百円。いえ、質問二つで二百円だからね」


    　時間の説明をしたことで、彩は百円ルールを思い出したらしい。


    「もう好きにしてくれ。それより、これからどうするかだ」


    　真は話を戻す。


    「長期戦になるとすると、とりあえず、衣食住をどうするかだよね」


    　みんとが現実的な話をした。


    「正直、みんともお腹すいてきたし」


    「とりあえず、野生動物を捕まえて食べるってことを考えたんだけど……」


    　真が先刻考えたことを提案してみる。今度はみんとがいるので心強い。


    「立たち花ばなの武器があれば、ウサギでも猪いのししでも、狩ることができるだろ？」


    「狩しゆ猟りようかぁ。びりびりくんを壊こわされちゃったしなぁ。まあ、ほかの武器で何とかできるとは思うけど、この先毎日は無理だよ？　ここではエネルギーの補ほ充じゆうができないから」


    「それに、動物を捕まえたとして、こんなところで料理できるの？」


    　先ほど真が考えた時にも行き詰まった問題を、彩が鋭するどく指摘する。


    「それは、その……」


    　真まことが返答に窮きゆうしていると。　　　


    「ほっほっほ、お困りのようじゃな」


    　不意に、老人の声がした。


    　三人ともびっくりしてそちらを見る。


    　仙せん人にんのような髭ひげの老人が立っていた。


    「いつの間に……」


    　老人がそんなに近くまで来ていることに、誰も気がつかなかった。


    　真はとっさに彩あやとみんとを庇かばい、前に出る。


    　みんとも、ブックコレクターに壊こわされたのとは別の光線銃を出して構えた。


    「そう慌あわてるでない。わしはおぬしらの味方じゃ」


    　謎なぞの老人は、そう言った。


    「味方？　じいさん、あんた誰だ？」


    『三さん国ごく志し演えん義ぎ』のキャラクターだろうか。


    　真はゲームなどの知識が主なので、すぐにはわからない。ゲームに出てくる人物はたいてい武将や軍師なので、真は、それ以外の仙人のような登場人物には疎うといのだ。


    「わしの名は左さ慈じ、字あざなは元げん放ぽうという」


    　老人はそう名乗った。


    「味方と言うけど、私たちのこと、知っているというの？」


    　彩が不審そうに尋ねる。


    「まあ、だいたいのところはな」


    　左慈はそう言って、笑った。


    　真は、彩たちの方を振り返り、相手に聞こえないよう小声で尋ねる。


    「左慈って、どんなキャラだっけ？」


    「私もそんなに詳くわしくはないわ」


    「うーん、静しず香かちゃんがいれば、知ってたかもしれないけど」


    『三国志演義』に登場するキャラクターは膨ぼう大だいである。さすがの彩やみんとも、そのすべてを把は握あくしているわけではなさそうだ。


    「わしが何者かは、わしに直接聞けばよかろう？」


    　かなり声を潜ひそめたつもりだったが、左慈には聞こえていたらしい。


    「わしは峨が眉び山さんで修行した方ほう術じゆつ使いじゃよ。この『三国志演義』という本の世界においては、方術を使って、曹そう操そうをバカにするような役どころじゃ。今の時点では、ずいぶん先の話じゃがな」


    「自分が本のキャラクターであることも、この先、何をするかも知っているというの？」


    　驚いて彩あやが尋ねる。


    「それほど驚くほどのことでもあるまい？　孔こう明めいも本の外の世界の人間と取引をしておるのじゃしな」


    　左さ慈じはそう答えると、嘆なげくように天を仰あおいだ。


    「おかげで、この世界の理ことわりがくるい始めておる。困ったものじゃ」


    「その話、詳くわしく聞かせてくれないか？」


    　真まことが要求すると、左慈はうなずいた。


    「それはかまわぬが、こんなところで立ち話をしておると、呉ごの兵士に見つかるぞ。この先にわしの庵いおりがある。ついてくるがよい」


    　そう言うと、さっさと歩き出す。


    「信用できると思う？　罠わなかもしれないわ」


    　彩が真に注意する。真は答えた。


    「罠だとしても、あえてはまるしかないさ。でないと、状況は変わらない」


    



    　深い霧の中に、奇妙な形の岩山が並ぶ。


    　そこは、掛け軸じくなどの絵でたまに見かける、水すい墨ぼく画がのような世界だった。


    「いつの間に、こんな所に……」


    　先を歩く左慈を追って、ただ普通に歩いていただけのつもりなのに、ふと気づくとそんな場所に出ていた。先刻までいたのは、長ちよう江こうのほとりで、呉の勢力圏の辺りだったはずだ。真は中国の地理には詳しくはないが、その辺りからほんのちょっと歩いた程度の距離のところに、こんな深しん山ざん幽ゆう谷こくがあるものだろうか？


    　そんな真の心の中の疑問を読んだかのように、左慈が説明する。


    「縮しゆく地ちの術じゆつを使ったのじゃ。この術を使うと、千里の道も、わずかな距離に縮ちぢめて、あっという間に歩くことができる。……さて、ついたぞ」


    　彼は、一軒の庵を指し示した。庵といっても、なかなか立派な建物だ。


    「入るがよい」


    「おじゃまします」


    　言われるままに、真は庵に入り、彩とみんともそれに続く。


    　通された部屋にはテーブルと椅い子すがあり、左慈が勧すすめるので、彼らは席についた。


    「まずは、食事でもどうかね？」


    　何もないテーブルの上を左慈の腕がひとなでする。中国の服の広い袖そでが卓たく上じようを通過した後には、料理を盛りつけた皿と人数分の箸はしが現れた。


    「すごーい。今の、いったいどういう原理？」


    　みんとが目をぱちくりさせる。彩は、食べても大丈夫だろうか、と不審そうな目で料理を見ていた。


    「そう警戒せんでも、毒など入っておらんよ。いらんのなら、全部わしが食うぞ」


    　左さ慈じはからからと笑いながら、自分の出した料理を食べ始める。


    「いらないとは言ってない」


    　真まことも警戒しないでもなかったが、美う味まそうな匂いに空腹を刺激され、自分も箸はしをとって料理を口に運ぶ。


    「ん、なかなかいけるな」


    「ははは、若いの、いい食べっぷりじゃな。娘さんたちも、遠慮せずに食べなさい」


    「それより、さっきの話だけど」


    　彩あやが切り出した。


    「ん、さっきの話というと、何の話だったかの？」


    　とぼけた様子の左慈に、彩は追及する。


    「この世界の理ことわりがくるい始めてるって話よ。それって、どういうこと？」


    「どういうこともなにも、その通りの意味じゃ。この世界、つまり『三さん国ごく志し演えん義ぎ』という本が本来、どういう物語なのかは、この世界の人間であるわしよりもむしろ、おぬしらの方が詳くわしいのではないかと思うが、その物語がねじ曲げられようとしておる」


    　左慈は説明した。


    「ねじ曲げる？　つまり、本来のストーリーではない、別の展開にしようとしているってことか？」


    　真が尋ねた。


    「その通り。あの孔こう明めいが、外の世界の人間と通じ、外の世界を知ったことによって、この先の本来の運命を知って、その運命を変えようとしておるのじゃ」


    「なるほど……。『三国志演義』で天才として美化されている孔明なら、それぐらいやりかねないわね」


    　彩は納得する。


    「孔明の目的は何なの？」


    　みんとが尋ねる。


    「それははっきりしておる。孔明は劉りゆう備びに仕つかえる軍師で、その忠誠心は生涯変わらない。つまりあやつの目的は、劉備の勝利じゃ。その気持ちはわからんでもない。が、そんなことをされては、この世界がメチャメチャになってしまう」


    　左慈はそう主張する。彩がうなずいた。


    「そうね。通常の暴走とはちょっと違うけど、そんな風に本来と違う姿にゆがんでしまった異い界かいは、現世にも影響を与えずにはいられない。異界本として現世とつながり続けて、人や物が出入りすることになる。……ブックコレクターにとっては、まさにそれが狙ねらいでしょうけど」


    「逆に言えば、そのゆがみを是ぜ正せいし、この世界を本来あるべき姿に戻せば、この『三さん国ごく志し演えん義ぎ』は異い界かい本ぼんから、通常の本に戻る。そうなれば、本来、この本の住人ではないおぬしたちは外にはじき出される。つまり、おぬしたちが元の世界に帰るには、この世界を元に戻せばよいというわけじゃ」


    　左さ慈じがそう進しん言げんする。真まことが言った。


    「つまり、あんたは世界を元に戻すために、俺たちを利用したいわけだ？」


    「利用とは人聞きが悪いのう。利害が一致しているから、協力しようというのじゃ」


    「じゃあさ、あなたが自分でなんとかしたら？」


    　みんとが言う。


    「さっきの縮しゆく地ちの術じゆつとか、すごい術を使えるんだからさ、その術で孔こう明めいのジャマをすればいいじゃない」


    「そういうわけにはいかん。わし自身が『三国志演義』の登場人物なのだから。今わしが直接孔明に手を出したりしたら、それこそ、物語が変わってしまう」


    　左慈はみんとの提案を一いつ蹴しゆうした。


    「だからこそ、わしはおぬしたちに協力を求めたい」


    「なるほど。料理を出したら、次は請求書ってわけね」


    　彩あやらしい皮肉を言う。


    「もともと外の世界の人間が孔明をそそのかして、この世界をおかしくしておるのじゃ。外の世界の人間がそれを正すのが、責任というものじゃろ。今だって、孔明には、おぬしたちの仲間の一人が協力しておる。おかげで、本の物語はすぐにも変わりかねない」


    「孔明の側そばに？　それはきっとブックコレクターね。私たちの仲間ではないわ」


    　彩が否定すると。


    「いや、そいつではない。おぬしたちの仲間じゃ。ほれ」


    　左慈が宙に手を出して何やら動かすと、空中に見えないスクリーンでもあるかのように画像が浮かび上がった。


    　映し出されているのは二人の人物。一人は今話題になっていた諸しよ葛かつ孔明だ。


    　そして、その孔明と親しげに話している様子の女性。


    　三人は驚きの声をあげた。


    「そんな……中なか富とみ！」


    「中富さん？」


    「うそ……白しら雪ゆきちゃんが？」


    　孔明に協力している女性とは、中富白雪にほかならなかった。


    「孔明という男、口は達者じゃ。なにしろ、曹そう操そうと戦うか和わするか迷っていた呉ごの孫そん権けんを説とき伏せて、曹操との決戦を決断させた男じゃからな。その中富という娘も、あやつの口くち車ぐるまに乗せられたんじゃろう。それになんらかの術にもかかっておるようじゃ」


    　左さ慈じが説明する。


    「なら、すぐに助けなきゃ」


    　真まことがいきり立つ。


    「落ち着かんか。孔こう明めいが今おるのは、同盟している呉ごの陣中じゃ。おぬしらが近づけば、呉の兵士に攻撃されるのがオチじゃぞ」


    「でも、このままにはしておけない！」


    「そう、このまま事態が推移すると、近いうちに、この本の世界は、本来の物語と違う展開になる」


    　左慈が断言する。


    「近いうち……あ、もうすぐ、赤せき壁へきの戦い……！」


    　真がはっとする。この世界ではちょうど、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の最大の山やま場ばともいうべき決戦が迫っているのだ。


    　曹そう操そう軍と、劉りゆう備び・孫そん権けん連合軍は、長ちよう江こうの赤壁で、大決戦に及ぶ。


    　孔明が、本来のストーリーをねじ曲げて曹操を倒すとしたら、まさにこの時に違いない。


    　彩あやも同じ考えのようだ。


    「なるほど、状況はだいたい理解したわ」


    　しばらく考えてから、彼女は言った。


    「どっちにしろ、私たちが現世に戻るには、世界のゆがみを正す必要があるわね。今回はいつもみたいに、菅すが原わら君が本を説得するってわけにいかないし、異い界かいを自在に行き来できる中なか富とみさんや大おお友ともさんはこの場にいないんだから」


    「そうは言っても、具体的にどうするの？」


    　みんとが尋ねる。


    「簡単な話よ。孔明は、この機会に曹操を倒そうとしている。中富さんが、それに協力している。だったら、私たちは、それを阻そ止しすればいい。つまり、曹操を助けるの」


    　彩の答えに、真は驚きの声をあげる。


    「曹操に味方するって？」


    「もちろん、味方するといっても、『三国志演義』の物語に矛む盾じゆんしない範囲でよ。難むずかしいけど不可能じゃないと思うわ」


    「で、でも……」


    　真にはどうも抵抗があった。


    『三国志演義』で悪あく玉だま的な扱いである曹操を助けなければいけないというのが、感覚的にあまりいい気分のものではない、ということも多少はある。


    　が、それは些さ細さいな問題だ。真は、三国志にはゲームで親しんでいる。ゲームでは、魏ぎ、呉、蜀しよくのどの陣営のキャラクターでも遊べるので、そこから三さん国ごく志しを知ると、曹そう操そうは悪あくとばかり決めつける偏へん見けんにはあまりとらわれることはない。


    　それよりひっかかるのは、そうすることによって、白しら雪ゆきと敵味方になってしまうことだ。


    「俺は、それより、やはり中なか富とみを直接助けに行くべきだと思う。それに、呉ごにいるのなら、俺を逃がしてくれた宮みや本もとも心配だし。やはり、呉に行かないと」


    　これまで異い界かいで司書たちが途と方ほうにくれた時には、真まことがリーダーシップを発はつ揮きした。普段はなんだかんだ言って真のことをバカにしている司書たちも、そんな時は真を頼りにしてくれて、その指示に従ってくれた。


    　ところが、どういうわけか今回に限って、彩あやは真に従おうとしなかった。


    「そう、そんなに中富さんを助けたいんだ……。なら、勝手にすれば」


    　なぜか怒っているような、悲しんでいるような顔で、彼女は言い放はなつ。


    「な、なんだよ？　仲間を助けたいと思うのは当然だろ？」


    「ええ、そうね。助けに行ってあげればいいでしょう。私は、さっき言ったように、曹操の陣営に行くから」


    　その強きよう硬こうな態度に、真もカチンときた。


    「君がそんな薄はく情じようなやつだとは思わなかったぞ」


    「ちょっと、二人とも……やめてよ、こんな時に」


    　いつもなら無責任にケンカを煽あおるみんとですら、思わずなだめようと声をかけるほど、二人の間の空気が険けん悪あくになった。


    「ならば、二ふた手てに分かれればよいのではないか？」


    　左さ慈じが間に入った。


    「お嬢さんは、曹操を助ける。おぬしは、呉に潜入し、仲間を説得する。たとえどちらか一方が失敗に終わっても、もう一方が成功すれば、最終的にはおぬしたちは外に出る力を得ることになる」


    「そうだな。そうしよう」


    　真はうなずいた。


    「でも……二人とも、戦いの能力はないのに……」


    　みんとが心配する。


    「立たち花ばなは、小こ平だいらについてやってくれ。俺は自分でなんとかするよ。なんとかできることを証明してやる」


    「ほっほっほ、男じゃのう。まあ、わしも協力してやろう。とりあえず、この世界でおぬしらの姿は目立つ。普通の服を用意してやるとしよう。それと、軍資金も必要じゃろうて」


    　左慈は、そう言って、立ち上がった。　　　


    　そして、なぜか真にだけ、手招きする。


    　服や金を用立ててくれるというのだから、ついていかないわけにはいかない。ここで待つように彩あやとみんとに目め配くばせし、真まことは彼に続いて庵いおりの奥に向かった。


    　部屋を出て二人だけになると左さ慈じは不意に、真に言う。


    「中なか富とみ白しら雪ゆきという娘が術にはまったのは、心に隙すきがあったからじゃ。そして、若い娘の心の隙といったら、たいていは色恋沙ざ汰たじゃな」


    「あの中富が？」


    「気づいておらんのか？　気づいておるのに、気づかぬふりをしておるのか？　先刻の娘とのやりとりで、このわしでも、だいたいのところは察したというに」


    　左慈はからかうように笑う。


    　白雪と小こ平だいらが真を巡めぐってライバル関係にあると言いたいらしい。静しず香かにも同じようなことを指摘されたが、本のキャラクターにまでそんなことを詮せん索さくされるいわれはない。


    「あんたには関係ないだろ！」


    　真が抗議すると、彼は真顔に戻った。


    「まあ、確かにそれはおぬしたちの問題じゃがな。おぬしがはっきりと答えを出さねば、白雪という娘にかかった術は解けぬのではないかな？」


    「俺が答えを出す？」


    「どちらかの娘を選ぶ、ということじゃよ。ひょっとすると、その選択に、この世界の命運もかかっておるのかもしれんのう。その時が来たら、おぬしが正しい選択をしてくれることを願うばかりじゃ」


    　左慈はまたからからと笑う。


    　どこまで本気で言っているのかわからない、食えない爺じいさんだった。


    



    「う……」


    　激しい頭痛を感じて、宮みや本もと静香は目を覚ました。


    「気づいたか？」


    　男性に声をかけられる。


    「ああ……私は……」


    　いったい何がどうなっているのだろう？


    「手て荒あらなことをしてすまなかった。おぬしの闘たたかいぶりがあまりに見事だったので、こちらとしても、手加減ができなかったのだ」


    　目の前の男性はそう言って、茶碗を差しだす。


    「薬やく湯とうだ。飲むとすっきりする」


    「あなたは？」


    　出された茶碗の苦い液体に口をつけて、尋ねる。


    「呉ごの武将で、太たい史し慈じ。字あざなは子し義ぎだ」


    「……あ、そうか、私はあなたと闘たたかって……」


    　意識を失う前に、目の前のこの人物と闘っていたことは、なんとなく思い出した。


    　どうやら、闘う間に、頭を強く打ってしまったらしい。


    「あのような見事な勝負は、今は亡き伯はく符ふ様との一いつ騎き打うち以来でござった。女子の身で、あれほど武の道を究きわめるとは、まことにたいしたもの。敬意を表ひようし、失礼ながら、我が陣営に丁てい重ちように運ばせていただいた」


    　伯符というのは、確か孫そん策さくの字だ。孫策は孫そん権けんの兄。そういうことは覚えているのに、なぜか肝かん心じんのことを思い出せない。思い出そうとすると、頭痛が激しくなる。


    「すまないが、子義殿。その……教えてほしい」


    　静しず香かは言った。


    「教えて差し上げられることなら。ただし、軍の機き密みつは教えられませんぞ。で、何をお知りになりたいのかな？」


    　太史慈は尋ねる。


    「……私は何者だ？　なぜあなたと闘った？」


    　静香の目は真剣だった。


    「自分が何者か、覚えていないというのか？」


    　太史慈は、これは演技で言っているのだろうか、と疑ってるらしい。


    「名前ぐらいはわかる。シズカ……そうだ、ミヤモトシズカ。だが、どこから何のために来たのか、思い出せない。頭を強く打ったせいらしい」


    「ミヤモ……長くて覚えにくい名だな。その奇妙な装しよう束ぞくといい、異国の者らしいな。南なん蛮ばんの者か」


    「シズカでいい。それで、私はなぜ、あなたと闘ったんだ？」


    「ふむ……」


    　太史慈は、しばらく静香の顔をのぞき込むように見つめていたが、やがて言った。


    「どうやら、とぼけているわけではないらしいな。お前は、曹そう操そう軍の間かん者じやだったのだ。おそらく、その腕を買われたのだろうな」


    「曹操軍の？」


    　間者だったと言われても、なんだかピンとこない。


    　自分は本当にそんな人間だったのだろうか。


    「ああ。我が呉にまさに侵しん攻こうしようとしている、な。だから私は、おぬしと闘ったのだ」


    「うーん、はっきりとは思い出せないけど、自分は曹操のために働いてなどいなかったような気がする……」


    　静香がうなるように言うと、太史慈は提案した。


    「そうか、おぬし、曹そう操そうに義理がないのならば、呉ごに仕つかえぬか？」


    「呉に？」


    　意外な勧誘に、静しず香かは戸と惑まどう。


    「おぬしほど武ぶを極きわめた者なら、たとえ女子といえど、わが主あるじ、仲ちゆう謀ぼう様や、周しゆう都と督とくも重く取り立ててくれよう。私からも口添えしてやる」


    　仲謀は呉の軍ぐん閥ばつの当主である孫そん権けんの字あざな。周都督とは、呉の水軍都督の周しゆう瑜ゆのことだ。


    「ちょっと待ってくれ」


    　静香は薬やく湯とうの残りを飲み干して、考える。


    「うーん。記憶が戻るまでは、どっちにしろ、どこにも行くあてがないしな。わかった。記憶が戻るまででよければ……」


    　結局、そう返事をした。


    「それはよかった。今は、一人でも、強い者が欲しい時だからな。なにしろ、曹操との決戦が間ま近ぢかに迫っている。ぜひ力を貸してくれ」


    「呉は、劉りゆう備びの陣営と同盟しているんだよな？」


    　なんとなく、確認する。


    「そうだ。しかし、彼らの軍は、曹操にさんざんやられて、敗はい残ざん兵へいも同然。これから曹操を討ち破る主体は、あくまで我ら呉軍だ」


    　太たい史し慈じはそう宣言する。


    「わかった、協力しよう」


    　静香はうなずく。


    　その同盟軍である劉備陣営に白しら雪ゆきがおり、そして敵である曹操には彩あやが協力しようとしていることなど、彼女は夢にも思わない。


    　それどころか、自分が、この『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界の人間ですらない、現世の人間で異い界かい図書館の司書であることすら、覚えてはいないのだった。


    　かくして、司書たちは、劉備、曹操、孫権、それぞれの陣営に分かれてしまう。


    　そして、赤せき壁へきの戦いの時は迫りつつあった。

  


  
    



    　第六章　泥でい濘ねいの中の選択


    



    「都と督とく殿、ご病気とうかがいましたが、お加減はいかがです？」


    　孔こう明めいは、呉ご軍ぐんの総司令官、周しゆう瑜ゆの陣を訪おとずれていた。


    「はは、なに、たいしたことはない」


    　美び周しゆう郎ろうとも呼ばれた美男子の周瑜の表情は、あまり明るくなかった。


    　病気というよりも、何かに思い悩んでいる様子である。


    「病やまいの原因、言い当ててみせましょうか」


    　孔明は鋭するどく指摘する。


    「火ひ攻ぜめは準備万ばん端たん整ったが、ただ東南の風だけが足りない」


    　周瑜の顔色が変わった。


    　赤壁の戦いの前ぜん哨しよう戦せんは、双方の知恵比べである。


    　周瑜はすでに、曹操の大艦隊を炎によって一気にかたづけるべく、さまざまな工作に成功していた。


    　後はただ、その実行の時を待つばかりなのだが、最大の問題は天候であった。こればかりは周瑜がいかに知ち将しようであってもどうにもならない。


    　火ひ攻ぜめを行おこなうには風向きが重要だが、この時期、この地方では、風は北西から吹く。


    　呉ごは東南から攻めることになるので、それでは逆ぎやく風ふうだ。火を放はなっても燃え広がってくれないことになる。


    「ご安心を、都と督とく殿。この孔こう明めいが、なんとかいたしましょう」


    　孔明が請うけあう。


    「なんとかすると？　東南の風をか？」


    　周しゆう瑜ゆはいぶかしげに問い返す。


    「私は、かつて異人より天候を操あやつる術じゆつを学びました。七しち星せい壇だんを築き、祈りを捧ささげて東南の風を呼びましょう」


    　この場合の「異人」とは異国人のことではなく、「不思議な人」ぐらいのニュアンスだ。中国の古典の物語では、超ちよう常じよう的てきな力は仙せん人にんのような不思議な老人から授さずけられるものと相場が決まっていた。漢かん王おう朝ちようを築いた軍師張ちよう良りようも、老人から兵へい法ほう書しよを授けられたことになっている。また、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の冒ぼう頭とうで黄こう巾きん党とうの乱を起こす張ちよう角かくも、仙人から妖よう術じゆつの書を受け取ってその力を得た。


    　逆に言えば、この時代に自分に不思議な力があると主張するなら、その力は不思議な人から授さずかったと称するのが説得力があったとも言える。


    「そうか。ならば、ぜひ風を起こしてもらおう」


    　周瑜は、言われるままに彼に依頼する。


    　そんな突とつ拍ぴよう子しもない話を、それほど信用したわけではない。


    　だが、孔明が本当に風を起こしてくれればよいし、できなければそれはそれで、孔明を処断する口こう実じつになると考えたのだ。


    　呉は今でこそ、共通の敵曹そう操そうと共闘するために劉りゆう備び陣営と同盟はしているが、周瑜などは劉備や孔明に心を許してはいない。いずれは敵対するものと考えている。


    　そのために、これまでにもなんとか孔明を抹まつ殺さつしようと画かく策さくし、大量の矢を短期間に調ちよう達たつするよう命令したこともある。できなければ処刑する、というわけだ。


    　その時には孔明は、深い霧きりに乗じて、多数のワラ人形を積んだ船団で曹操の艦隊に接近し、曹操軍に矢を射いかけさせた。帰る頃にはワラ人形に大量の矢が突き刺さっており、期限内に約束の矢をみごと調達して、周瑜たちを驚かせ、感心させたものである。


    　そうやって孔明が非凡な知ち略りやくを見せれば見せるほど、周瑜は将来のために孔明を殺さねばならないとより強く決意することになるのだが。


    「それでは、さっそく……」


    　孔明は一礼し、天てん幕まくを出ていこうとする。


    「時に、孔明殿」


    　周瑜は、出ていこうとする孔明に声をかけた。


    「かたわらにいる、そちらの女性は何者ですかな？」


    　先ほどから、孔こう明めいの側そばに、ずっと一人の女性が付き従っていた。


    「なに、都と督とく殿に紹介するほどの者ではありませんよ」


    　孔明は振り返って説明した。


    「私に協力してくれている、ただの異人です」


    　その女性は、無言で周しゆう瑜ゆに一礼する。


    「では、ご機嫌よう」


    　孔明とその女性、すなわち中なか富とみ白しら雪ゆきは、今度こそ天てん幕まくを出ていった。


    「異人……ね。確かに、不思議な人のようだな」


    　二人が出ていった後、周瑜はつぶやく。


    「だが、異人がついているのが自分たちだけだと思うなよ。……太たい史し将軍を呼べ」


    　周瑜は太たい史し慈じを天幕に呼んだ。


    「お呼びですか、都督」


    　太史慈に、周瑜は単たん刀とう直ちよく入にゆうに命じたのだった。


    「例の女おんな間かん者じやに、孔明を見はらせろ」


    



    　孔明の指示で、七しち星せい壇だんが築かれた。


    　炎が焚たかれ、孔明はここで、東南の風が吹くよう、三日三晩祈りを捧ささげる。


    　吉よし川かわ英えい治じの『三さん国ごく志し』などでは、孔明はこの時期にも東南の風が吹くことを観測によって実は知っていた、ということになっている。が、『三国志演えん義ぎ』の世界では、孔明は本当に風を呼ぶのである。


    　孔明が祈りを捧げて二日が過ぎ、そして三日目も終わろうとしていた。


    　日が落ちて、壇で焚かれる炎が孔明の顔を照らし出す。


    「いくら祈ったところで、この時期に東南の風なんて吹くわけが……」


    　半なかばバカにしながらその護衛をしていた呉ごの兵士たちは、周囲の様子がなんだか変わってきたことに気づいて、顔を見合わせる。


    「おい、なんだか、妙じゃないか？」


    「……北西の風が、やんだ……」


    　兵士たちが、ざわめきだす。


    　そうこうするうちに、旗がそれまでとは逆の方角へはためきだした。


    「本当に、風が吹いた！」


    「風を操あやつるなんて……孔明は鬼き神しんか？　とても人とは思えん」


    　つい先刻までの態度が一変し、恐おそれおののきだす。


    　一心に祈っていた孔明が、振り返った。


    「東南の風は吹いた。これで、曹そう操そうの艦隊は終わりです。あなたがたは、しばらくこの七しち星せい壇だんを護まもっていなさい」


    　兵士たちはただうなずいて、配置につく。


    　孔こう明めいは、壇の前を離れようとした。


    「それは結構。しかし、鬼き神しんにも消えてもらう！」


    　闇やみの中から不意に女性の声がした。


    「孔明、覚悟！」


    　何者かが闇の中を高速で動いて、孔明の方に接近してくる。


    　その影は、刈かり込こみ鋏ばさみを手にしていた。


    　だが、その影が孔明に迫るより前に。


    　七星壇の炎がボッと激しく燃え上がる。


    「なっ？　ああっ！」


    　孔明に迫っていた女性が悲鳴を上げた。


    　何か見えない壁に阻はばまれたかのように弾はじかれる。


    　それでも、すぐに体勢を立て直し、一瞬で再び闇の中に消えたのはさすがと言うべきか。


    　壇の炎の裏側から、別の女性が姿を現した。中なか富とみ白しら雪ゆきだ。


    「あいにくでしたわね。この場所には私が結けつ界かいを張って、護まもっておりましたの。いかなる刺し客かくも、孔明様には手出しはできませんわ」


    　白雪はどうやら、孔明を狙ねらってきた刺客の正体が宮みや本もと静しず香かであることに気づいていないらしい。以前にも増して、深く術じゆつにかかっているようだ。


    「さっさと帰って、都と督とくに伝えるといいですわ。風は吹いたのですから、早く全軍で曹操軍を攻撃しろとね」


    　一方、それに対する静香の方も、記憶が戻っていない。


    「あの女……誰？　どこかで聞いた声のような気がするけど……ううっ！」


    　思い出そうとすると、頭痛が激しくなる。


    「ええい、ジャマするなら、倒すまで」


    　基本的に、ジャマする相手は力ずくで倒す、困難は力ちから業わざで突破し解決するというのが、静香の発想である。その態度は、過去に真まことや彩あやにも批判されたが、今は記憶を失っているだけに、かえって本ほん性しようが出る。


    　静香は忍びらしく闇の中に身を潜ひそめ、相手の隙すきをうかがう。


    「結界といっても、いつまでもその中に閉じこもっているわけではないでしょう」


    「どうしても諦あきらめないようですわね。ならば、私の魔法をくらいなさい」


    　白雪が呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始める。


    「二人とも、よせーっ！」


    　急に、今度は男性の声が割って入った。


    　この時代の庶しよ民みんの服を着た男が、二人の中間に飛び込んできたのだ。


    「なんでおまえたち司書同士が闘たたかってるんだよ、中なか富とみ！　宮みや本もと！」


    　二人のいる方を交こう互ごに見て、怒ど鳴なる。


    　言うまでもなく、それは菅すが原わら真まことだった。


    　左さ慈じから借りた服を着てこの時代の庶民に身をやつした彼は、ちょうど孔こう明めいが祈りを捧ささげていたこの数日、白しら雪ゆきや静しず香かを捜して呉ごの陣営に潜もぐり込もうと苦労していた。


    　当面の保存食と若じやつ干かんの活動資金も左慈に用意してもらったので、とりあえず近くまでは来ることができたのだが、やはり呉の陣地の周囲は間かん者じやに対する警戒が厳しく、その捜そう索さくは容よう易いではなかった。


    　そうこうするうちに、孔明が七しち星せい壇だんで祈りを捧げているという話を噂うわさで聞き、孔明と一緒にいるはずの白雪と接触しようとやってきたのだ。陣地そのものではなく、七星壇なら警備も薄うすいだろうという予測もあった。それでも、こうして日が落ちるまでは近づくことはできなかったのだが。


    　そして、ようやくたどり着いてみれば、なんと白雪と静香が激突寸前という状況だった、というわけだ。


    「……あ……あなたは……」


    　呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていた白雪は、その詠唱を止めた。


    　だが、真を見るその目はどこか焦しよう点てんがあっていない。


    「中富！　しっかりしろ、俺だ！　菅原真だ！」


    「……菅原……さん……」


    　白雪は、突然、とんでもないことを口走る。


    「菅原さん、私、あなたを誰にも渡しませんわ。小こ平だいらさんにも、宮本さんにも」


    「なんだって……？」


    　さすがにこうなると、真も左さ慈じの言ったことを認めざるをえない。白雪はさらに言う。


    「そのために、この『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界で、劉りゆう備びの陣営を勝たせます」


    「ちょっと待て！　どういう理屈だよ？　おまえ、また変な術じゆつで操あやつられてるぞ？」


    　以前にも、彼女は別の人格が現れたことがある。


    　どうも今回も、術のせいで、その時と似たことが起こっているようだ。


    「そうかもしれないですわね。でも、だからこそ、今の私の気持ちは本当なのですわ」


    　白雪はそう断言した。


    「ふふふ、幸せ者ですね、この娘さんに、こんなに想ってもらえて」


    　横から孔明が口をはさむ。


    「孔明！　中富は返してもらうぞ」


    　真まことが要求すると、孔こう明めいは言った。


    「お返しますよ、私の悲ひ願がんが達成されたらね。さしあたって、この戦いで曹そう操そうを倒すことができたら、その時に」


    「この戦いで、曹操を倒すだと」


    　赤せき壁へきの戦いは、呉ごに攻せめてきた曹操軍を撃退するだけだ。曹操は大打撃を受けることになるが、死にはしない。本拠地に戻ればその勢力はなお絶大である。


    「おまえは、それが無理なことを知っているはずだぞ」


    「ええ、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の本来の筋書きでは、無理でしょうね」


    　孔明の表情は、自分がそのストーリーを変えてみせるという自信に満ちていた。


    「バカな。『三国志演義』の世界を変えさせはしないぞ」


    　真は怒ど鳴なる。ゲームなどで親しんでいるキャラクターを怒鳴りつけるのは、どうも妙な気分だ。


    「私は、世界を変えてみせます」


    「諸しよ葛かつ孔明は、そんな大だいそれたことを考える人間じゃないはずだ！　なんていうか、もっと天命とか運命とか、そういうものを知っている人だろう」


    　ゲームやマンガなどで真が知っている孔明は、目的のためなら人を陥おとしいれるようなこともする冷れい酷こくな面もある人だが、もっと謙けん虚きよな人ひと柄がらではなかっただろうか。占いなどで運命を知ったら、それに逆さからわない。そんな人だ。


    「あなただって、考えが変わりますよ。自分自身が、実は本の登場人物にすぎない、そんな事実を知ってしまったなら」


    　確かに、自分の世界が、実は紙に書かれた本の世界にすぎなかった、などと知るのはショックだろう。


    　それはまさに、自分の世界そのものの否定だ。


    「それでも、認めるわけにはいかない」


    「では力ずくで止めてみせるのですね」


    　孔明は、そう言って、白しら雪ゆきに何か合図を送る。白雪がうなずいた。


    　孔明に気を取られて真はうかつにも気づいていなかったが、先ほどから白雪は小声で、呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていた。


    「しまった！」


    　気づいた時にはもう遅かった。


    　孔明と白雪の姿が光ったかと思うと、次の瞬間にはかき消すようにいなくなっている。


    「ちっ、逃げられた」


    　どうやら白雪にかかっている術は、簡単には解けそうにない。


    　真の脳裏に、左さ慈じの言葉がよみがえる。


    （おぬしがはっきりと答えを出さねば、白しら雪ゆきという娘にかかった術じゆつは解けぬのではないかな？）


    　そんなバカな、と思い、彼は首を振った。


    　とにかく、こうなったらせめて、静しず香かだけでも合流せねばならない。


    「宮みや本もと！　宮本？　どこだ？」


    　先ほどから、ずっと静香は気配を消していた。


    「おい、姿を現してくれよ？　いったい……わっ！」


    　急に、彼の目の前に、刈かり込こみ鋏ばさみの刃が突き出された。


    「騒ぐな！」


    　いつの間にか背後に立っていた静香が、鋏を構え直して、切っ先を真まことの喉のどに押し当てる。


    「これはなんの冗談だよ？　それとも宮本まで、術にかかってるのか？」


    　真はおそるおそる尋ねる。


    「あんた、私を知っているの？」


    　静香が質問で返す。


    「知ってるも何も……おい、本当に俺がわからないのか？」


    「ああ、頭を強く打って、記憶がはっきりしないんだ。名前以外、何も思い出せない。私は何者なの？　そしてあんたは誰？　さっきの女は何者？」


    　どうやらふざけているのでも、操あやつられているのでもないらしい。


    「記憶喪失かよ、そんなこと、本当にあるんだな」


    　真は大きく息を吐いた。


    「わかった、全部説明するよ。でも、その前に、その鋏を引っ込めてくれない？　これじゃ、話しにくくて」


    　そう言っている間に、向こうの方から何人かやってくる気配がする。


    　おそらく、周しゆう瑜ゆの命令で孔こう明めいを捕らえにきた一隊だろう。孔明が東南の風を実際に吹かせたことで、周瑜としてはますます生かして劉りゆう備びの元に帰すわけにはいかなくなったのだ。


    「それと、この場を離れよう。俺、あいつらに見つかるとマズいんだ」


    「む……」


    　静香は少し考えたようだが、今の任務よりも自分の過去を知りたいという欲求が勝ったようだ。


    「わかった」


    　二人は急いで、七しち星せい壇だんから離れたのだった。


    



    「ここは本の中の世界で、私は、外の世界の人間だって？」


    　説明を聞いた静香は、一笑に付した。


    「あんた、私をバカにしてんの？」


    「いや、本当なんだってば」


    　これまで司書として活動してきた静しず香かに、まさかここまで異い界かいを否定されるとは思ってもみなかった。


    　だが、確かに、それに関する記憶を失ってしまったなら、突とつ拍ぴよう子しもないことに聞こえるに違いない。思い起こせば、真まことだって、初めて異界を知った時には、実際に不思議なできごとをその目で見ていたにもかかわらず、すぐには納得できなかったものだ。


    「私のことを知っているというから話を聞いてみれば、とんだヨタ話じゃないか。時間の無駄だったな」


    「待て！　待ってってば」


    　あきれて立ち去ろうとする静香を、真は必死で引き留める。


    　異界についての理屈をいくら並べても、どうやら信じてもらえそうにない。とすれば、とにかく、現世のことを少しでも思い出してもらうしかない。


    「君は、高校生なんだ。高校。覚えてないか？」


    「高校……」


    　静香が、その単語に少し反応する。


    「勉強するところ。ほら、英語とか国語とか数学とか、勉強しただろ？」


    　脈がありそうだと見てとった真はたたみかける。


    「うーん……聞き覚えのある言葉だとは思うんだけど……」


    　静香は首をかしげる。


    　あまりピンと来ないようだ。


    「そうか……英語とか数学とか、学校での勉強には、あんまり思い入れがないんだな」


    　真自身もそうだし、今時の高校生の大半はそうだろう。


    　とすれば、もっと彼女が関心を持っているようなことを言ってやらないとダメだ。


    　真は必死に考える。彼女が関心を持っているものと言ったら、何だ？


    「時代小説。おまえ、時代小説、好きだったろ？」


    「あ……」


    　静香がピクッと反応した。


    　思った通りだ。


    　司書にとって深い思い入れがあるもの、それは本に決まっている。


    「ええと、ホラ、『燃えよ剣』の事件の時、その作者について、前に熱く語ってたろ。ええと、なんていったっけ、ホラ、シバ……なんとか」


    　真はここぞとばかりに時代小説の話題をふろうとするのだが、その真には、時代小説についての知識があまりない。


    　しかたないので、歴史小説の作者についての話は切り上げて、それよりも、静香が前に話してくれたことを思い出しながら話す。


    「君は、有あり原はらって男に憧あこがれて、その男が好きだった時代小説を読むようになったんだろ。いろいろ影響受けて。そいつのために、可愛いグッズとかも好きになって」


    「……う……」


    　頭痛がするのか、静しず香かはしばらく頭をおさえていたが、もごもごと口の中で何か言った。


    「ん？　なんだ？」


    　よく聞こえなかったので真まことが問い返すと、静香は顔を真っ赤にしてまくしたてた。


    「……くだらない話を覚えてるな。こっぱずかしいだろ！」


    「わっ？」


    　急に大声を出されて、真はびっくりする。


    「それと、司し馬ば遼りよう太た郎ろう！」


    「え？」


    　思わずきょとんとする真に、静香は説明する。


    「『燃えよ剣』の作者。日本を代表する時代小説の作家だぞ？　前にも言ったろ。司馬史観って言葉もあるほど日本人の歴史観を左右した偉大な作家だ。忘れんなよ」


    「宮みや本もと、思い出したんだな？」


    　真は喜びのあまり、思わず静香に飛びついた。


    「あ、ああ。おかげさんでな」


    　静香は、飛びついてきた真を反射的に抱きとめる。


    　顔と顔が息がかかるほどの距離になり、目と目が合う。


    「わわっ？」


    　真は、とんでもない体勢になっていることに気づいて、思わず赤面してしまう。


    「ば、バカ、何赤くなってんだ。こっちまで照れるじゃない」


    　静香が慌あわてて真を突き放はなす。


    「と、とにかく、記憶が戻ってよかった。これまでのことは覚えてる？」


    　真は改めて尋ねる。


    「ああ、ちょっと待って。急に記憶が戻ったんで、ちょっと頭が整理しきれてなくて……。そういや、さっき孔こう明めいと一緒にいた女、あれ、白しら雪ゆきだったよな？　いったいどうして？」


    　静香は、先刻のことを思い出し、混乱しているようだ。


    「状況を説明すると……」


    　真は、静香と別れてからのこと、左さ慈じから聞いた情報などを簡単に説明した。


    「なるほど、白雪は術じゆつで操あやつられて劉りゆう備び陣営についている。彩あやとみんとは、孔明と白雪によって世界が変えられることを防ぐために曹そう操そうを守りに行った、と」


    　静香は、そう確認して、周囲を見回す。


    　東南の風がビュウビュウと吹きすさんでいた。


    「そして、こうして風が起こっている。もう赤せき壁へきの戦いが始まる」


    「あ、そうか、忘れてた」


    　その戦いで曹そう操そうが死んでしまったら、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界は変わってしまう。


    「あたしたちも行くよ、戦場へ！」


    　静しず香かが宣言する。


    「でも、どうやって？」


    　戦場は広い長ちよう江こうの、ここからずっと離れた水上、及び、向こう岸だ。


    　静香は請うけあった。


    「あたしに任せときな。この数日、だてに呉ご軍ぐんで働いてたわけじゃないんだ。軍船に潜もぐり込むぐらい簡単だわ」


    



    　戦いは、黄こう蓋がい将軍の偽いつわりの投降から始まった。


    「ご覧ください、丞じよう相しよう閣かつ下か、黄こう将軍の船団です」


    　丞相曹操の側そつ近きんの者たちが、近寄ってくる船団を指さす。


    「うむ、ようやく来たか。これでこちらの勝ちは決まったようなものだな」


    　曹操は満足げにうなずく。


    　かつて劉りゆう備びらと共に黄こう巾きん党とうの乱を平へい定ていした曹操は、その後の動乱の間に勢力を確立し、ライバルの軍ぐん閥ばつを一つ、また一つと潰つぶしていき、皇帝劉りゆう協きよう（後に献けん帝ていという諡し号ごうを与えられることになる、後ご漢かん王朝最後の皇帝）を擁よう立りつして、自分はその丞相の地位につき、今や中国で最大の勢力となっていた。


    　地方にはまだ従わない勢力もいくつか残っているが、今の曹操に比べればそれぞれの力はたいしたことはない。たとえば、現在の劉備など流る亡ぼうの弱小勢力にすぎないのだ。かろうじて対抗できる力を持っているのは、呉ごの孫そん権けんだけである。


    　その呉を一気に攻略しようと、曹操は長ちよう江こうに軍を進めてきたのだが、水上戦は勝手が違っていた。水軍では、呉に一いち日じつの長ちようがある。


    　それだけに、曹操が呉から投降してくる武将にかける期待は大きかった。


    　呉の宿将黄蓋は、司令官である周しゆう瑜ゆを罵ば倒とうして百叩たたきの刑を受けていた。それに対する怒いかりから曹操側に寝返る、というのである。


    　だが、曹操は知らなかったが、それは芝居であった。芝居と言っても、百叩きの刑けい罰ばつは実際に行おこなわれており、その様さまを曹操側のスパイが報告していたのだから、説得力がある。


    　自分の肉体を苦しめることで敵を欺あざむく、「苦く肉にくの計けい」である。


    　用心深い曹操もまんまとこれに引っかかり、黄蓋の船団が、兵ひよう糧ろうなどの軍事物資を積載して投降して来るのを待ち受けていたのだ。


    　が、しばらくするうちに、どうも様子がおかしいことに曹そう操そうも気づいてくる。


    「おかしい。速度を落とさずに突き進んでくるぞ？」


    「止まるように伝えろ！」


    　黄こう蓋がいの船団は、東南の風を帆ほに受けてまっすぐに突き進んで来る。


    「……東南の風……しまった！」


    　曹操はようやく謀はかられたことに気づいた。


    　黄蓋の船団に積まれていたのは、兵ひよう糧ろうなどではなく、藁わらの束や油や硫い黄おうといった、大量の可燃物であった。


    　兵士たちは自らの船に火を放はなち、自分たちは長ちよう江こうに飛び込んで避難する。


    　それらの船はたちまち炎上するが、そのまま東南の風を受けて、曹操の水上大だい要よう塞さいめがけて突っ込んでいく。


    　曹操の艦隊は、この時、船と船を鎖くさりで繫つなぎ、間に板を渡していた。


    　個々の船は鎖で繫がれていて自由に動けないわけで、このように火を放たれたら、その炎がどんどん燃え広がってしまう。


    　東南の風に煽あおられて、紅ぐ蓮れんの炎は激しく燃えさかり、広がっていく。


    「うおっと。見ろ、火の手が上がったぞ！」


    　真まことはその光景を、呉ごの船上から眺めることになった。


    　赤せき壁へきという地名は崖がけが赤い色だから付いたというが、その崖よりも赤い炎が、まさに壁のように高く噴ふき上がり、曹操軍の船と兵士を焼き尽くしていく。


    「しかし、曹操も案外バカだよなぁ。船と船を鎖で繫いじゃうなんて」


    　真がつぶやくと、隣でやはりその光景を眺ながめながら、歴史に詳くわしい静しず香かが説明する。


    「そうでもないよ。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』のせいでそんな風に思われてるけど、実は昔の水上戦では割合、行おこなわれていたことみたい。味方の船同士がバラバラにならないようにね。近くにいた方が互いに援護できるから」


    「ああ、なるほど。ちゃんと意味があるんだ。俺が読んだ三国志のマンガだと、単に船酔い対策だけだった気がするけど……」


    「まあ、それは原作の『三国志演義』自体が、その点しか強調してないから」


    　曹操が鎖で船を繫いだのは、船に慣れていない北方の兵たちが船酔いで体調を崩くずしていたため、ということになっていた。


    　そこで、水上大要塞を作って船の揺れを小さくし、陸上と変わらなくしてしまえばよい、ということになったのである。


    　曹操も、火攻めの危険を考えなかったわけではないが、この時期に東南の風は吹かないから火攻めはないものと判断して採用したのだ。


    「ついでに言うと、赤壁の戦いは『三国志演義』の大きな見せ場の一つだけど、その辺りは、かなりフィクションが入ってるらしいよ。たとえば、私を雇やとってくれた、太たい史し慈じ。史実ではもう死んでるはずなんだけど、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』では赤せき壁へきでも活躍してるのよね。そもそも赤壁の戦い自体、実際の歴史では、せいぜい小こ競ぜり合い程度の戦闘があったぐらいで、曹そう操そうは無理をせずに撤てつ退たいしたんじゃないかっていう説もあるよ。もしそうだとすれば、苦く肉にくの計けいも、船を鎖くさりで繫つなぐ連れん環かんの計も、実際にはなかったんだろうね」


    　説明してくれる静しず香かに、真まことは指摘する。


    「でもここは、史実の赤壁ではなく、『三国志演義』世界の赤壁だから、『三国志演義』の通りに進んでもらわないと困るよ」


    　でなければ、この異い界かい本ぼんはゆがんだ力を発揮し続け、現世に影響を及ぼしてしまう。


    「わかってるって。だから、急いでるんじゃない」


    　彼らが向かっているのは、水上大だい要よう塞さいそのものではない。


    　その要塞に隣接した北岸には、曹操軍の陸上部隊が陣を張っている。呉ご軍ぐんの名だたる武将たちは、そこを突こうとしている。


    　だが、そこでは曹操は死なない。


    　曹操は戦場から脱出することになる。


    　孔こう明めいと白しら雪ゆきが、『三国志演義』のストーリーを変えて曹操を討ち取るとすれば、その最大のチャンスはこの曹操の脱出行こうの時をおいてほかにない。


    



    「この時をおいてほかに、曹操を討つ機会はありません」


    　劉りゆう備びの陣営に戻った孔明もまた、そう認識していた。


    　彼は、作戦を説明する。


    　張ちよう飛ひや趙ちよう雲うん、そして関かん羽うといった武将を、曹操の撤てつ退たいルートに先回りさせ、伏ふく兵へいとして配置するのだ。ここまでは、『三国志演義』の物語の通りである。


    　武将たちはそれぞれの手て勢ぜいを率ひきいて、指定された場所へと出陣していく。


    「その策では、曹操は討ち取れません」


    　白雪が孔明に指摘した。


    「わかっています。関将軍は、昔の恩義を感じて、曹操を見み逃のがすでしょう」


    　関羽は、かつて一時的に劉備とはぐれた時に、曹操の陣営に降こう伏ふくしたことがあり、その時になにかと恩義を受けている。結局、劉備の元に帰陣したのだが、義理堅い人間なので、その時の恩を忘れてはいないのだ。


    『三国志演義』では、孔明は曹操の命めい運うんがまだ尽きていないことを占いで知っており、どうせ倒せないのならこの機会に曹操への恩を返させてやろうと、あえて関羽を出撃させたことになっている。


    　超人的な軍師として描えがかれている孔明には、冷徹なイメージが強いが、本来、彼はそういう人情家の面もあるのだ。


    　孔こう明めいが冷たい人間だったら、劉りゆう備びという、この時点ではたいした力もない武将に生涯をかけて尽くすことはなかっただろう。


    　今、孔明はその劉備に天下を取らせるため、大きな賭かけに出ようとしている。それは、彼にとっての世界そのものに対する挑戦であった。本来ならここで死ぬはずのない曹そう操そうを討ち取ろうというのである。


    「関かん将軍に見み逃のがされ、安心しているところを狙ねらうのです」


    　孔明は白しら雪ゆきにそう宣言し、うなずいた。


    



    「なんとしても、逃げ延びるのだ」


    　曹操は、惨みじめな撤てつ退たいを続けていた。


    　最初は、火ひ攻ぜめと呉ご軍ぐんの襲撃で大混乱の陣中を脱出するのがやっとだった。


    　その後、同様に脱出してきた将兵たちが少しずつ集まってきた。


    　とはいえ、いつ呉軍が追跡してくるかわからない状況である。


    　敗はい残ざん兵へい集団になんとか隊列を整えさせ、とにかく安全な後方へと急いだ。


    「ははははは」


    　敗はい走そう中ちゆうに、曹操は笑った。


    　曹操は自分自身が優れた兵へい法ほう家かでもある。敗走の間にも、ついつい、兵法家としての目で状況を見てしまう。なぜ笑うのかと尋ねられて、曹操は答える。


    「余が孔明なら、ここに伏ふく兵へいをしかけるものを」


    　おそらく、敵を嘲ちよう笑しようすることで、敗残兵たちの士気を上げようとしたのであろう。


    　ところが、曹操がそう言ったとたんに、本当に敵の伏兵が現れる、ということが二回も続いた。張ちよう飛ひに襲われ、趙ちよう雲うんに蹴け散ちらされ、なけなしの兵力が削そがれていく。


    　孔明の知ち略りやくは曹操を上回っており、ずっと先を読んでいたのだ。


    　そして三度目。


    　曹操の笑いの後に出現したのは、かつて一時的に彼の客かく将しようとなった関かん羽うであった。


    「……もはやこれまでか」


    　わずかに残った兵士たちも、敗走につぐ敗走と悪路の走そう破はで疲れ切っている。関羽の軍勢を突破することもできない。


    　さすがの姦かん雄ゆう曹操も観念しかけた。


    　その曹操に、声をかける者があった。


    「諦あきらめてどうするの。あなたの命運はまだ尽きてないわよ」


    「なに？」


    　曹操はその人物を見る。


    　兵へい卒そつの服装をしているが、声は女性だったのだ。


    「……そなた、思い出したぞ。ずっと昔、黄こう巾きん党とうの乱の頃に一度見た、不思議な世界の人間だな。あの頃の年頃のままとは、面めん妖ような」


    　おそるべき記憶力だった。


    「さすがね、と言いたいところだけど、今はそれどころじゃないわね」


    　兵士に身をやつしたその女性、小こ平だいら彩あやは言った。


    「『三さん国ごく志し演えん義ぎ』では、あなたはこんなところで諦あきらめたりしないはずよ。生きて戻るのよ」


    「余は、占いだの妖よう術じゆつのたぐいは信じない方だ。そなたたちの正体については、後で詳くわしく聞きたいものだな。が、そうだな、確かに今はそんな場合ではない。諦めてなるものか」


    　曹そう操そうは彩に言うと、関かん羽うの方に向かった。


    「一いち別べつ以来だな」


    　馬ば上じようの関羽に話しかける。


    　関羽に昔の恩義を思い出させ、見み逃のがしてもらおうというのである。もはやそれしか、彼が生き延びる道はなかった。


    　最初のうちは、関羽も個人的な恩義よりも任務を優先しようとした。


    　もし曹操軍が立ち向かってきたり、ただやみくもに逃走を図はかろうとしたりしたのなら、関羽も戦っただろう。だが、もはやその力すらない、あまりに惨みじめな曹操の姿を見て、関羽は情けをかけた。


    　関羽は後ろを向いた。


    　曹操の通過を黙認したのだ。


    　ほっとして、曹操が立ち去ろうとしたその時だった。


    「彼は見逃しても、私は見逃しませんわ。覚悟！」


    　関羽に代わり、曹操の行く手に白しら雪ゆきが立ちはだかった。


    　魔法によって、ここまで移動してきたのだろう。


    「やはり来たわね！」


    　呪じゆ文もんを詠えい唱しようしようとした白雪と曹操の間に彩が立ち塞ふさがり、両腕を大の字に広げる。


    「手は出させないわ、中なか富とみさん！」


    「……あなた……小平さん」


    　呪文を唱えようとしたのを思わずやめて、白雪が彩を睨にらむ。


    「彩ちゃん、ダメだよ、白雪ちゃんは術じゆつにかかってる」


    　戦闘能力のない彩を心配して、みんとが声をかける。彼女も彩と一緒に一いつ兵ぺい卒そつに変装し、曹操軍の中に潜もぐり込んでいたのだ。


    「だから、説得して術を解かなきゃいけないんじゃない！　あなたはほかの兵士たちの動向に注意して」


    　彩あやは強い口調で命令する。


    「わかった、でも、無理はしないで」


    　みんとはいつでも使えるよう、光線銃を構えつつ、周囲を牽けん制せいする。


    　曹そう操そうや関かん羽うや双方の兵士たちはあっけにとられ、ことのなりゆきを見守っていた。


    「私を説得するですって？」


    　白しら雪ゆきは、首を左右にふる。


    「私は、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界を変えないといけません。ジャマをするなら、あなたも容よう赦しやしませんわ」


    「なぜ、そんなことを……？　あなたは異い界かいから現世を守る司書なのよ？」


    　根本的なことを問われて、白雪は眉まゆをしかめて考える。


    「なぜ？　なぜって……それは……」


    　そういえば、なぜ、そうせねばならないのだったか。


    　理由は思い出せないが、そうしなくてはいけない、という強い思いがある。


    　孔こう明めいに何か言われて説得されたような気はする。が、その時の具体的なやりとりを思い出せない。思い出せないが、自分には、そうしなければいけない理由がある。


    「……それは……」


    　彩に答えようとして、唐とう突とつに、部分的に思い出した。


    「菅すが原わら真まことのためですわ！」


    　白雪は断言した。


    「菅原君のため……？」


    　意外な答えに、彩もめんくらう。


    「私は……菅原さんが……好きなの！」


    　これまで決して認めようとしなかったことを、白雪は宣言する。


    　うすうす感じていたとはいえ、その宣言は彩にはショックだった。が、そのことに呆ぼう然ぜんとしているヒマはない。


    「だから曹操を倒して、劉りゆう備びを勝たせますわ」


    　白雪の言っていることはムチャクチャだ。


    「ちょっと、それどういう理屈なのよ？」


    　どうやら、劉備を勝たせることによって、菅原真が自分のものになる、と思いこんでいるらしい。そのように術じゆつをかけられたのか。


    「目を覚ましなさい！　あなたは騙だまされてるのよ！」


    　彩の言葉は、白雪を激げつ昂こうさせた。


    「ジャマをする気ですの？　そうですわよね、あなたも菅原真のことを……」


    「そういうことじゃなくて！」


    　冷静に説得するつもりだったが、だんだん彩あやも腹が立ってきた。


    「頭を冷やしなさいよ！」


    「あなたにも、誰にも渡しませんわ！」


    　二人は険けん悪あくな顔で睨にらみ合う。


    「金勘定にしか興味のない、守しゆ銭せん奴どのくせに」


    「そういうあなたこそ、何様のつもり？」


    　いつぞやの口こう論ろんの続きのようになってきた。


    「あなたなんかに、菅すが原わらさんは譲ゆずれませんわ」


    　パシン、と平手打ちの音が響きわたる。


    　気がつけば、彩は、手を出していたのだ。


    　その直後に、彩は自分でも、手を出してしまったことに驚いていた。自分が暴力を振るうなんて、信じられなかった。


    「やりましたわね！　両親にもぶたれたことはありませんのに！」


    　ほおをおさえて、白しら雪ゆきは睨み返す。


    　彩は、彼女が報復に何か攻撃の呪じゆ文もんを唱えてくるのかと思ったが、そうではなかった。


    　白雪はいきなり、彩につかみかかってきた。


    　兵士に変装した服の襟えり首くびをつかんで締しめ上げる。


    「な、ちょっと、やめて！」


    　見かねたみんとが、手を出そうとするのを、彩は手で止めた。


    　そして、襟首を締めてくる手に嚙かみつく。


    「痛っ、なにしますの、このっ」


    　手は離されたが、二人はそのまま勢い余って、地面に倒れこむ。


    　辺りはぬかるんでいた。曹そう操そうの敗はい走そう中ちゆう、一度雨が降ったのだ。


    　彩と白雪はぬかるみの中、泥だらけになって、互いを取り押さえようともがく。


    　上になり、下になりながら、二人は怒ど鳴なり合う。


    「菅原君は、あなたには渡さない」


    「菅原さんだって私の方がいいにきまっていますわ」


    「なんでそんなこと言えるのよ！」


    「私は胸を触られたことも、シャワー室で裸を見られたこともあるんですもの。あなたの貧ひん相そうな体に、彼を惹ひきつける魅力はありませんわ」


    「貧相で悪かったわね。でも、触られたりのぞかれたりしたのは、事故で偶然そうなっただけじゃない。そのたびに、怒ってひどいことをしていたくせに！」


    「ひどいことをしているのはあなたも一緒でしょ！」


    　泥まみれになりながら、彩と白雪はののしりあった。


    「うひゃあ、泥レスだよ、これじゃあ」


    　みんとが呆あきれて見守り、曹そう操そうたちも妙な展開に呆ぼう然ぜんとしている。


    　そこに、馬の蹄ひづめの音が近づいてきた。


    　みんとが警戒してそちらをうかがうと、二人の人間を乗せた馬が走ってくる。


    「あ、マコッちゃん！　静しず香かちゃん！　無事だったんだ！」


    　みんとは手を振った。その馬の手た綱づなを握にぎっていたのは、異い界かい力りよくによって忍者の能力を得ている宮みや本もと静香で、真まことがその馬に一緒に乗せてもらっていたのだ。


    　彼らは呉ご軍ぐんの船で長ちよう江こうを渡ったが、その後、呉軍を離れ、戦場ではぐれていた馬を調達し、敗はい走そうする曹操軍を追いかけてきたのである。


    「どうやら、間に合ったか……って、おい、何してんだよ？」


    　いろいろ苦労を重ねてこの場にやっと到着した二人が見たのは、地面で泥だらけになって取っ組み合う白しら雪ゆきと彩あやの姿だった。


    　思わず呆れた声も出ようというものである。


    「あ、菅すが原わら……さん……」


    　真の姿に気づいて、白雪が彩をつかんでいた手を離す。


    「その、ちょっと転んでしまって……」


    　苦しい言い訳をしつつ、白雪は真のほうに手を差し出した。


    「なにそんなところでぼさっと見てますの？　レディーが倒れてますのよ。助け起こしなさいよ」


    　と自分の手をとるように催さい促そくする。


    「まったく、二人とも、しょうがないなぁ……」


    　真は、彼女たちの方に歩み寄った。


    



    　真は、最初、白雪の出す手をとろうとした。


    　その時、ふと、真は彩の方を見た。


    　なぜそうしたのか、よくわからない。


    　とにかく、目と目があった。


    　なぜか彩は、慌あわてて視線をそらす。


    　真は、再び白雪の方を見る。


    　白雪は、早く手をとって助け起こしなさいと目で訴えている。


    　再び、真は彩を見る。


    　彩はうつむいていた。


    　その姿を見た真は、気がつくと手を差し伸べていた。


    



    　白しら雪ゆきに言われた言葉が、彩あやの心に突き刺さっていた。


    （彼を惹ひきつける魅力がない）


    （ひどいことをしているのは一緒）


    　腹は立つが、自分でもその自覚はある。自覚があるから、言われて腹が立つ。


    　そして、その指摘されたことが、真まことへの負おい目になっていた。


    　まったく、何をしているのだろう。これでは、好きな子に意地悪をする小学生レベルだ。


    　そんな思いがあったために、真と目が合うと思わずそらしてしまった。


    　真は、白雪の手をとって助け起こすだろう。


    　そう思った。


    　だが、彩の右手がつかまれた。


    「あっ……」


    　驚いて見ると、真が手を差し伸べて、手を握にぎっていた。


    　真の手は、あたたかかった。


    



    「え？」


    　白雪は愕がく然ぜんとした。


    　真が先に手を差し伸べたのは、自分ではなかった。
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    　真まことの右手は、しっかりと彩あやの右手を握っていた。


    　彼女たちはどちらも肉体的にはひどいケガはしていないようだったが、真の目には、顔をそむけていた彩の方が、精神的に傷ついているように見えたのだ。


    　真が彩を助け起こしているのが、白しら雪ゆきには、スローモーションのようにやけにゆっくりと見えた。


    　負けた。


    　白雪は、この瞬間、彩に対する敗はい北ぼくを悟さとった。


    　真は、無意識のうちに、白雪ではなく彩を先に助け起こすことを選んだのだ。


    　もともとわかっていたことだった。


    　自分はいつも、真に意地悪なことを言っていた。


    　真にとって、自分はかわいくない女なのだ。


    　今さら自分が真を好きになっても、どうして真が自分を好きになってくれるだろう。


    「中なか富とみ？　おい、中富？」


    　真が今度は白雪に手を差し出して、何か言っている。


    　彼女を助け起こそうとしているらしい。


    　白雪は、その手を振り払い、自じ力りきで立ち上がった。


    「なんだよ、お前が自分で言ったんだろ、助け起こすように」


    　真は、まだ白雪の心に気づいてはいない。


    「……今回は……」


    　白雪はつぶやいた。


    「ん？」


    「今回は、私の負けですわ」


    　白雪は彩の方を向いて、負けを認めた。


    「でも、これで勝負が終わったわけではありませんわよ？」


    「何の勝負よ。まだ、劉りゆう備びを勝たせるつもりでいるの？」


    　彩は服の泥を払いながら、訊きき返す。


    「それは……あれ？　というか、私、いったいなんで劉備を勝たせるなんてことを？」


    　白雪は首をかしげる。


    　劉備を勝たせようとしていた記憶は残ってはいるが、自分がなぜそんな風に考えたのか、今となってはまるでわからない。


    「なんだか知らないが、ブックコレクターの術じゆつは解けたみたいだな、よかったよかった」


    　事情はわからないながらも、とりあえず白雪は正気に戻ったらしい。


    「白雪ちゃんにかかってた術が解けたみたいだね。正しい選択だったんだ」


    　彩と白雪のケンカを最初から見ていたみんとがそう評する。


    「センタク？　何のことだ？」


    「なんでもない。うん、二人とも泥だらけだから、洗濯が必要だねって話だよ」


    　先刻のケンカの原因は、みんとの口から話すべきことではなかった。


    「なんだか知らないが、とにかく異い界かい図書館の司書は久しぶりに全員、揃そろったわけだな」


    　静しず香かが言う。


    　真まことはうなずいた。そして、拳こぶしを振り上げて宣言したのだった。


    「よーし、じゃあ、ブックコレクターに対して反撃開始だぜ！」

  


  
    



    　第七章　帰還　


    



    『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の中に彩とみんとを送り込んだ後、ブックコレクターは、半分ほど三国志世界の城じよう塞さいと化しつつある廃はい工こう場じようの屋おく内ないに入り、満足そうに『三国志演義』の本を並べて眺ながめていた。第一巻が欠けているのが残念だったが、今後、『三国志演義』世界から古代中国の貴重な書物が入手できることを思えば、その損失もそれほど惜しくはない。


    「こちらのジャマをする司書は全員、『三国志演義』の世界に送り込んで、当分の間出て来ないし、これでゆっくりと孔こう明めいとの取引ができるわね」


    　独り言をつぶやく。


    　すると、彼女以外に誰もいないはずの廃工場から、女性の声が響く。


    「それはどうかしらね？　あの子たちを甘く見てるんじゃない？」


    「誰？」


    　ブックコレクターは周囲を見回す。


    　背後に、チャイナドレス姿の女性が立っていた。


    「おっと、すまない。さっきの声はなじみがなかったね」


    　姿は女性のままで、声は、若い男性に変わった。


    　ブックコレクターはその声を聞いて、相手の正体を理解する。


    「あら、お久しぶりね。『図書館の意志』さん。珍しいわね、あなた自みずから図書館の外に出てくるなんて。それに、話をするなんて、何年ぶりかしら？」


    　どうやらブックコレクターと図書館の意志は、旧知の間あいだ柄がららしい。


    「そうね、高校を卒業してあなたが司書をやめた時以来だから、かれこれ七、八年ぶりぐらいかしら」


    　懐かしそうに話しかける図書館の意志に、ブックコレクターは皮肉を言う。


    「そう、今は女性になって、あの子たちをたぶらかしてるってわけね」


    　図書館の意志は抗議した。


    「たぶらかすとは、人聞きが悪いわね。美しい女性の姿は万ばん人にんに受けがよいから、その姿をとっているだけよ」


    「万人に受ける、ねぇ。はっきり言ったらどう？　『読者』への受けがいいからって」


    「あら、何のことかしら？」


    「相変わらず、すぐとぼけるのね。私が何を言っているのか、わかっているくせに」


    　ブックコレクターは、ふっ、と意味ありげに笑う。


    「あなたの大事な司書さんたちに本当のことを教えてあげてもいいのよ？」


    「そんなことをしたら、あなたの正体もあの子たちにバレるわよ。いいの？　ブックコレクターの正体が、菅すが原わら君や小こ平だいらさんに知られても」


    　ブックコレクターは肩をすくめる。


    「そうなったらそうなったで、あの子たちがどう反応するか興味はあるけど。まあ、確かに今後、やりづらくはなるわね」


    　図書館の意志は話題を変えた。


    「本題に入るわ。怪かい盗とう気取りで、個人で異い界かい本ぼんを収集するのはやめて、異界図書館に戻る気はない？」


    「あら、改めて私を勧かん誘ゆうってわけ？」


    　ブックコレクターはバカにしたような口調で言う。


    「自ら図書館の外に出てきたり、私を再び司書に誘ったり、さすがの図書館の意志も、どうやらよっぽど慌あわてたみたいね。手て駒ごまの司書全員を異界に放り込まれて」


    　ブックコレクターは勝ち誇ほこっている様子。図書館の意志が再び、その言い方に抗議する。


    「だから、人聞きが悪い言い方しないでよね。手駒だなんて……」


    「だってそうでしょ？　あなたは図書館の中では全能に近いけど、外では、たいした力は使えない。それで、自分の代わりに働く手駒として、司書を必要としている。……っていう設定だったわね？」


    　ブックコレクターに余裕があるのは、それを知っているからだ。


    「悪いけど、私は、あなたの手て駒ごまに戻る気はないわ。むしろ、怪かい盗とうとして、これからも、あなたの……異い界かい図書館のジャマをすることをライフワークにする」


    　先ほどの勧かん誘ゆうを、改めて拒否する。


    「ずいぶん、後ろ向きな生き甲が斐いね」


    「そうかしら？　けっこう前向きだと思うけど」


    「まあ、それもいいでしょう。そうしたいというのなら、それはそれで。異界図書館の敵ブックコレクターの存在は、あの子たちにとって手頃な悪役になるわ」


    　その言葉に、ブックコレクターは嫌いやそうな顔をする。


    「どっちにしろ、あなたにとって、私はてのひらの上ってわけね。本当に、嫌な状況。まあ、だからこそ、私はあなたに抗あらがう方を選んでるんだけど」


    「あなたは、異界力を持つ能力者として、優秀すぎたわ」


    　図書館の意志は勧誘を諦あきらめ、背中を向けた。


    「いずれまたお会いしましょう」


    「ずいぶん、諦めがいいのね。虎の子の司書たちを心配して出てきたんじゃないの？」


    　ブックコレクターに声をかけられ、図書館の意志は首だけ振り向いて答えた。


    「ああ、あの子たちなら心配ないわ。最初に忠告したでしょ。あの子たちを甘くみない方がいいわよって。それと、ついでだから言っといてあげるけど、油断してると思わぬ相手に足あし下もとをすくわれるわよ」


    　そう言い残すと、くすくす笑いながら図書館の意志は、文字通りの意味で姿を消した。


    「図書館の意志ともあろう者が、負け惜しみを」


    　ブックコレクターは、バカにしたようにつぶやく。


    　その時だった。


    「スリープ・ミスト！」


    　再び、ブックコレクター以外に誰もいないはずのこの場所に、違う女性の声が響いた。


    　その声と同時に、彼女の周囲に、霧きりのようなガスが出現する。


    「なにっ？　これは魔法の催さい眠みんガス？　しまっ……」


    　彼女はくたくたと床ゆかに崩くずれ落ちる。


    「どうだっ！　ボクの、『眠りの霧』の魔法の威力！」


    　ガスが消え去った後に視界に現れたのは、中学生ぐらいの少女だった。


    　ライトノベル系のファンタジー小説から異界力を得ている、大おお友とも奈な々なだ。彼女は異界図書館の司書ではないが、その存在も知っているし、中なか富とみ白しら雪ゆきと親しく、お姉様と呼んで憧あこがれていることもあって、司書たちとは時に共闘する関係だ。


    「ブックコレクターめ、よくもお姉様を本の世界に送り込んでくれたわね！　絶対、許さないんだから！」


    　奈な々なは敬愛する白しら雪ゆきの前では必ず語尾を「ですぅ」と伸ばすしゃべり方をするが、今は怒って地じが出ている。


    　彼女は倒れているブックコレクターに不用意に近づいた。


    　が、その時。魔法の霧きりによって眠ったはずのブックコレクターが急に動き、奈々に足払いをかけた。


    「えっ？　きゃあっ？」


    　奈々はあっけなくひっくり返り、一方、ブックコレクターは瞬時に立ち上がる。


    「油断してると思わぬ相手に足あし下もとをすくわれる、か。なるほど、あなたの存在を忘れていたわね。まさか、ここにいたとは思わなかったけど。魔法で姿を隠して、司書たちについてきていたのかしら？」


    　ブックコレクターを見上げ、奈々は逆に訊きき返す。


    「なんでボクの魔法が効いてないのよ？」


    「悪いわね。私の口元を覆おおってるこのマフラー、ガスのたぐいはシャットアウトしてくれる機能があるのよ。催さい眠みんガスを発生させる魔法は効かないわ」


    「なにその便利すぎるアイテム？　ずるいですぅ」


    　奈々が口をとがらせる。


    「だって、私は怪かい盗とうだもの。怪盗は便利な物を持っているものよ」


    　ブックコレクターは含み笑いし、立ち上がろうとしていた奈々の背中をハイヒールで踏みつけた。


    「もうしばらく寝てなさい」


    　奈々は再び床ゆかに這はいつくばる。


    「痛っ！　なにすんの」


    「だって、しっかり痛めつけておかないと、あなたまた魔法で攻撃してくるでしょ？」


    「にしたって、ヒールで女の子を踏みつけることはないでしょ！」


    　奈々の抗議に対し、ブックコレクターは自じ嘲ちよう気味に答えた。


    「いいのよ。私は、悪役らしいから」


    「さっき、図書館の意志が話してたことね。それって、何の話よ？」


    「あなたは気にしないでいいわ。それより、そうね、あなたはとうてい私の敵じゃないとはいえ、魔法でジャマされるとやっかいね。みんなのところに送ってあげましょうか」


    　ブックコレクターは奈々の質問をさらりとかわすと、並べていた『三さん国ごく志し演えん義ぎ』に手を伸ばそうとした。


    　が、彼女の手が触れるよりも早く、その本がひとりでに開く。


    「あっ？」


    　ブックコレクターは驚きの声をあげた。


    　開いた本のページが光り輝き、次の瞬間、辺りに五人の人間が現れていた。


    　言わずと知れた、図書館司書の面々だ。


    「ちっ、もう戻ってきたの？」


    　ブックコレクターは舌打ちする。彼らを甘く見ない方がいい、という図書館の意志の忠告をこの時、思い出していたかもしれない。


    　一方、戻ってきた早々、司書たちが目にしたのは、床ゆかに倒れている大おお友とも奈な々なと、彼女を踏んでいるブックコレクターの姿だった。


    「奈々さん！」


    　状況を把は握あくして、白しら雪ゆきが叫ぶ。


    「ブッコレ、てめぇなにしてやがる！」


    「その足をどけろ！」


    　怒ど鳴なりながら、すぐに行動に移ったのは、真まことと静しず香かの二人だ。


    　真は素す手ででとびかかり、静香は刈かり込こみ鋏ばさみで斬きりかかる。


    「おっと！」


    　しかし、ブックコレクターの方が、事態を把握して動くのが一瞬早かった。


    　彼女は素早く飛び退のいて、真の拳こぶしと静香の刈込鋏の攻撃を回避する。


    「お早いお帰りね。せっかくなんだから、もっとゆっくり『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界を楽しんでくればいいのに」


    　などと軽口を叩たたく。


    「三国志の世界はもう十分だ。こっちは……」


    　真はさらに何か言おうとしかけたが、それより先に白雪が怒いかりの声を出す。


    「よくも私に妙な術じゆつをかけてくれましたわね。それに、私の大切な友人の奈々さんをひどい目に遭あわせてくれたようですわね。私は今、機嫌が最悪ですわ。たっぷりとお礼をして差し上げます」


    　ブックコレクターに向かってそう宣言し、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。


    「あら怖こわい。目が本気だわ」


    　ブックコレクターは一同を見回す。


    　軽口を叩いてはいるが、状況が不利なのは彼女の目にも、一目瞭然だった。真はともかく、戦闘のエキスパートの静香、武器を持つみんともいる。この上、白雪が呪文を完成させてしまったら勝ち目はない。


    「ええい、しかたないわね。今日のところは退ひかせてもらうわ」


    　ブックコレクターは逃げ出した。


    「待て！　この」


    　静香とみんとが追いかける。


    「お待ちなさい！」


    　白しら雪ゆきも呪じゆ文もん詠えい唱しようを中断し、慌あわててあとを追った。


    　残ったのは、真まこと、彩あや、それに奈な々なの三人だけだ。


    「大丈夫か？」


    　とりあえず、真と彩は、奈々を助け起こす。


    「転ころんだ時に、少し足を痛めたみたいですぅ。そうでなかったら、すぐにお姉様を追いかけたんですけどぉ」


    　とはいったものの、それほど深刻なケガはしていないようだ。


    「あなたこそ追わないのですかぁ？」


    　奈々は真に尋ねる。


    「とりあえず、あいつらに任せておこう。俺が行っても、あんまり力になれないし。それよりも、異い界かい本ぼんを回収しないと」


    　真は、ブックコレクターが残していった『三さん国ごく志し演えん義ぎ』を指さした。


    「そうね。やみくもに全員で追いかけたら、うまく巻かれてしまって、ここに戻ったら本もなくなっていたなんてことになりかねないわ」


    　彩がうなずく。二人は、ブックコレクターが並べていた本を確保した。


    「すでに図書館にある第一巻をのぞいて、全巻揃そろってる。これを異界図書館に持ち帰れば、とりあえず、この事件は解決ね」


    「それも、ボクがブッコレ相手に頑張ったおかげですぅ」


    　奈々が主張する。真は疑わしそうな目を向ける。


    「そうなのか？」


    　なにしろ、彼が来た時にはもう奈々は倒されていた。


    「まあ、一応礼は言っておくけど」


    「あ、それより、今は何日の何時？」


    　真は気になっていたことを奈々に尋ねた。


    　なにしろ、感覚的には、異界で数日を過ごしている。戻れば、たいして時間は経たっていないはず、と聞かされてはいたが、確認するまでは安心できない。


    「ほら」


    　奈々が腕時計を見せる。日付も表示されていた。


    「ああ、よかった。たいして時間、経ってなかったんだな」


    　真は胸をなで下ろす。そんな彼に彩が言う。


    「だから言ったでしょ。時間はそんなに経っていないって」


    「あ！」


    　突然、真が叫ぶ。


    「今度は何？」


    　彩あやが尋ねると、真まことは周囲を手で示した。


    「廃はい工こう場じようが、元に戻り始めてる」


    「本当だ。『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の暴走が、終わったんだね」


    　奈な々ながうなずく。


    「正確には、本自体の暴走じゃなかったみたいだけどね。まあ、こうしてブックコレクターの手からは離れたわけだし、本の中の左さ慈じっていう仙せん人にんみたいな爺じいさんの話によれば、違うストーリーにしようとしていた孔こう明めいを阻そ止しすれば、本来の本に戻るってことだったから。曹そう操そうを倒そうと送り込んだ中なか富とみが正気に戻ったことで、本の世界のゆがみも治ったんだろう」


    　真が説明すると、奈々は尋ねた。


    「じゃあ、今回は、本を異い界かい本ぼんにしてしまった人っていなかったんですかぁ？」


    　真はうなずいた。


    「特定の個人としては、いなかった」


    「個人としては？　どういうこと？」


    　今度は彩が尋ねる。


    「小こ平だいらは、宮みや本もとが話してた、『三国志演義』の成立過程、覚えてるだろ。もともと古くから演劇とか講談で民衆に広まっていた三国志の物語を、最終的に、ナントカって人が小説の形にまとめた本だって話」


    　真がうろ覚えの説明をすると、彩が補足する。


    「羅ら貫かん中ちゆうよ。小説にまとめたのは」


    「ああ、そうだった、羅貫中だ。とにかく、三国志の話は、『三国志演義』の成立する前から中国の人たちには人気のある物語で、早くから劉りゆう備びは善ぜん玉だま、曹操は悪役になっていたわけだ」


    「それが、今回の事件に関係あるっていうの？」


    　真はうなずいた。


    「ああ、大ありさ。つまり、大勢の人たちが、劉備や孔明に勝ってほしい、曹操をやっつけてほしい、と思っていたわけだ。ひょっとすると、羅貫中自身もその中の一人かもしれない。でも実際の歴史では劉備は曹操には勝てないで終わってしまう」


    　その説明で、奈々が理解した。


    「そっか！　本を異界本にするのは、その本に対する読者や作者の強い想いですぅ」


    「この場合は、『三国志演義』に対する、不特定多数の人たちの想いが、たまたまこの『三国志演義』に作用して、異界本にした、そういうことね」


    　彩も納得する。


    「だからこそ、あの世界の孔明は、あれほど劉備の勝利にこだわった。自分が異界の住人であることを知っても驚かず、劉備の勝利のために、ブックコレクターから、現代の技術や、異界力りよくについての知識を吸収したんだ」


    　真まことの指摘に、彩あやはうなずいて付け加える。


    「孔こう明めいと言えば、『三さん国ごく志し演えん義ぎ』の世界では、魔法使いのように風を吹かせたり、技術者として新兵器を作ったりしているわ。自動で兵ひよう糧ろうを運搬する木ぼく牛ぎゆう流りゆう馬ばなんていう物も作ったことになっている。それらは、そうして彼が現世から得た知識に基づいているのかもね」


    「現世か……」


    　真は何やら考え込む。


    「どうしたの？」


    「ふと思うことがあってさ。いや、何でもない」


    　真は妙な考えを振り払うかのように、首を左右に振った。


    　彩がさらに追及したものかどうか迷っていると、その間に、携帯の着信音が鳴った。


    　奈な々なの携帯だった。


    「ん？　今の着メロ……」


    　真と彩は顔を見合わせる。


    　奈々は携帯に出た。


    「あ、お姉様ぁ！　はぁい、ボクは無事ですぅ。ちょっと足を痛めちゃいましたけど、それ以外はピンピンしてますぅ。……いえ、足だってたいしたことはないですぅ」


    　どうやら白しら雪ゆきかららしい。


    「……ブッコレ？　こっちに戻ってはいないですぅ。……それなら、菅すが原わらさんと小こ平だいらさんがちゃんと確保してるですぅ。ボクもついてるし大丈夫ですぅ」


    　さては、ブックコレクターを見失ったのだろう。それで、『三国志演義』のことが心配になって電話をかけてきた、というわけだ。


    　彩が小声でつぶやく。


    「私や菅原君に電話をかけるのは癪しやくだったので、大おお友ともさんにかけたのね」


    「ん？　何か言った？」


    　真が尋ねてから、慌あわてて言う。


    「おっと、今の質問は、なし、なし。これぐらいでいちいち百円引かれちゃかなわない」


    「心配しなくてもいいわ。もう百円ルールはやめるから」


    　彩が請うけあう。


    「え？　なんで急に……？」


    「それはその……あなたももう一人前の司書になってきたから、必要ないでしょ。さっき『三国志演義』の異い界かい本ぼん化かの理由に気づいたりとか」


    　彩はその説明はあまりしたくないのか、咳せき払ばらいして、話題を変えた。


    「それより、大友さん、今の着メロ、あなたの携帯だったのね」


    「ああ、そうそう、あの時聞こえた謎なぞの着メロだよな」


    　真まことはうなずく。奈な々なは笑ってごまかそうとした。


    「あらー、そんなことがあったんですかぁ？　きっと宮みや本もとさんの家にも、同じ着メロ使ってる人がいたんですねぇ」


    「語るに落ちたな。なんでそれが宮本の家のことって知ってる？」


    「しまったぁ！」


    　真に指摘されて、奈々は口を押さえる。


    「おかしいと思ったわ。あなたがなんでこの場所を知っていたのか。つまり、あなたはあの時、宮本家にいたわけね。魔法で姿を隠して」


    　彩あやにも言われて、奈々は開き直った。


    「そういうことですぅ。立たち花ばなさんに話を聞いたんで、様子を見に行ったってわけですぅ。司書の動向は気になるしぃ、特に菅すが原わらさんのことは、お姉様のためにも偵てい察さつしておこうと思ったんですぅ」


    「はぁ？　なんで俺を偵察するのが中なか富とみのためなんだ？」


    　真が尋ねるが、すぐに自分で答えを出す。


    「ああ、俺が中富に迷惑かけないようになってくれるか、気になったってことか」


    「ま、そういうことにしとくですぅ」


    「だったら、堂々と来いよ。魔法で姿を隠して偵察なんて姑こ息そくなことしないでさ」


    　真に言われて、奈々は悪びれずにぺろりと舌を出す。


    「ごめんですぅ。でも姿を隠して尾び行こうしたおかげで、ブックコレクターも奇き襲しゆうできたですぅ。まあ、結果的には奇襲は失敗でしたけどぉ。あ、それにブックコレクターと、図書館の意志さんの、興味深い会話も聞くことができたですぅ」


    「なんだって？　どういうことだ？」


    　真に訊きかれ、奈々は自分が見聞きした一部始終をざっと説明したのだった。


    　一通りその話を聞き、真と彩は顔を見合わせた。


    「……そんなことを話していたのか……」


    「ブックコレクターが元司書とは驚きね。図書館の意志も、そういうことは教えてくれればいいのに」


    　彩が嘆たん息そくする。


    「それもだけど、それより、気になる話もしていたみたいだな。ブックコレクターの方も、重大な秘密を知っているようだ」


    　真は腕を組んで考え込む。


    「心当たりがあるですかぁ？」


    　奈々が尋ねる。


    「いや……」


    　真まことは口では否定していたが、何か思うところはあるようだった。


    「それより、早くこの『三さん国ごく志し演えん義ぎ』を異い界かい図書館に持っていこう」


    　真は彩あやに促うながした。

  


  
    



    　エピローグ


    



    　翌日、月曜日。


    　真はなぜか、いつもより早めに異界図書館に着いていた。


    　まだ彩も、白しら雪ゆきも、静しず香かも、みんとも到着していないようだ。


    　誰もいない図書館に、真は大声で呼びかける。


    「図書館の意志、出てきてくれ。ちょっと二人で話がしたい」


    　呼ばれて、図書館の意志が姿を現した。


    　相変わらず女性の姿で、チャイナドレスを着ている。


    「そうくると思って、今日は少し早めの時間に来てもらったわ」


    「じゃあ、俺が何の話をしたがってるかも、わかってるのかな？」


    「だいたい予想はついてるわ。でも、言ってみて」


    　促されて、真は話し出す。


    「前に……確か『燃えよ剣』事件が解決した時に、宮みや本もとが『あたしたちの現世も誰かが読んでる本の異界ってことはないか』みたいなことをあんたに訊きいたよな？」


    「覚えてるわ。私はこう答えた。『さあ、どうかしらね。もしかしたら、今この瞬間も、私たちのことを誰かが読んでいるかもしれないわよ。あ、ほら、そこで読者さんが見てる』」


    　図書館の意志が先回りして、その時の回答を再現する。


    「あの時はみんな、宮みや本もとも、俺も、ほかのみんなも、冗談だと思った。でも、冗談ってわけじゃなかったんだな……」


    　真はいったん言葉を切り、相手の様子をうかがってから、続けて言った。


    「……俺たちの世界は、本の世界だったんだ」


    「なんでそう思うの？」


    「理由はいくつかあるよ。まず、土ひじ方かた歳とし三ぞうや、今回の孔こう明めいが、自分が本の登場人物だったと知って、その世界に逆さからおうと抗あらがうのを見てきたからね。もしかしたら、僕たちも実は同じじゃないのかって疑問を持っても、別におかしくはないだろ？」


    　真は図書館の意志が特に何もコメントしないので、話を続けた。


    「それに大おお友ともさんから、あんたとブックコレクターの会話を聞いた。俺たち司書も、ブックコレクターも、この本の世界の登場人物なのだとすれば、会話の意味も理解できる。ブックコレクターも気づいてしまったんだな。自分が実は本の登場人物だってことに。そしてその事実が気に入らないから、ブックコレクターは異い界かい図書館のジャマをしているんだ」


    「あなたが、現世もまた異界だと思う根こん拠きよはそれだけ？」


    　図書館の意志が尋ねる。


    「まだある。今まではなぜか気にもしなかったのに、そのことに気づいてから改めて考えてみると、おかしなことが、この世界にはたくさんあるんだ」


    「おかしいって、どこがかしら？」


    「たとえば、俺は、親友であるはずの木き野のの下の名前を知らない。そのはずだ。木野にはもともと下の名前なんてついてなかったんだ。その程度の扱いの登場人物だから。それから、世界設定もいい加減すぎる。異界本の事件が、この街でしか起こってないのはどういうわけだ？　本は日本中に、いや、世界中にいくらでもあるんだから、異界本の事件も世界中で起こらないとおかしいだろ。なのに、起こるのはいつも、高校生である俺たち司書の行動範囲内だ。この本の作者は、よっぽど安あん易いなヤツに違いない」


    「あらあら、そんなこと言ったら、桧ひ山やまが気を悪くするわよ」


    　図書館の意志が肩をすくめる。


    「その桧山ってのがこの本の作者か？」


    　真は上を向いて、挑ちよう発はつ的てきに叫んだ。


    「いいんだよ、どうせ俺が今言ってるこのセリフだって、そいつが書いてるんだろ？」


    　図書館の意志がなだめるように言う。


    「ある意味、あなたが書かせているのよ。小説を書いていると、登場人物が勝手に動くようになるってよく言うでしょ」


    「なるほど。俺のせいで、作者は自じ虐ぎやく的てきな文章を書かないといけなくなってるわけか、いい気味だな」


    「それで、この世界の秘密を知ってしまったあなたは、どうしたいわけ？」


    　図書館の意志が尋ねた。


    「土ひじ方かた歳とし三ぞうのように、外の世界へ侵しん攻こうしようとする？　孔こう明めいのように、本の内容を変えようとする？　あるいはブックコレクターのように司書を辞やめて、嫌いやがらせのために異い界かい図書館のジャマをする？」


    「どれもしないよ」


    　真まことは断言した。


    「少なくとも、外の世界へ出ることは俺にはできない。外の世界に興味はあるけど、外に出る能力は俺にはない。もしそんなことができるとしたら、それは、本の中にいる俺たちの力ではない。本の外の読者が、この本に思い入れを持ってくれて、この本自体が外の世界で異界本となった時、その時はじめて俺は外の世界を見ることができる。だから……」


    　真は拳こぶしを握にぎりしめた。


    「だから、俺は、この世界で与えられた役割をこれからも演じていく。異界図書館の司書として、小こ平だいら、中なか富とみ、宮みや本もと、立たち花ばなの四人と一緒に頑張っていくんだ。この本がそういう物語である以上、そうすることこそが読者の共感を呼ぶはずだ。そうすれば読者の中の誰か一人ぐらいは、この本を異界本にしてくれるかもしれないからね」


    「そうなるといいわね」


    　図書館の意志はうなずいた。


    「いいでしょう、じゃあ、これからも司書として頑張ってね。この街ではきっと、これからも異界本の事件が起こり続けるから、あなたの異界力で事件を解決してね。ブックコレクターも捕まっていないことだし、頼りにしてるわ」


    　彼女の言葉で、真はふと思い出した。


    「そうそう、俺の異界力と言えば、俺が小さい頃に入って、異界力を手に入れたり、読書嫌いになるきっかけになった本って、何だったんだ？　この際だから、もう教えろよ」


    　真は図書館の意志に要求する。


    「ああ、そんな話もあったわね」


    　図書館の意志は、いつものようにはぐらかした。


    「でも、謎なぞの一つぐらいは、最後まで残しておかないとね」


    「って、ひょっとして、実はそれも作者が考えてないんじゃないのか？　答えろよ」


    　真がまた天井に向かって怒ど鳴なる。


    　その声に答えたのは、図書館の意志でも、作者でもなかった。


    「おい、何を叫んでるんだ？」


    　宮みや本もと静しず香かがきょとんとした顔で、尋ねる。


    「まったく、珍しく私たちより先に来てるかと思えば、何をしているんだか……」


    　中なか富とみ白しら雪ゆきは呆あきれ顔。


    「ほんと、どうしちゃったの、マコッちゃん？」


    　みんとはニヤニヤと面白がっている様子。


    　そして彩あやは、不機嫌な顔で注意する。


    「いつも言ってるでしょ、図書館では静かにって」


    　四人が出勤してきたのだ。


    「あ、いや、何でもないんだ」


    　真まことはごまかす。


    「変なヤツ。ところで、次の特訓だけどさ」


    　静香が特訓の話題を持ち出した。


    「一回やってみて思ったんだが、やっぱり週に一回程度の特訓じゃ、モノにならない。そこで考えてみたんだけど、この図書館にいる時間を利用しない手はないよ。図書館内で暴れたらまずいだろうけど、図書館の庭でやる分には構わないだろ」


    　と提案する。


    「そうね。外ならいいわよ」


    　図書館の意志がＯＫを出した。


    「げ！　それってつまり、毎日ここの庭で特訓ってことかよ？」


    　真はひたすら素す振ぶりをさせられたことを思い出して、げんなりする。週に一度ならともかくあれを毎日やらされてはたまらない。


    「継続は力なりだ。強くなりたいんだろ？」


    「いや、もういいです！」


    「なんで！」


    「剣道は面倒だから、もうしない」


    　意志の弱い真は、早くも稽けい古こを放り出した。


    「うまいこと言うねぇ。面めん、胴どう、竹刀しないと、剣道に関する言葉を三つもかけてる。しかも、五、七、五で川せん柳りゆうになってるよ」


    　みんとが面白がる。


    「いや、別に今のはシャレのつもりでも川柳のつもりでもなくて……」


    「とにかく、そういうことなら、みんとが超科学を教えてあげる！」


    　ここぞとばかりに、みんとはしゃしゃり出た。


    　すると、他のみんなも目を輝かせる。


    「最初から私に経済投資を教わっていればよかったのよ」


    「お待ちなさい。菅すが原わらさんには私が手取り足取り、魔法のいろはを教えてさしあげます」


    「って、あなたまだ諦あきらめてなかったの？」


    「そちらこそ、別に、正式におつきあいしているわけではないでしょう？　リターンマッチですわ」


    　彩あやと白しら雪ゆきが睨にらみ合う。


    「おまえら、勝手に話をすすめるな。菅原も、中途で投げ出すやつがあるか。こうなったら、最後まで特訓につきあわせるよっ」


    　静しず香かは静香で、特訓をやめさせる気はないらしい。


    「マコッちゃんに必要なのは、マッドサイエンスだよ」


    「何言ってますの。魔法ですわ！」


    「投資の能力よ」


    「武術にきまってんだろ！」


    「ちょ、ちょっと、みんな……やめ、やめてくれぇ」


    　右腕を彩と静香に、左腕を白雪とみんとにひっぱられ、真まことは困こん惑わくする。


    「モテモテね、菅原君」


    　図書館の意志が笑って見ている。


    「見てないで、こいつらになんとか言ってくれよ、図書館の意志！」


    「あら、だって、あなた司書として四人と一緒に頑張ってくれるんでしょう？」


    「それとこれとは……」


    「ほら、頑張りなさい。そんなことじゃ、この世界を異い界かい本ぼんにしてくれる人なんてとても現れないわよ？」


    　図書館の意志はそう言ってウインクをすると、姿を消してしまった。


    　そうこうしている間に。


    「きゃあ」


    　白雪がなぜか嬌きよう声せいのような声をあげる。


    「もう、相変わらず好こう色しよくなんですから。今、私の胸、触ったでしょう？」


    「触ってない！　触ったとしても、それは君らが手を引っぱってるからだろ？」


    「これは責任をとっていただかないと。やはり、私から魔法の講義を受けるということで」


    　顔を赤く染めて、白雪がそんなことを言い出す。


    「なによ、胸ぐらい、私だって、ほら！」


    　何を対抗してか、彩も真の手を自分の胸に押しつけた。


    「お、おい？」


    　彩にしては、やけに胸がでかい。と思ったら、いつの間にやら、経済投資の異界力を行使する時の姿に変身している。この姿になると、彩は今より成長した姿になり、身長もバストのサイズも大きくなるのだ。


    「ほら、触ったからには責任とって、経済投資のお勉強よ」


    「だから、今の完全に自分で押しつけてたろ？」


    「なるほど、その手できたか。だったらみんとは、バストには自信ないし、それよりも視し覚かく刺激でいくか。ほらほら～」


    　何を思ったか、みんとは、いきなりバッと制服のミニスカートを自分の手で跳はね上げる。


    「はーい、今、みんとのショーツ見たよねー。じゃ、責任とってみんとから超科学を学びなさいねー」


    「おい、高校生がなんてパンツはいてんだよ？」


    「へへへ、眼がん福ぷくだったでしょ？　だから責任とって……」


    「責任もなにも、今あきらかに自分でめくったろ！」


    「おまえら色仕掛けかよ、ならあたしだって！」


    　静しず香かまでが、真まことの背中にバストを押しつけてきた。あたたかくて軟やわらかい感触が背中に伝わってくる。


    「ってわけで、男なら、責任とれよな」


    「なんでそうなるんだよ？」


    「むう……」


    「私だって！」


    「負けませんわ」


    　他の三人も、今度は真と密着しようとしてきて、引っ張り合いから一転、押しくらまんじゅうのような状態になって、もみくちゃにされる。


    「なんでこうなるんだよ？」


    　真が初めてこの異い界かい図書館に来た日も、朝のテレビ番組の占いによれば、異性に翻ほん弄ろうされる日だった。どうやら今日も、女じよ難なんの日らしい。


    　作者が意い趣しゆ返がえしでもしているのか。


    「だから、責任を……あっ」


    　押したり押されたりしているうちに、偶然、彩あやが真の前につんのめるようになった。


    　時間が止まったかのように思えた。


    　これまでにも、事故で白しら雪ゆきの胸に触れてしまったりしたことはある。が、この事故はきわめつけだ。


    　唇と唇が触れてしまったのだ。


    　目と目が合って、とても気まずい。


    　永遠にも思えた一瞬の接触の後、彩は慌あわてて退ひき、口を手で押さえて後ろを向く。


    　誰かに気づかれていなければよいのだが。


    　と思ったが、そうはいかなかった。


    「あーっ、マコッちゃんと彩あやちゃん、キスしたっ！」


    　みんとが目ざとく見ていたらしい。


    「なんですって？　許しませんわよ」


    　白しら雪ゆきが騒ぎ出す。


    「い、今のはその……」


    　言い訳をしようとした真まことに、彩が振り返って言った。


    「男は言い訳しないの！」


    「はい」


    「私のファーストキスを奪うばったんだから、投資の勉強ってことで決まりね」


    　彩は決めつけた。


    「え？　ええと……その……はい」


    　真としてはうなずくしかない。


    「ちぇ、結局、小こ平だいらの一人勝ちか」


    　静しず香かがそう言って、真まことから離れる。


    「まあ、今日のところはしかたありませんわね。でも、明日は魔法の勉強ですわよ」


    　白雪はまだ諦あきらめていないらしい。

  


  [image: ]


  
    「唇を奪うばわれる気満々だねー」


    　とみんとがニヤニヤする。


    「そっちがキスなら、みんとも明日はもっと過激な勝負下着で迫っちゃうもんね」


    「って、おい、明日も今みたいなバカ騒ぎで決める気かよ？」


    　真まことは頭をかかえた。


    「もう勘かん弁べんしてくれぇ！」


    　異い界かい図書館に真の悲鳴が響いたのだった。

  


  
    　あとがき


    



    



    　お久しぶりです、読者のみなさま。


    　おや、そちらの読者の方は、このシリーズは初めてですか？　しかも、あとがきから先にお読みですか？


    　ああ、不安になるのはわかりますよ。すでに一巻、二巻と出ている本を、いきなり三巻から読んだりしたら、話についていけないんじゃないか、って、つい心配しちゃいますよね。


    　それで、どんな様子なのかちょっと確認しようと、あとがきから読んでいるというわけですね。


    　ご安心ください。このシリーズは大丈夫。


    　既刊を順番通りに読まないと話についていけない、というようなお話ではありませんから。


    　もちろん、前巻までを読んでいてくれれば、より楽しんでいただけると思いますけれど。まずは手にとったこの『ブック×マーク！③』を読んでみてください。


    「あとがきのこの出だし自体が、前巻と大差ないんじゃない？」


    　ん？　今の声は誰でしょう？


    　ああ、芸がなくて申し訳ありません。


    　しかし初めての方もいらっしゃいますので、もう少々、似た話におつきあいください。


    　私は、この本の作者桧ひ山やまの代理として、このあとがきを任されている、「図書館の意志」と申します。正確には、異い界かい図書館の意志が擬人化した存在です。


    　私がどんなキャラなのかは、本編を読んでいただくとして。


    　今は、年齢不詳のチャイナ服の美女が目の前にいると思ってくださいな。


    「あきれたわね。自分で美女って言う？」


    　んー？　さっきから茶々を入れてるこの声……。


    　あ、ブックコレクターね？


    　……失礼しました。どうやら、本編のキャラクターが、このあとがきにまで侵出して、私のジャマをしようとしているみたいです。気にしないでくださいね。


    



    　さて、このシリーズで言う異界とは、本の世界のことです。


    　そして、このあとがきの空間は、この本自体の異界なのです。


    　というわけで、みなさん、異界にようこそ。


    　これを読んでいる今この瞬間、あなたは本の世界、異界にさまよいこんでいるのです。


    　おや、今、なにをバカな、って思いましたね？


    　自分は、こうして現実世界で、この本を読んでいるじゃないかと。


    　本当にそうでしょうか？


    　もちろん、あなたの周囲には、現実世界が広がっているのが見えるでしょう。


    　しかし、あなたがこの本の文章を読むことに没頭している時、その瞬間だけは、周囲に見えている風景はひょっとしたら幻影のようなものにすぎず、あなたの魂は肉体から離れて、本当は異界に入りこんでいるのかもしれないのです。


    　いえ、この本に限ったことではありません。


    　あらゆる本は、特に小説は、実はそういうものなのではないでしょうか？


    　人は、本を読む時、自分でも気づかずにその世界に入って、感動したり、喜んだり、泣いたり、笑ったり、悩んだり、怒ったり、驚いたり、あきれたり、学んだり、キャラクターに萌もえたり、その他いろいろなことをしているのではないでしょうか。


    　まさに、本に引き込まれてしまう、というわけです。


    「こんなヨタ話、別に信じなくていいからね」


    



    　ところで、読者のみなさまにご愛あい顧こいただきましたこの『ブック×マーク！』シリーズですが、この『ブック×マーク③』をもって完結です。


    　まあ、私、「図書館の意志」としては、これっきりみなさまに会えなくなってしまうのは残念なことなのですが。


    　いつか終わりが来るのも、本の世界の定めというものです。


    　もちろん、終わりが来るといっても、そこでキャラクターが死んでしまうわけではありません。『ブック×マーク』シリーズの世界では、主人公の菅すが原わら真まことをはじめ司し書しよ一同はこれからも頑張り、成長していくことでしょう。彼らを応援してくだされば幸さいわいです。


    「私もね！」


    　ちょっと、いい加減にしてちょうだい。あとがきまでジャマするなんて反則でしょ？


    「そんなこと言ってると、そのあとがきのスペースがどんどんなくなるわよ？」


    　おっと、そうでした。失礼しました。


    



    　今回のあとがきもそろそろ終了です。


    　またかわりばえのないご挨あい拶さつになってしまいますが、相変わらず素す晴ばらしいイラストを描いてくださったさくや先生と、ガガガ文庫編集Ｇさんをはじめ、このシリーズの出版にかかわったすべてのみなさま、そして、このシリーズを読んでくださったみなさまに、心より感謝いたします。


    　本当にありがとうございました。


    　桧山の次の作品にご期待ください。
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